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１．はじめに

環境振動運営委員会は，その前身である環境振動分科会が 1982 年度に設置されて以降

40 年余りにわたり，環境振動に関わる様々な委員会活動を行ってきた．これまでの活動の

うち 2010 年度までの記録は，「環境振動研究のあゆみ 委員会活動報告 1982 年～1995

年」（1996 年 1 月），および「環境振動研究のあゆみ(II) 委員会活動報告 1996 年～2010

年」（2012 年 1 月）にまとめられている．これらの資料は，運営委員会内で過去の活動を

振り返りその後の活動を進める上で，また新たに環境振動の分野に関わられる方が過去の

経緯を知る上で，有用なものとなっている．運営委員会では，今後も定期的に活動記録を

残すために，10 回ごとの節目となる環境振動シンポジウムに合わせて「あゆみ」をまとめ

ていくこととした．この「環境振動研究のあゆみ(III) 委員会活動報告 2011 年～2022 年」

は，2023 年 1 月開催の第 40 回シンポジウムに合わせてまとめている． 

2011 年以降の運営委員会の活動として特筆すべきは，「建築物の振動に関する居住性能

評価規準」（2018 年 11 月）と「居住性能確保のための環境振動設計の手引き」（2020 年 6

月）の刊行であろう．「評価規準」は，それまでの居住性能評価指針の改定版に位置付けら

れるが，指針に含まれていた設計的な要素を「設計の手引き」に分離した点で異なる．環

境振動分野の今後の活動に影響を与える新たな展開である．これらの刊行は，直接担当さ

れた委員の方々の多大なるご尽力によるものであることは言うまでもない．それに加え，

環境振動に関わられたすべての方々が，評価，設計のみならず，予測や測定の技術的進展

に継続的に貢献されてきた，その成果の上に成り立っている．なお，新型コロナウィルス

感染症のまん延により，2021 年 1 月に予定していた環境振動シンポジウムを中止するな

ど，2020 年度以降の活動は大きな影響を受けたことを付記しておきたい． 

さて，刊行時点での最新の学術的・実務的知見に基づきまとめられた「評価規準」，「設

計の手引き」ではあるが，この類の他の刊行物と同様，今後に向けた課題も残されている．

それらの解決に向けて，運営委員会の各小委員会・ワーキンググループでは，すでに次の

活動が始まっている．このような個々の課題の解決に向けた活動のほか，運営委員会では，

環境振動分野全体の方向性についても，引き続き議論していく必要がある．建築物におけ

る環境振動問題が生じないことが理想であり，運営委員会としては，そのための学術的・

技術的体系を構築して実務に落とし込むことを目指すべきであろう．現実的には，それに

向けた個別の取組を積み重ねていくことになるが，個々の研究者・技術者の自由な取組に

加え，これまでのように，時にはある方向性を持つ共同の取組を運営委員会が主導するこ

とも続けていけると良い．

今回の「あゆみ」では，過去の「あゆみ」の構成を踏襲するとともに，これまでに運営

委員会主査を務められた先生方に，環境振動分野へのご自身の関わり，思い，今後への期

待などを，自由な形でご執筆いただくことをお願いした．最初の「あゆみ」の時代からご

活躍の先生方も多く，長い期間にわたり環境振動分野をけん引されてきた上でのお話は，

後進の我々にとって示唆に富んだ内容となっている．ぜひご一読いただきたい．

2023 年 3 月 

環境振動運営委員会

主査  松本 泰尚
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２．環境振動運営委員会の活動 

 

2.1 環境振動運営委員会の変遷 

 

2011 年度以降の環境振動運営委員会の構成を以下の表に示す． 

 

表 環境振動運営委員会の変遷 

運営委員会 小委員会 運営委員会直属WG SWG・小委員会WG 出版刊行

2011 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動評価
・環境振動制御技術
・環境振動設計

・環境振動シンポ企画検討
・環境振動広報
・戸建て住宅の三成分振動特
性測定・分析・評価
・居住性能評価指針検討
・広域評価モニタリング

・環境振動対策事例検討

2012 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動評価
・環境振動制御技術
・環境振動設計

・環境振動シンポ企画検討
・環境振動広報
・戸建て住宅の三成分振動特
性測定・分析・評価
・居住性能評価指針検討
・広域評価モニタリング

・環境振動対策事例検討

2013 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測解析
・環境振動設計

・環境振動シンポ企画検討
・環境振動広報
・戸建て住宅の三成分振動特
性測定・分析・評価
・居住性能評価指針検討
・広域評価モニタリング

2014 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測解析
・環境振動設計
・居住性能評価指針改定

・環境振動シンポ企画検討
・環境振動広報
・戸建て住宅の振動特性
・広域評価モニタリング

・性能評価法検討

2015 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測解析
・環境振動設計ガイド策定
・居住性能評価指針改定

・環境振動シンポ企画検討
・広報
・戸建て住宅の振動特性
・広域評価モニタリング

・性能評価法検討
・測定分析マニュアル検討
・環境振動設計指針策定

2016 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測解析
・環境振動設計ガイド策定
・居住性能評価指針改定

・環境振動シンポ企画検討
・広報
・戸建て住宅の振動特性
・広域評価モニタリング

・性能評価法検討
・測定分析マニュアル検討
・環境振動設計指針策定

[環境工学企画刊行運営委員
会]
・居住性能評価指針改定小委
員会
　　性能評価法検討ＷＧ

2017 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測解析
・環境振動設計指針策定
・居住性能評価指針改定

・環境振動シンポ検討
・広報
・戸建て住宅の振動特性
・多目的環境振動モニタリング

・性能評価法検討
・測定分析資料作成
・環境振動設計指針策定検討
・複合振動評価

[環境工学企画刊行運営委員
会]
・居住性能評価指針改定小委
員会
　　性能評価法検討ＷＧ

2018 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測解析
・環境振動設計指針策定
・居住性能評価指針改定

・環境振動シンポ検討
・広報
・戸建て住宅の振動特性
・多目的環境振動モニタリング

・性能評価法検討
・測定分析資料作成
・環境振動設計指針策定検討
・複合振動評価

[環境工学企画刊行運営委員
会]
・居住性能評価指針改定小委
員会
　　性能評価法検討ＷＧ
・環境振動設計指針策定小委
員会
　　環境振動設計指針策定検
討ＷＧ

2019 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測情報
・環境振動設計指針策定

・環境振動シンポ検討
・広報
・戸建て住宅の振動特性
・環境振動統合モニタリング
・道路交通振動の加振力検討

・環境振動設計指針策定検討
・複合振動評価

[環境工学企画刊行運営委員
会]
・環境振動設計指針策定小委
員会
　　環境振動設計指針策定検
討ＷＧ

2020 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測情報
・環境振動設計指針策定

・環境振動シンポ検討
・広報
・戸建て住宅の振動特性
・環境振動統合モニタリング
・道路交通振動の加振力検討

・環境振動設計指針策定検討
・複合振動評価

[環境工学企画刊行運営委員
会]
・環境振動設計指針策定小委
員会
　　環境振動設計指針策定検
討ＷＧ

2021 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測情報
・環境振動設計検討

・環境振動企画
・広報
・小規模建築物の振動特性
・環境振動モニタリング
・道路交通振動の加振力検討

・時間効果検討

2022 環境振動運営委員会

・環境振動測定分析
・環境振動性能評価
・環境振動予測情報
・環境振動設計検討

・環境振動企画
・広報
・小規模建築物の振動特性
・環境振動モニタリング
・道路交通振動の加振力検討

・時間効果検討
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2.2 委員会活動報告 

 

(1) 各年度活動報告 

 

≪2011 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：横山裕） 

・ 第 30 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：冨田隆太） 

・ 鉄道振動の測定を実施し、測定方法及び分析方法の検討を行った。 

・ 現状の測定方法及び分析方法の問題点の抽出を行うための技術者を対象としたアンケ

ート調査を作成した。 

・ 昨年度までに実施した床振動、道路交通振動を対象とした測定結果の再分析 

を行った。 

○環境振動評価小委員会（主査：益田勲） 

・ 品確法への可能性と問題点から、活動のベースとして 4 つのワーキング･チームをつく

り、課題点を核としシンポジウム、刊行物をめざし審議してきた。 

・ 今後の環境振動評価のあり方を模索することも大きな主題であり、チームを構成した。

①説明性 WT、②評価 WT、③広域実測 WT、④データベース WT であり、進捗に伴い

他の小委員会、WT と協働しながら進捗させてきた。 

・ チームの成果は、この小委員会の「要望と提案」という形で、次世代に残せるものにす

る。 

○環境振動制御技術小委員会（主査：鈴木健司） 

・ 文献収集：解析検討の参考資料として、既往データの追補として収集開始 

・ 解析検討：パラスタに着手、方向性検討中 

・ 各社の実務解析ノウハウをブラインド解析を例に収集開始 

○環境振動設計小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 「環境振動設計指針」策定のための基本方針を決定した。 

・ 「環境振動設計指針」の構成案の作成作業を進めており、これを叩き台として次年度に

具体的な目次案を提示する予定である。 

 

≪2012 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：横山裕） 

・ 第 31 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：冨田隆太） 

・ 鉄道振動の分析結果のまとめを行い、建築学会大会にて 2 編発表した。 

・ 現状の測定方法及び分析方法の問題点の抽出を行うための技術者を対象としたアンケ

ート調査を実施し、分析を行った。 

・ 建築物の環境振動に関する測定・分析のマニュアル案について検討した。 

○環境振動評価小委員会（主査：益田勲） 

・ 品確法への可能性と問題点から、活動のベースとして 4 つのワーキング･チームをつく

り、課題点を核としシンポジウム、刊行物をめざし審議してきた。 
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・ 今後の環境振動評価のあり方を模索することも大きな主題であり、チームを構成した。

①説明性 WT、②評価 WT、③広域実測 WT、④データベース WT であり、進捗に伴い

他の小委員会、WT と協働しながら進捗させてきた。 

・ ４WT の活動成果を第 31 回環境振動シンポジウムに発表した。 

○環境振動制御技術小委員会（主査：鈴木健司） 

・ 文献収集： スパンと固有振動数の関係をまとめた 

・ 解析検討： モデル化手法による結果の差異を調べた 

・ 実務的解析手法： 実測結果に合わせたモデル化手法の例を抽出 

○環境振動設計小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 「評価指針」と「設計指針」の分離の方針を確認した。 

・ 「評価指針」と「設計指針」に分離するための方法を検討した。 

・ 「設計指針」の全体像と構成案を提示した。 

 

≪2013 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：横山裕） 

・ 第 32 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：冨田隆太） 

・ 現状の測定方法及び分析方法の問題点の抽出を行うための技術者を対象としたアンケ

ート調査の分析を行い、建築学会大会に投稿した。 

・ 建築物の環境振動に関する測定・分析のマニュアル案の構成及び役割分担、方向性につ

いて検討した。 

・ 在来鉄道の高架化前後で，線路の直近に位置する木造アパートを対象に振動特性と家屋

増幅量の分析を行った。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：松本泰尚） 

・ 今年度の大会発表に関する情報共有を行った．環境振動は，構造など環境工学以外の分

野での発表にも関連するものがあり，各委員が広く情報収集することにより，十分な情

報を収集することができた． 

・ 建築物の振動評価に関する国際規格である ISO 2631-2 の定期見直しにあたり，専門的

見地からの審議に基づくコメントを提出することで，当該規格を担当する国内委員会に

協力した． 

・ 居住性能評価指針検討 WG で進んでいる指針改定に関する検討に対し，上記の視点から

の審議内容を提供することで協力した． 

・ 居住性能評価指針検討 WG の委員でもある本小委員会の委員が，第 32 回環境シンポジ

ウムにおいて，現在検討中の性能評価指針の改定に関する講演を行った． 

○環境振動予測解析小委員会（主査：石橋敏久） 

・ 1996 年～2010 年度分の大会梗概について、全委員が分担して年度ごとにタイトルとキ

ーワードをまとめた分類シートを作成した。 

・ 要約シートのフォーマット(分類の仕方や記入内容等)を協議の上決定し、全委員が年度

ごとに担当して要約シートの作成を行った。2013 年度中に要約シートの大半が完成し

た。 

・ 前制御技術小委員会の成果報告書の拡充をはかった。成果を 2013年度大会で発表した。 
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○環境振動設計小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 「設計指針」の目次案及び原稿素案を提示した。 

・ 環境振動シンポジウム(2014 年 1 月 11 日)の講演で活動内容を公表した。 

 

≪2014 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：横山裕） 

・ 第 33 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：冨田隆太） 

・ 現状の測定方法及び分析方法の問題点の抽出を行うための技術者を対象としたアンケ

ート調査の分析を行い、日本建築学会大会に 2 件(2013)、日本騒音制御工学会に 1 件

(2014)に投稿した。 

・ 在来鉄道の高架化前後で，線路の直近に位置する木造アパートを対象に振動特性と家屋

増幅量の分析を行い、日本建築学会技術報告集(2014)に掲載された。 

・ 木造家屋の振動測定方法について人が及ぼす影響について分析を行い、日本建築学会大

会(2014)に投稿した。 

・ 建築物の環境振動に関する測定・分析のマニュアル案の構成、方向性について検討した。 

・ 振動測定に関する例題(人の歩行や鉄道による振動測定等)をアンケートとして作成し、

振動測定経験者に対して実施した。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：松本泰尚） 

・ 近年の国内外の学術論文および大会発表に関する情報共有を行った．環境振動は，構造

など環境工学以外の分野での発表にも関連するものがあり，各委員が広く情報収集する

ことにより，十分な情報を収集することができた． 

・ 高層建築物や海洋建築物における居住者の低振動数の振動に対する評価に関する国際

規格である ISO 6897 の定期見直しにあたり，専門的見地からの審議し，当該規格を担

当する国内委員会に協力した． 

・ 居住性能評価指針改定小委員会および性能評価法検討 WG で進んでいる指針改定に関

する検討に対し，当小委員会における上記の視点からの審議内容を情報提供することで

協力した． 

・ 性能評価法検討 WG の委員でもある当小委員会の委員が，本年度の大会および第 33 回

環境シンポジウムにおいて，現在検討中の性能評価指針の改定に関する講演を行った． 

○環境振動予測解析小委員会（主査：石橋敏久） 

・ 当初、1996 年～2010 年度分の大会梗概を対象としていたが、2014 年度分まで拡張し、

評価関係を除く全 478 の要約シートを作成した。 

・ 1996 年～2014 年度分の要約シートを分野別に整理した上で、4 グループ（Ａ：地盤単

独、Ｂ：建物躯体単独、Ｃ：床単独、Ｄ：地盤・基礎・建物連成）に分け各グループ毎

の討議を行い、これまでの経緯や今後の課題などを資料として整理し、2015 年度以降

の当委員会の進め方への筋道をつけた。 

○環境振動設計小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 2014 年度の第 33 回環境振動シンポジウム（2015 年 1 月 30 日開催）において，「居住

性能評価と設計のつながり」と題した主題解説を行い，前年度に提案した設計指針の枠

組みを，評価指針の改定で検討されている「時間軸の導入」に対応させるための方法を
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解説した。指針と評価指針の整合性を維持した委員会活動の方向性について合意形成を

行った。 

・ 設立以後の４年間を通じ，評価指針と設計指針を分離する方向性に関しては委員会内部

での合意が形成され，さらに分離後の評価指針と設計指針のあり方についても具体的な

取り組みが積極的に行われるようになってきた。いよいよ「建物の振動に関する居住性

能評価指針同解説」の再改定に向けての土俵は整ったといえる。 

○環境振動評価指針改定小委員会（主査：松本泰尚） 

・ 居住性能評価指針の改定に関して，その枠組みに関する審議を行うともに，改定の根拠

となる学術的知見を収集・整理し，改定案の検討を進めた 

 

≪2015 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：国松直） 

・ 第 34 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：小谷朋央貴） 

・ 木造家屋の環境振動測定として自動車走行振動と鉄道振動の事例をまとめて、建築学会

大会ＯＳに投稿した。 

・ 「測定分析マニュアル検討ＷＧ」を設置し、環境振動測定経験者に対するアンケート結

果を分析し、その一部分について技術報告集に投稿した。 

・ 「木造住宅を対象とした振動測定事例」、「建築物の振動測定に関するアンケート調査結

果―測定・分析・評価方法の現状と課題―」の 2 編を日本音響学会騒音振動研究会に投

稿した。 

・ 環境振動測定についての実務者アンケート調査結果をまとめて 2 編を技術報告集に投

稿した。 

・ つくばの実験住宅において、道路交通振動などの振動測定を実施した。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：松本泰尚） 

・ 最近の国内外の学術論文等に関する情報共有を行った．環境振動は，構造など環境工学

以外の分野での発表にも関連するものがあり，各委員が広く情報収集することにより，

有益な情報を収集・共有することができた 

・ 高層建築物や海洋建築物における居住者の低振動数の振動に対する評価に関する国際

規格である ISO 6897 の定期見直しにあたり，専門的見地から審議し，当該規格を担当

する国内委員会に協力した 

・ 居住性能評価指針改定小委員会および性能評価法検討 WG で進んでいる指針改定に関

する検討に協力した 

・ 居住性能評価指針改定小委員会あるいは性能評価法検討 WG の委員でもある当小委員

会の委員が，本年度の大会および第 34 回環境シンポジウムにおいて，現在検討中の性

能評価指針の改定に関連する講演を行った 

○環境振動予測解析小委員会（主査：田中靖彦） 

・ 計画通り 1996～2014 年度の大会梗概の要約シートを作成し、現状の技術動向や技術課

題を部分的にまとめ、環境振動運営委員会傘下の委員に配布した。 

・ 小委員会以外から環境振動予測の問題点（実務者が困っていること）を抽出するための

アンケート調査を実施（1～2 月）し、次年度の検討につなげた。 
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○環境振動設計ガイド策定小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 新しい評価指針に準じた設計指針の策定の方向性を決定した。性能設計の枠組み，時間

軸の導入，振動源によるグループ分け，および振動測定の設計行為における位置づけに

留意した。 

・ 具体的な策定作業のための新たに WG を本小委員会の傘下に作った。WG により設計

指針の原案を作り，それを小委員会に上げて精査し，徐々に完成度を高める方法を採用

した。 

・ 次年度からの WG 活動における役割分担を決定した。3 つの作業に分け、それぞれの

分野にふさわしい人材を新たに募り，短期間で成果の上がる体制づくりを行った。 

○環境振動評価指針改定小委員会（主査：横山裕） 

・ 居住性能評価指針の改定方針をほぼ固め、具体的な改定案作成作業に着手した。 

・ 2015 年度環境振動シンポジウムにて改訂方針を一般会員に周知し広く意見を募るとと

もに、改訂作業の途中経過を報告する機会として 2016 年度大会にて PD を開催するこ

ととした。 

 

≪2016 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：国松直） 

・ 大会パネルディスカッション「「建築物の振動に関する居住性能評価指針」の改定にむ

けて」の企画・開催 

・ 第 35 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：小谷朋央貴） 

・ 昨年度実施した「つくば実験住宅」の道路交通振動などの結果を分析し、日本建築学会

九州大会に 2 編投稿し発表した。 

・ 測定分析マニュアル検討ＷＧ内で検討したアンケート調査結果、及び共同実験（鉄道振

動）における感覚量と物理量についてまとめ、日本建築学会技術報告集に 2 編投稿し採

用された。 

・ 日本音響学会春季発表会ＳＳへ小委員会活動成果をまとめて 1 編投稿した。 

・ 次年度、公開研究会を計画した。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：松本泰尚） 

・ 最近の国内外の学術論文等に関する情報共有を行った．環境振動は，構造など環境工学

以外の分野での発表にも関連するものがあり，各委員が広く情報収集することにより，

有益な情報を収集・共有することができた 

・ 居住性能評価指針改定小委員会および性能評価法検討 WG で進んでいる指針改定に関

する検討に協力した 

・ 将来的な居住性能評価指針の改定の方向性について検討した 

・ 環境振動の説明性について WT を組織して集中的に検討した 

・ 将来的な居住性能評価指針の改定に関連し，基礎的なデータを得るための振動実験を実

施した 

・ 居住性能評価指針改定小委員会あるいは性能評価法検討 WG の委員でもある当小委員

会の委員が，本年度の大会 PD および第 35 回環境シンポジウムにおいて，現在検討中

の性能評価指針の改定に関連する講演を行った 
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○環境振動予測解析小委員会（主査：田中靖彦） 

・ 計画に沿って「予測精度に関わる項目をバラツキの観点から整理すること」を課題とし、

大学建物を対象にした床振動の予測解析と測定を行った。 

・ 歩行振動の事例について、予測解析のバラツキを整理した。また、次年度に向けた上下

階加振と建物外加振の事例に関する予測・測定の計画を行った。 

○環境振動設計ガイド策定小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 新しい評価指針に準じた設計指針の策定の方向性を決定し．性能設計の枠組み，時間軸

の導入，振動源によるグループ分け，および振動測定の設計行為における位置づけにつ

いてのコンセンサスづくりを行った。 

・ 具体的な策定作業のために本小委員会の傘下に作った WG を 3 つの SWG に分けて分担

作業を行い，それぞれの役割分担に沿って設計指針の原案を作成した。 

・ 設計指針としての枠組みはほぼ固まり，今後評価指針の作業との整合性を意識しながら

最終的な本文作成作業に入ることのできる段階に到達した。 

○環境振動評価指針改定小委員会（主査：横山裕） 

・ 居住性能評価指針の改定方針をほぼ固め、2016 年度大会にて PD を開催し、具体的な改

定案を提案するとともに一般会員と意見交換を行った。 

・ PD の結果をふまえ、改定案に対するより確かな理解が得られるよう、2016 年度環境振

動シンポジウムにて改定案を活用した設計法を例示した。 

 

≪2017 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：国松直） 

・ 第 36 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：小谷朋央貴） 

・ 日本建築学会中国大会に「設置共振について」2 編投稿し発表した。 

・ 日本建築学会技術報告集に「つくば共同実験（人の影響）」「実務者アンケート（現状と

課題）」の 2 編を投稿し採用された。 

・ 環境振動測定分析に関する公開研究会を開催し、74 名の参加者を得て様々な意見を頂

いた。 

・ 測定資料作成 WG において、資料案をまとめた。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：鈴木雅靖） 

・ 改訂予定の居住性能評価規準・居住性能評価設計指針を踏まえた上で、今後の環境振動

評価のあり方について検討。 

・ 都市部の複雑な振動発生状況を評価するための、複合振動の評価のあり方や、一般の人

を対象とした振動感覚の表現方法等について検討． 

・ 複合振動の評価のあり方に関しては、来年度以降 WG として議論を深めていく予定。 

○環境振動予測解析小委員会（主査：田中靖彦） 

・ 計画に沿って大学建物を対象とした同一階加振、上下階加振、地盤上加振時の振動予測

解析に関する問題設定と検証データ収集を行った。 

・ 上記の各加振問題に関する予測解析手法の検討と技術資料作成を実施中。 

○環境振動設計指針策定小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 具体的な設計法（設計フロー）について議論した。 
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・ 振動源に捉われない環境振動設計の大枠についてコンセンサスを図った。 

・ 設計のための振動計測について取り纏めるために WG メンバーを増員した。また，実際

に計測を行い，計測例を作成した。 

・ 居住性能評価指針改定小委員会（性能評価法検討 WG）との連携を強化し，設計者から

の要望が「環境振動評価規準」に反映されるように働きかけた。 

・ 音響技術（日本音響技術協会発刊）への投稿を通じ，性能マトリクス・設計フローのブ

ラッシュアップを図った。 

・ 環境振動シンポジウムにおいて「環境振動設計指針」策定に向けた進捗状況を報告し，

会員からの意見や要望を収集した。 

○環境振動評価指針改定小委員会（主査：横山裕） 

・ 居住性能評価規準・同解説の改定(案)を作成した。本年度内に、査読を終了する予定。 

 

≪2018 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：国松直） 

・ 「建築物の振動に関する居住性能評価規準・同解説」の刊行 

・ 第 37 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：小谷朋央貴） 

・ 設計指針策定小委員会との合同 WG を実施した。 

・ 日本建築学会東北大会に 2 編投稿し発表した。 

・ 測定資料作成 WG において、資料案をまとめ、建築学会 HP にアップした。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：鈴木雅靖） 

・ 改訂予定の居住性能評価規準・居住性能評価設計指針を踏まえた上で、今後の環境振動

評価のあり方について検討。都市部の複雑な振動発生状況を評価するための、複合振動

の評価のあり方や、一般の人を対象とした振動感覚の表現方法等について検討。 

・ 複合振動については WG として立ち上げ、議論を深めながら実験による検討を模索して

いる。 

・ 環境振動の見える化については、振動についての専門的知識と経験的知識のない人達へ

の表現について、学生アンケートなどを通してヒアリングしながら模索している。 

○環境振動予測解析小委員会（主査：田中靖彦） 

・ 計画に沿って大学建物を対象とした同一階、上下階、地盤上加振時の振動予測解析に関

する問題設定、簡易・詳細予測、実測データとの比較を行った。 

・ 上記の各加振問題に関する予測解析手法の技術資料を作成し、一部公表する 

○環境振動設計指針策定小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 設計フローに則った振動源ごとの具体的な設計法や性能マトリクスについて議論した。 

・ 居住性能評価指針改定小委員会との連携を強化し，「建築物の振動に関する居住性能評

価規準・同解説」の発刊に向けて，設計者の立場からの意見を集約した。 

・ 設計のための振動計測と評価のための振動計測の違いを明確にし，環境振動測定分析小

委員会との連携を強化するために意見交換会を行った。 

・ 環境振動シンポジウムにおいて「環境振動設計指針」策定に向けた進捗状況を報告し，

会員からの意見や要望を収集した。 

○環境振動評価指針改定小委員会（主査：横山裕） 
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・ 当初の目的である「建築物の振動に関する居住性能評価規準・同解説」の改定版刊行、

および講習会開催を完了した。 

 

≪2019 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：松本泰尚） 

・ 道路交通振動の加振力検討ワーキンググループの立ち上げ 

・ 第 38 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：尻無濱昭三） 

・ 第 38 回環境振動シンポジウムにおいて、小委員会の成果２題「内部加振源による振動

の測定」、「外部加振源による振動の測定」を報告した。 

・ 日本建築学会大会（北陸）において、「鉄道振動の測定」について１題投稿して発表し

た。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：鈴木雅靖） 

・ 改訂予定の居住性能評価規準・居住性能評価設計指針を踏まえた上で、今後の環境振動

評価のあり方について検討。都市部の複雑な振動発生状況を評価するための、複合振動

の評価のあり方や、一般の人を対象とした振動感覚の表現方法等について検討(環境振

動の見える化)。 

・ 複合振動については議論を深めながら、実験データと評価法の提供を受けながら、委員

会としての考え方の検討を模索している。 

・ 環境振動の見える化については、振動についての専門的知識と経験的知識のない人達へ

の表現について、学生アンケートなどを通してヒアリングしながら模索し、再構築した

考え方に基づいて実験を視野に検討を進めている。 

○環境振動予測情報小委員会（主査：山中祐一） 

・ 環境振動の予測に対して、実務者が困っていることに応える技術情報を提供するための

活動方針や内容を定めた。 

・ 同一階、上下階、地盤上加振時の環境振動の予測情報に関する問題設定を計画に沿って

各委員で実施した。 

・ 2019 年度日本建築学会大会において５編の梗概を投稿し、発表を実施した。また、第 38

回環境振動シンポジウムにおいて予測に関して２題の講演を実施した。これらにより、

会員に対して広く予測に関する情報を提供できた。 

○環境振動設計指針策定小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 「居住性能のための環境振動設計の手引き」の発刊に向けて，傘下の WG で作成された

同手引きの原案について議論した． 

・ 環境振動予測情報小委員会や環境振動測定分析小委員会との連携を強化し，設計者目線

での手引き作成に注力した． 

・ 環境振動シンポジウムにおいて「設計における計測と予測の考え方」について説明し，

会員の理解を深めた． 

 

≪2020 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：松本泰尚） 

・ 「居住性能確保のための環境振動設計の手引き」の刊行 
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・ 新型コロナウィルス感染症まん延の影響により，環境振動シンポジウムの開催を見送っ

た 

○環境振動測定分析小委員会（主査：尻無濱昭三） 

・ 新型コロナ感染防止の観点から、小委員会メンバー合同による振動測定等については来

期以降へ延期した。 

・ 小委員会活動成果について外部に報告・投稿することが出来なかったが、新規準等に関

する議論を進めた。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：鈴木雅靖） 

・ 今後の学術資料における環境振動のデータを幅広く活用できるように、比較評価方法な

どを踏まえ、「環境振動判断範疇」の委員会案を提示。 

・ 改定した「居住性能評価規準・居住性能評価設計の手引き」を踏まえた上で、今後の環

境振動評価のあり方について検討。都市部の複雑な振動発生状況を評価するための、複

合振動の評価のあり方や、一般の人を対象とした振動感覚の表現方法等について検討。 

・ 複合振動については議論を深めながら、実験データと評価法の提供、新たな学術論文を

調査しながら、委員会としての考え方の検討を模索。 

・ 振動の見える化については、振動についての専門的知識と経験的知識のない人達への表

現について、学生アンケートなどを通してヒアリングしながら、考え方についてまとめ

た。 

・ 上記考え方に基づいて検討していた実験は、コロナ蔓延の中、実施にまでは至らなかっ

た。来年度以降、新規環境振動性能評価小委員会の中で継続活動する予定。 

○環境振動予測情報小委員会（主査：山中祐一） 

・ 単純な構造（１スパン鉄骨造の床）の実測事例をもとに、各委員がブラインド解析を実

施し、実測結果と比較することによって予測解析に必要な情報の整理を行った。 

・ 環境振動の予測に対して、実務者が困っていることに応える技術情報を提供するための

活動方針および活動内容に沿って、各委員が設定した環境振動予測問題に対して具体的

なアプローチを行った。 

○環境振動設計指針策定小委員会（主査：濱本卓司） 

・ 刊行物の最終確認，講習会に向けた事前準備を完遂した． 

・ 小委員会傘下の環境振動設計指針策定検討 WG からの提案に基づき，「居住性能確保の

ための環境振動設計の手引き」を完成させた． 

・ 「居住性能確保のための環境振動設計の手引き」の内容を多くの会員に理解して頂き，

今後の設計実務に役立てて頂くために講習会を開催した． 

・ 「設計の手引き」の残された課題を明確にし，今後の研究・技術の進歩・発展に伴う新

たな知見を盛り込んで，より良い書籍に成長させるために，来年度以降も後継の小委員

会を設置して活動することを決定した． 

 

≪2021 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：松本泰尚） 

・ 第 39 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：尻無濱昭三） 

・ 新型コロナ感染防止の観点から、小委員会メンバー合同による振動測定等については来
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期以降へ延期した。 

・ 外部クラウドサーバーを利用して、過去の測定データの共有化を図った。 

・ 前小委員会の活動成果物「建築物における環境振動測定・分析に関する資料」を一般公

開化（学会会員以外の閲覧可）した。 

・ 小委員会活動成果について外部に報告・投稿することが出来なかったが、過去の測定デ

ータを利用した新規準等に関する議論を進めた。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：冨田隆太） 

・ 環境振動評価の将来展開について，環境振動評価の現状の課題の整理と問題点の抽出，

建築物の振動に関する居住性能評価規準の見直し項目の検討，等について議論を行うこ

とができた。 

・ 「時間効果検討 WG」において，居住性能評価規準で一律に 1/4 乗で加味している継続

時間の影響について，次期改定を見据えてより詳しく検討することができた。環境振動

の「見える化(説明性)」についても議論を行うことができた。 

○環境振動予測情報小委員会（主査：山中祐一） 

・ 環境振動の予測に対して、実務者が困っていることに応える技術情報を提供するための

活動方針や内容に沿って、各委員が設定した環境振動予測問題に対して具体的な検討を

行った 

・ 次年度（最終年度）に向けての取りまとめ方針を定めた 

○環境振動設計検討小委員会（主査：原田浩之） 

・ 次回改定においては，「手引き」から「指針」へのグレードアップを目指すことを決定し

た。 

・ 次回改定までの中間段階の成果として，2026 年度を目途に「設計資料集」を作成するこ

とを決定した。 

・ 性能マトリクスの見直し，設計例の作成に向けて，準備を進めた。 

・ 揺れの感じ方や時間効果の影響を体感し，今後の活動に活かすために，振動体験の場を

設けた。 

 

≪2022 年度≫ 

●環境振動運営委員会（主査：松本泰尚） 

・ 第 40 回環境振動シンポジウムの企画・開催 

○環境振動測定分析小委員会（主査：尻無濱昭三） 

・ 外部クラウドサーバーを利用して、過去の測定データの共有化を図り、過去の測定デー

タを利用して、2018 年版の新規準評価等に関する議論を進めた。 

・ 新型コロナ感染防止の観点から、小委員会メンバー合同による振動測定等については来

期以降へ延期した。 

○環境振動性能評価小委員会（主査：冨田隆太） 

・ 環境振動評価の将来展開について，環境振動評価の現状の課題の整理と問題点の抽出，

建築物の振動に関する居住性能評価規準の見直し項目の検討，等について議論を行うこ

とができた。 

・ 「時間効果検討 WG」において，居住性能評価規準で一律に 1/4 乗で加味している継続

時間の影響について，次期改定を見据えてより詳しく検討することができた。環境振動
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の「見える化(説明性)」についても議論を行うことができた。 

○環境振動予測情報小委員会（主査：山中祐一） 

・ 環境振動の予測に対して、実務者が困っていることに応える技術情報を提供するための

活動方針や内容に沿って、各委員が設定した環境振動予測問題に対して具体的な検討を

行った。 

・ 前年度（３年度）に定めた取りまとめ方針に則り、技術情報を会員に公表するための資

料集を作成した。 

・ 学術講演梗概集に 1 編の発表を行った 

○環境振動設計検討小委員会（主査：原田浩之） 

・ 「設計の手引き」の課題とその対応策について議論した。 

・ 3 つの振動源（風，歩行，道路交通）に対して一気通貫の設計例を作成することを決定

し，グループに分かれての活動を開始した。 

・ 設計例の作成にあたり，確認計測が行える実在の建物を設計対象とすることとし，その

建物の選定を開始した。 

・ 性能マトリクスをより使い易いものとするために，評価レベルの言語表現の統一，建築

主によりわかり易い言語表現への変更に向けた検討を開始した。 

・ 環境振動シンポジウムにおいて「設計のこれまでとこれから」について説明し，今後の

環境振動設計について会員とともに考える場を設けた。 
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(2) 刊行物等（2011 年度以降） 

 

下表は，2011 年度以降に運営委員会により発表した刊行物等のリストを示す． 

 

表 2011 年度以降の刊行物等リスト 

発行年月 タイトル 
2012.01 環境振動研究のあゆみ(II) 委員会活動報告 1996 年～2010 年 
2018.11 建築物の振動に関する居住性能評価規準・同解説 

日本建築学会環境基準 AIJES-V0001-2018 
2019.03 建築物における環境振動測定・分析に関する資料 
2020.06 居住性能確保のための環境振動設計の手引き 
2023.01 環境振動研究のあゆみ(III) 委員会活動報告 2011 年～2022 年 

 

以下に，「あゆみ」以外の刊行物等について概説する． 

(i) 評価規準 

1991 年に初版，2004 年に第 2 版が刊行された評価指針は，学術的，技術的な進展を取

り込むために 10 年をめどに改定する方針としていることから，2010 年に運営委員会直属

の居住性能評価指針検討 WG が設置され，評価指針の改定に向けた検討が始められた．学

術的知見の整理と追加，それらに基づく内容の検討と執筆に 8 年あまりを要したが，2018

年に第 3 版としての評価規準を刊行するに至った．設計的要素の分離，振動源を問わない

汎用性，振動継続時間の考慮といった新たな特徴を持つ． 

(ii) 設計の手引き 

環境振動を対象とした設計に関する運営委員会としての組織的な取り組みが始まった

のは比較的新しく，2007 年の環境振動性能設計法小委員会の設置が最初であった．その小

委員会の成果として，性能設計としての設計フローを提示した「環境振動性能設計ハンド

ブック」が 2010 年に刊行された．その後，上述した評価指針改定における評価と設計の分

離の流れを受け，新たな評価規準に基づく性能規定をベースとした設計指針の検討が，2015

年の環境振動設計ガイド策定小委員会設置により始められた．2020 年刊行の設計の手引き

では，耐震設計と同様の考え方での要求性能設定を意図して導入された環境振動性能マト

リクスを活用した，環境振動に対する性能設計法が示されている． 

(iii) 測定・分析に関する資料 

人体振動評価の国際規格である ISO 2631-1 や，それに基づく建築物の振動評価に関す

る ISO 2631-2 など，振動評価の基準や規格には，評価法とともに測定法が規定されている

ものが多い．一方，評価指針や評価規準には，測定法に関する規定は含まれていない．運

営委員会による測定法に関する出版物は，1999 年出版の「環境振動・固体音の測定技術マ

ニュアル」までさかのぼる．そのような背景の下，環境振動測定分析小委員会は，環境振

動データの蓄積を目標とし，測定分析に関する最近の知見をまとめるとともに，測定分析

方法に関する提案として「建築物における環境振動測定・分析に関する資料」を作成した．

2019 年に会員限定の形で小委員会ホームページにおいて公表され，2021 年には一般にも

公開された．建築物における人の動作による床の鉛直振動，外部からの交通，工場・事業
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場，建設・解体工事により建築物の床に生ずる鉛直振動及び水平振動を対象とし，測定目

的に応じた具体的な測定・分析方法が示されている． 
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2.3 委員会委員の変遷と名簿 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2011 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  横山 裕 
幹 事  国松 直,  益田 勲 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  井上勝夫,    後藤剛史,  塩田正純， 

志村正幸,  鈴木健司，   冨田隆太,  成瀬治興，   野口憲一， 
野田千津子， 濱本卓司,  古田 勝，   松本泰尚,  横島潤紀 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  冨田隆太 
幹 事  小谷朋央貴 
委 員  石橋敏久,  伊積康彦,  川久保政茂,  佐野泰之,    尻無濱昭三， 

蓮見敏之,  平尾善裕,  平松和嗣,   平光厚雄,   松本泰尚， 
森川和彦,  藪下 満,  横島潤紀 

環境振動評価小委員会 
主 査  益田 勲 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  植松武是,  内田季延,  川久保政茂, 小泉達也, 

鈴木雅靖,  塚越治夫,  野田千津子, 花里利一,  濱本卓司 
松本泰尚,  森下真行,  横山 裕 

環境振動制御技術小委員会 
主 査  鈴木健司 
幹 事  林健太郎 
委 員  石橋敏久,  片迫幹男,  嘉村武浩,  小林真人,  高津 熟, 

  田中靖彦,  洞 宏一,  本間 剛,  増田圭司,  森下真行, 
  山中祐一，  吉岡宏和 

環境振動設計小委員会 
主 査  濱本卓司 
委 員  石川孝重,  国松 直,  松本泰尚,  横山 裕 

環境振動シンポジウム企画検討ＷＧ 
主 査  益田 勲 
委 員  石川孝重,  伊積康彦,  川久保政茂, 国松 直,  志村正幸, 

鈴木健司,  野田千津子, 濱本卓司,  藤橋克己,  増田圭司, 
松本泰尚，  峯村敦雄,  横島潤紀,  横山 裕 

環境振動広報ＷＧ 
主 査  国松 直 

戸建て住宅の三成分振動特性測定・分析・評価ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  天野至康,  石川孝重,  大竹康宏,  川本聖一,  小泉達也, 

櫻井一也,  冨田隆太,  林健太郎,  松尾和午,  松本泰尚, 
横島潤紀,  渡辺大助 

環境振動対策事例検討ＳＷＧ 
主 査  川本聖一 
委 員  天野至康,  石川孝重,  植木良明，   梅森 浩，   大竹康宏， 

国松 直,  小泉達也,    櫻井一也,  中田信冶,  濱本卓司， 
東田豊彦，  平尾善裕，  松尾和午，  松本泰尚,  村上剛志 
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居住性能評価指針検討ＷＧ 
主 査  松本泰尚 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  国松 直,  志村正幸,  野口憲一, 

濱本卓司,  横山 裕 
広域評価モニタリングＷＧ 

主 査  国松 直 
委 員  石田理永,  上田浩之,  倉田成人,  志村正幸,  濱本卓司 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2012 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  横山 裕 
幹 事  国松 直,  益田 勲 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  井上勝夫,    後藤剛史,  佐野泰之， 

塩田正純，  志村正幸,  鈴木健司，   冨田隆太,  野口憲一， 
野田千津子， 濱本卓司,  古田 勝，   松本泰尚,  横島潤紀 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  冨田隆太 
幹 事  小谷朋央貴 
委 員  石橋敏久,  伊積康彦,  川久保政茂,  佐野泰之,    尻無濱昭三， 

足立 大,  平尾善裕,  平松和嗣,   平光厚雄,   松本泰尚， 
森川和彦,  藪下 満,  横島潤紀 

環境振動評価小委員会 
主 査  益田 勲 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  植松武是,  内田季延,  川久保政茂, 小泉達也, 

鈴木雅靖,  塚越治夫,  野田千津子, 花里利一,  濱本卓司 
松本泰尚,  森下真行,  横山 裕 

環境振動制御技術小委員会 
主 査  鈴木健司 
幹 事  林健太郎 
委 員  石橋敏久,  片迫幹男,  嘉村武浩,  高津 熟,  田中靖彦， 

洞 宏一,  本間 剛,  増田圭司,  森下真行,  山中祐一， 
吉岡宏和 

環境振動設計小委員会 
主 査  濱本卓司 
委 員  石川孝重,  国松 直,  松本泰尚,  横山 裕 

環境振動シンポジウム企画検討ＷＧ 
主 査  益田 勲 
委 員  石川孝重,  伊積康彦,  川久保政茂, 国松 直,  志村正幸, 

鈴木健司,  野田千津子, 濱本卓司,  藤橋克己,  増田圭司, 
松本泰尚，  峯村敦雄,  横島潤紀,  横山 裕 

環境振動広報ＷＧ 
主 査  国松 直 

戸建て住宅の三成分振動特性測定・分析・評価ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  天野至康,  石川孝重,  大竹康宏,  川本聖一,  小泉達也, 

櫻井一也,  冨田隆太,  林健太郎,  松尾和午,  松本泰尚, 
横島潤紀,  渡辺大助 
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環境振動対策事例検討ＳＷＧ 
主 査  川本聖一 
委 員  天野至康,  石川孝重,  植木良明，   梅森 浩，   大竹康宏， 

国松 直,  小泉達也,    櫻井一也,  中田信冶,  濱本卓司， 
東田豊彦，  平尾善裕，  松尾和午，  松本泰尚,  村上剛志 

居住性能評価指針検討ＷＧ 
主 査  松本泰尚 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  国松 直,  志村正幸,  野口憲一, 

濱本卓司,  横山 裕 
広域評価モニタリングＷＧ 

主 査  国松 直 
委 員  石田理永,  上田浩之,  倉田成人,  志村正幸,  濱本卓司 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2013 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  横山 裕 
幹 事  国松 直,  益田 勲 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  石橋敏久,    井上勝夫,    後藤剛史,   

佐野泰之，   志村正幸,  冨田隆太,  野口憲一,    濱本卓司,   
松本泰尚,  横島潤紀 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  冨田隆太 
幹 事  小谷朋央貴 
委 員  石橋敏久,  伊積康彦,  足立 大,  神谷俊行,   佐野泰之, 

尻無濱昭三, 松田 貫,  原田浩之，  平松和嗣,   平光厚雄,  
森川和彦,  藪下 満,  横島潤紀  

環境振動性能評価小委員会 
主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延,  川久保政茂,  

国松 直,  鈴木雅靖,  久木章江,  濱本卓司，  益田  勲, 
森下真行,  横山 裕 

環境振動予測解析小委員会 
主 査  石橋敏久 
幹 事  山中祐一 
委 員  岩田克司,  片迫幹男,  嘉村武浩,  鈴木健司,  高津  熟, 

田中靖彦,  秦 一平,  林健太郎,  洞 宏一,  増田圭司, 
三輪田吾郎， 森下真行,  吉岡宏和 

環境振動設計小委員会 
主 査  濱本卓司 
幹 事  国松  直 
委 員  石川孝重,   松本泰尚,    横山 裕 

環境振動シンポジウム企画検討ＷＧ 
主 査  益田 勲 
幹 事  国松  直 
委 員  石川孝重,  伊積康彦,  冨田隆太,  志村正幸,  石橋敏久, 

濱本卓司,  藤橋克己,  増田圭司,  松本泰尚,  峯村敦雄,   
横島潤紀,  横山 裕 

環境振動広報ＷＧ 
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主 査  国松 直 
戸建て住宅の三成分振動特性測定・分析・評価ＷＧ 

主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  天野至康,  石川孝重,  冨田隆太,  大竹康宏,  川本聖一, 

小泉達也,  櫻井一也,  林健太郎,   松尾和午,  松本泰尚, 
横島潤紀,  渡辺大助 

居住性能評価指針検討ＷＧ 
主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  石田理永，  国松 直,  志村正幸,   

鈴木雅靖,  冨田隆太，  野口憲一，  濱本卓司,  久木章江， 
横山 裕 

広域評価モニタリングＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  石田栄介，  石田理永,  岩田克司,   川久保政茂, 倉田成人,   

清水尚志,  志村正幸，  濱本卓司,   平尾善裕，   松本泰尚 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2014 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  横山 裕 
幹 事  国松 直,  益田 勲 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  石橋敏久,    井上勝夫,    後藤剛史,   

佐野泰之，   志村正幸,  冨田隆太,  野口憲一,    濱本卓司,   
松本泰尚,  横島潤紀 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  冨田隆太 
幹 事  小谷朋央貴 
委 員  石橋敏久,  伊積康彦,  足立 大,  神谷俊行,   佐野泰之, 

松田 貫,  平松和嗣,   原田浩之，  藪下 満,  横島潤紀， 
尻無濱昭三, 平光厚雄,   森川和彦    

環境振動性能評価小委員会 
主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延,  川久保政茂,  

国松 直,  鈴木雅靖,  久木章江,  濱本卓司，  益田  勲, 
森下真行,  横山 裕 

環境振動予測解析小委員会 
主 査  石橋敏久 
幹 事  山中祐一 
委 員  岩田克司,  片迫幹男,  嘉村武浩,  佐野泰之,    鈴木健司,   

田中靖彦,  秦 一平,  林健太郎,  洞 宏一,  増田圭司, 
三輪田吾郎， 森下真行,  吉岡宏和 

環境振動設計小委員会 
主 査  濱本卓司 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    国松 直,    松本泰尚,    横山 裕 

居住性能評価指針改定小委員会 
主 査  松本泰尚 
幹 事  国松 直 
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委 員  安藤 啓,  石川孝重,  志村正幸,  鈴木雅靖,  野口憲一， 
  濱本卓司,  横山 裕  

性能評価法検討ＷＧ 
主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  石田理永，  井上竜太，   国松 直,   

志村正幸,  鈴木雅靖,  冨田隆太，   野口憲一，  濱本卓司,   
久木章江，   横山 裕 

環境振動シンポジウム企画検討ＷＧ 
主 査  益田 勲 
幹 事  国松  直 
委 員  石川孝重,  伊積康彦,  冨田隆太,  志村正幸,  石橋敏久, 

濱本卓司,  藤橋克己,  増田圭司,  松本泰尚,  峯村敦雄,   
横島潤紀,  横山 裕 

環境振動広報ＷＧ 
主 査  国松 直 

戸建て住宅の振動特性ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  天野至康,  石川孝重,  川本聖一,    櫻井一也,    冨田隆太,   

林健太郎,   松尾和午,    松本泰尚,    山下仁崇，  横島潤紀,   
渡辺大助 

広域評価モニタリングＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  石田栄介，  石田理永,  岩田克司,   川久保政茂, 倉田成人,   

清水尚志,  志村正幸，  濱本卓司,   平尾善裕，   松本泰尚 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2015 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  国松 直 
幹 事  冨田隆太,  増田圭司 
委 員  安藤 啓,   石川孝重,  井上勝夫,    小谷朋央貴， 後藤剛史,   

佐野泰之，   志村正幸,  高野真一郎, 田中靖彦，  野口憲一,     
濱本卓司,  益田  勲,    松本泰尚,  横島潤紀，  横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  小谷朋央貴 
幹 事  尻無濱昭三 
委 員  足立 大,    石橋敏久,  伊積康彦,  神谷俊行,   佐野泰之, 

冨田隆太，  原田浩之，  平松和嗣,   平光厚雄,   松田 貫, 
森川和彦，   藪下 満,  横島潤紀 

測定分析マニュアル検討ＷＧ 
主 査  冨田隆太 
幹 事  松田  貫 
委 員  伊積康彦，  小谷朋央貴, 松本泰尚，  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延,  川久保政茂,  

国松 直,  鈴木雅靖,  久木章江,  濱本卓司，  益田  勲, 
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森下真行,  横山 裕 
環境振動予測解析小委員会 

主 査  田中靖彦 
幹 事  山中祐一 
委 員  石橋敏久，   岩田克司,  片迫幹男,  嘉村武浩,  佐野泰之,     

鈴木健司,  秦 一平,  林健太郎,  洞 宏一,  増田圭司, 
三輪田吾郎， 森下真行,  吉岡宏和 

環境振動設計ガイド策定小委員会 
主 査  濱本卓司 
幹 事  国松 直，  上明戸昇 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    高野真一郎,  松本泰尚,    横山 裕 

原田浩之，  佐伯兼久 
居住性能評価指針改定小委員会 

主 査  横山 裕 
幹 事  松本泰尚 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  井上勝夫,    国松 直，   志村正幸,   

鈴木雅靖,  野口憲一，   濱本卓司 
性能評価法検討ＷＧ 

主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石田理永，  井上竜太，   鈴木雅靖,  冨田隆太，    

久木章江，   横山 裕 
環境振動シンポジウム企画検討ＷＧ 

主 査  冨田隆太 
幹 事  増田圭司 
委 員  石川孝重,  伊積康彦,  国松 直,  小谷朋央貴， 志村正幸,   

田中靖彦，  濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    松本泰尚,   
峯村敦雄,  横島潤紀,  横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  横山 裕,  益田  勲, 

戸建て住宅の振動特性ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  石川孝重,  川本聖一,    冨田隆太,  林健太郎,   木本勢也， 

松本泰尚,    山下仁崇，  横島潤紀,  渡辺大助 

広域評価モニタリングＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  石田栄介，  石田理永,  岩田克司,  川久保政茂, 倉田成人,   

志村正幸，  濱本卓司,  平尾善裕，   松本泰尚 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2016 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  国松 直 
幹 事  冨田隆太,  増田圭司 
委 員  安藤 啓,   石川孝重,  井上勝夫,    小谷朋央貴， 後藤剛史,   

佐野泰之，   志村正幸,  高野真一郎, 田中靖彦，  野口憲一,     
濱本卓司,  益田  勲,    松本泰尚,  横島潤紀，  横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
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主 査  小谷朋央貴 
幹 事  尻無濱昭三 
委 員  足立 大,    伊積康彦,  神谷俊行,   佐野泰之,    田中 彩， 

冨田隆太，  原田浩之，  平松和嗣,   平光厚雄,   松田 貫, 
森川和彦，   藪下 満,  横島潤紀 

測定分析マニュアル検討ＷＧ 
主 査  冨田隆太 
幹 事  松田  貫 
委 員  伊積康彦，  小谷朋央貴, 松本泰尚，  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延,  川久保政茂,  

国松 直,  鈴木雅靖,  濱本卓司，  久木章江,   益田  勲, 
森下真行,  横山 裕 

環境振動予測解析小委員会 
主 査  田中靖彦 
幹 事  山中祐一 
委 員  朝日智生，  石橋敏久，   岩田克司,  緒方誠二郎， 片迫幹男,   

佐野泰之,    鈴木健司,  秦 一平,  林健太郎,  洞 宏一,   
増田圭司,    三輪田吾郎， 森下真行 

環境振動設計ガイド策定小委員会 
主 査  濱本卓司 
幹 事  上明戸昇，   国松 直 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    佐伯兼久，   高野真一郎,  原田浩之， 

松本泰尚,    横山 裕 
環境振動設計指針策定ＷＧ 

主 査  濱本卓司 
幹 事  原田浩之 
委 員  上明戸昇,  佐伯兼久， 吉松幸一郎，  小田島暢之, 片岡達也，    

西川大介，   東田豊彦，  小島宏章，    相原知子，   崔 井圭 

居住性能評価指針改定小委員会（企画刊行運営委員会にも設置） 
主 査  横山 裕 
幹 事  松本泰尚 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  井上勝夫,    国松 直，   志村正幸,   

鈴木雅靖,  野口憲一，   濱本卓司 
性能評価法検討ＷＧ（企画刊行運営委員会にも設置） 

主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石田理永，  井上竜太，   鈴木雅靖,  冨田隆太，    

久木章江，   横山 裕 
環境振動シンポジウム企画検討ＷＧ 

主 査  冨田隆太 
幹 事  増田圭司 
委 員  石川孝重,  伊積康彦,  国松 直,  小谷朋央貴， 志村正幸,   

田中靖彦，  濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    松本泰尚,   
峯村敦雄,  横島潤紀,  横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
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委 員  横山 裕,  益田  勲, 
戸建て住宅の振動特性ＷＧ 

主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  石川孝重,  川本聖一,    冨田隆太,  林健太郎,   木本勢也， 

松本泰尚,    山下仁崇，  横島潤紀,  渡辺大助 

広域評価モニタリングＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  石田栄介，  石田理永,  岩田克司,  川久保政茂, 倉田成人,   

志村正幸，  濱本卓司,  平尾善裕，   松本泰尚 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2017 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  国松 直 
幹 事  冨田隆太,  増田圭司 
委 員  安藤 啓,   石川孝重,  井上勝夫,    小谷朋央貴， 後藤剛史,   

佐野泰之，   志村正幸,  鈴木雅靖，   高野真一郎, 田中靖彦， 
野口憲一,    濱本卓司,  益田  勲,    松本泰尚,  横島潤紀，   
横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  小谷朋央貴 
幹 事  尻無濱昭三 
委 員  足立 大,    伊積康彦,  神谷俊行,   佐野泰之,    田中 彩， 

冨田隆太，  原田浩之，  平松和嗣,   平光厚雄,   松田 貫, 
森川和彦，   藪下 満,  横島潤紀 

測定分析資料作成ＷＧ 
主 査  冨田隆太 
幹 事  松田  貫 
委 員  伊積康彦，  小谷朋央貴, 松本泰尚，  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
主 査  鈴木雅靖 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延,  川久保政茂,  

国松 直,  新藤 智，  松本泰尚，   濱本卓司，  久木章江,    
益田  勲,    森下真行,  横山 裕 

環境振動予測解析小委員会 
主 査  田中靖彦 
幹 事  山中祐一 
委 員  朝日智生，  石橋敏久，   岩田克司,  緒方誠二郎， 片迫幹男,   

佐野泰之,    鈴木健司,  秦 一平,  林健太郎,  洞 宏一,   
増田圭司,    三輪田吾郎， 森下真行 

環境振動設計指針策定小委員会 
主 査  濱本卓司 
幹 事  上明戸昇，   国松 直 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    佐伯兼久，   鈴木雅靖，   高野真一郎,   

原田浩之，   松本泰尚,    横山 裕 
環境振動設計指針策定検討ＷＧ 

主 査  濱本卓司 
幹 事  原田浩之 
委 員  上明戸昇,  佐伯兼久， 吉松幸一郎，  小田島暢之, 片岡達也，    
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西川大介，   東田豊彦，  小島宏章，    相原知子，   崔 井圭， 
鈴木  健 

居住性能評価指針改定小委員会（企画刊行運営委員会にも設置） 
主 査  横山 裕 
幹 事  松本泰尚 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  井上勝夫,    国松 直，   志村正幸,   

鈴木雅靖,  野口憲一，   濱本卓司 
性能評価法検討ＷＧ（企画刊行運営委員会にも設置） 

主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石田理永，  井上竜太，   鈴木雅靖,  冨田隆太，    

久木章江，   横山 裕 
環境振動シンポジウム検討ＷＧ 

主 査  増田圭司 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  国松 直,  小谷朋央貴， 志村正幸,  田中靖彦，   

濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    松本泰尚,  峯村敦雄,   
横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  冨田隆太，  増田 圭司，  益田  勲,    横山 裕 

戸建て住宅の振動特性ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  石川孝重,  川本聖一,    冨田隆太,  林健太郎,   木本勢也， 

松本泰尚,    山下仁崇，  濱本卓司，   渡辺大助 

多目的環境振動モニタリングＷＧ 
主 査  濱本卓司 
委 員  国松 直，  石田理永,  川久保政茂, 志村正幸，  平尾善裕， 

松本泰尚 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2018 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  国松 直 
幹 事  冨田隆太,  増田圭司 
委 員  安藤 啓,   石川孝重,  井上勝夫,    小谷朋央貴， 後藤剛史， 

佐野泰之，   鈴木健司，  鈴木雅靖，   高野真一郎, 田中靖彦， 
野口憲一,    濱本卓司,  益田  勲,    松本泰尚,  横島潤紀， 
横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  小谷朋央貴 
幹 事  尻無濱昭三 
委 員  足立 大,    神谷俊行，   佐野泰之,    清水克将，  田中 彩， 

冨田隆太，  原田浩之，  平松和嗣,   平光厚雄,   松田 貫, 
森川和彦，   藪下 満,  横島潤紀 

測定分析資料作成ＷＧ 
主 査  冨田隆太 
幹 事  松田  貫 
委 員  伊積康彦，  小谷朋央貴, 松本泰尚，  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
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主 査  鈴木雅靖 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 稲井慎介，   植松武是,  内田季延， 

川久保政茂, 国松 直,  新藤 智，  久木章江,    濱本卓司， 
益田  勲,    松本泰尚，  横山 裕 

複合振動評価ＷＧ 
主 査  横山  裕 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川理都子, 植松武是， 鈴木雅靖,   濱本卓司，  松本泰尚 

環境振動予測解析小委員会 
主 査  田中靖彦 
幹 事  山中祐一 
委 員  朝日智生，  石田琢志，   石橋敏久，   緒方誠二郎， 片迫幹男， 

佐伯兼久，   佐野泰之,    鈴木健司,  林健太郎,  洞 宏一， 
増田圭司,    松下仁士，   三輪田吾郎 

環境振動設計指針策定小委員会（企画刊行運営委員会にも設置） 
主 査  濱本卓司 
幹 事  上明戸昇，   国松 直 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    井上竜太，  佐伯兼久，   鈴木雅靖， 

高野真一郎,  原田浩之，   松本泰尚,    横山 裕 
環境振動設計指針策定検討ＷＧ（企画刊行運営委員会にも設置） 

主 査  濱本卓司 
幹 事  原田浩之 
委 員  上明戸昇,  佐伯兼久， 吉松幸一郎，  小田島暢之, 片岡達也， 

西川大介，   東田豊彦，  小島宏章，    相原知子，   崔 井圭， 
鈴木  健 

居住性能評価指針改定小委員会（企画刊行運営委員会にも設置） 
主 査  横山 裕 
幹 事  松本泰尚 
委 員  安藤 啓,  石川孝重,  井上勝夫,    国松 直，   鈴木雅靖， 

野口憲一，   濱本卓司 
性能評価法検討ＷＧ（企画刊行運営委員会にも設置） 

主 査  松本泰尚 
幹 事  新藤 智 
委 員  石川孝重,  石田理永，  井上竜太，   鈴木雅靖,  冨田隆太，    

久木章江，   横山 裕 
環境振動シンポジウム検討ＷＧ 

主 査  増田圭司 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  国松 直,  小谷朋央貴， 志村正幸,  田中靖彦，   

濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    松本泰尚,  峯村敦雄,   
横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  冨田隆太，  増田 圭司，  益田  勲,    横山 裕 

戸建て住宅の振動特性ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕 
委 員  石川孝重,  川本聖一,    冨田隆太,  林健太郎,   木本勢也， 
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松本泰尚,    山下仁崇，  濱本卓司，   渡辺大助 

多目的環境振動モニタリングＷＧ 
主 査  濱本卓司 
委 員  国松 直，  石田理永,  川久保政茂, 志村正幸，  平尾善裕， 

松本泰尚 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2019 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  松本泰尚 
幹 事  鈴木健司,  冨田隆太 
委 員  石田理永,   井上竜太,  国松 直,    小谷朋央貴， 尻無濱昭三， 

杉本建一，   鈴木雅靖，   高野真一郎, 田中靖彦，   濱本卓司， 
原田浩之，   東田豊彦，   益田  勲,    増田 圭司，  山中祐一， 
横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  尻無濱昭三 
幹 事  平光厚雄，   神谷俊行 
委 員  足立 大,    石田理永，   小谷朋央貴， 佐野泰之,    清水克将， 

田中 彩，   原田浩之，  平松和嗣,   松田 貫,    森川和彦， 
藪下 満,  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
主 査  鈴木雅靖 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 稲井慎介，   植松武是,  内田季延， 

川久保政茂, 国松 直,  新藤 智，  久木章江,    濱本卓司， 
益田  勲,    松本泰尚，  横山 裕 

複合振動評価ＷＧ 
主 査  横山  裕 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川理都子, 植松武是， 鈴木雅靖,   濱本卓司，  松本泰尚 

環境振動予測情報小委員会 
主 査  山中祐一 
幹 事  緒方誠二郎 
委 員  朝日智生，  石田琢志，   片迫幹男，  佐伯兼久，   佐野泰之， 

鈴木健司，   孫  宏晨(～2019.11)，三橋祐太(2019.12～)          
田中 靖彦，  東田豊彦，   船積宏彰，   増田圭司,    松田 貫， 
三輪田吾郎 

環境振動設計指針策定小委員会（企画刊行運営委員会にも設置） 
主 査  濱本卓司 
幹 事  上明戸昇，   国松 直 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    井上竜太，  佐伯兼久，   鈴木雅靖， 

高野真一郎,  原田浩之，   松本泰尚,    横山 裕 
環境振動設計指針策定検討ＷＧ（企画刊行運営委員会にも設置） 

主 査  濱本卓司 
幹 事  原田浩之 
委 員  相原知子，   石田理永,    小田島暢之, 片岡達也，   上明戸昇, 

小島宏章，  佐伯兼久，   崔 井圭，    富岡 昭浩，  西川大介， 
東田豊彦，   山中祐一，   吉松幸一郎 

環境振動シンポジウム検討ＷＧ 
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主 査  冨田隆太 
幹 事  鈴木健司 
委 員  石川孝重,  国松 直,  小谷朋央貴， 尻無濱昭三， 鈴木雅靖， 

濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    増田圭司，   松本泰尚， 
峯村敦雄,  山中祐一，   横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  冨田隆太，  増田 圭司，  益田  勲,    横山 裕 

戸建て住宅の振動特性ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕，   杉本建一 
委 員  石川孝重,  木本勢也，   中田信治,    冨田隆太,  林健太郎， 

濱本卓司，   松本泰尚,    守時秀明，   山下仁崇，  渡辺大助， 
環境振動統合モニタリングＷＧ 

主 査  濱本卓司 
幹 事  崔  井圭 
委 員  国松 直，  石田理永,  川久保政茂, 平尾善裕，   松本泰尚 

道路交通振動の加振力検討ＷＧ 
主 査  石田理永 
幹 事  林健太郎 
委 員  田口典生,   原田 浩之， 関口  徹,   横山 裕 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2020 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  松本泰尚 
幹 事  鈴木健司,  冨田隆太 
委 員  石田理永,   井上竜太,  国松 直,    小谷朋央貴， 尻無濱昭三， 

杉本建一，   鈴木雅靖，   高野真一郎, 田中靖彦，   濱本卓司， 
原田浩之，   東田豊彦，   益田  勲,    増田 圭司，  山中祐一， 
横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  尻無濱昭三 
幹 事  平光厚雄，   神谷俊行 
委 員  足立 大,    石田理永，   小谷朋央貴， 佐野泰之,    清水克将， 

田中 彩，   原田浩之，  平松和嗣,   松田 貫,    森川和彦， 
藪下 満,  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
主 査  鈴木雅靖 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 稲井慎介，   植松武是,  内田季延， 

川久保政茂, 国松 直,  新藤 智，  久木章江,    濱本卓司， 
益田  勲,    松本泰尚，  横山 裕 

複合振動評価ＷＧ 
主 査  横山  裕 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川理都子, 植松武是， 鈴木雅靖,   濱本卓司，  松本泰尚 

環境振動予測情報小委員会 
主 査  山中祐一 
幹 事  緒方誠二郎 
委 員  朝日智生，  石田琢志，   片迫幹男，  佐伯兼久，   佐野泰之， 
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鈴木健司，   田中 靖彦，  東田豊彦，   船積宏彰，   増田圭司,  
松田 貫，   三橋祐太，   三輪田吾郎 

環境振動設計指針策定小委員会（企画刊行運営委員会にも設置） 
主 査  濱本卓司 
幹 事  上明戸昇，   国松 直 
委 員  石川孝重,   井上勝夫,    井上竜太，  佐伯兼久，   鈴木雅靖， 

高野真一郎,  原田浩之，   松本泰尚,    横山 裕 
環境振動設計指針策定検討ＷＧ（企画刊行運営委員会にも設置） 

主 査  濱本卓司 
幹 事  原田浩之 
委 員  相原知子，   石田理永,    小田島暢之, 片岡達也，   上明戸昇, 

小島宏章，  佐伯兼久，   崔 井圭，    富岡 昭浩，  西川大介， 
東田豊彦，   山中祐一，   吉松幸一郎 

環境振動シンポジウム検討ＷＧ 
主 査  冨田隆太 
幹 事  鈴木健司 
委 員  石川孝重,  国松 直,  小谷朋央貴， 尻無濱昭三， 鈴木雅靖， 

濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    増田圭司，   松本泰尚， 
峯村敦雄,  山中祐一，   横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  冨田隆太，  増田 圭司，  益田  勲,    横山 裕 

戸建て住宅の振動特性ＷＧ 
主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  平尾善裕，   杉本建一 
委 員  石川孝重,  木本勢也，   中田信治,    冨田隆太,  林健太郎， 

濱本卓司，   松本泰尚,    守時秀明，   山下仁崇，  渡辺大助， 
環境振動統合モニタリングＷＧ 

主 査  濱本卓司 
幹 事  崔  井圭 
委 員  国松 直，  石田理永,  川久保政茂, 平尾善裕，   松本泰尚 

道路交通振動の加振力検討ＷＧ 
主 査  石田理永 
幹 事  林健太郎 
委 員  田口典生,   原田 浩之， 関口  徹,   横山 裕 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2021 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  松本泰尚 
幹 事  鈴木健司,  冨田隆太 
委 員  石田理永,   井上竜太,  国松 直,    小谷朋央貴， 尻無濱昭三， 

杉本建一，   鈴木雅靖，   高野真一郎, 田中靖彦，   濱本卓司， 
原田浩之，   東田豊彦，   益田  勲,    増田 圭司，  山中祐一， 
横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  尻無濱昭三 
幹 事  平光厚雄，   神谷俊行 
委 員  足立 大,    石田理永，   小谷朋央貴， 佐野泰之,    清水克将， 

田中 彩，   原田浩之，  平松和嗣,   松田 貫,    森川和彦， 
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藪下 満,  横島潤紀 
環境振動性能評価小委員会 

主 査  冨田隆太 
幹 事  稲井慎介 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延，   川久保政茂， 

国松 直,  鈴木雅靖，   新藤 智，  久木章江,    濱本卓司， 
松本泰尚，  横山 裕 

時間効果検討ＷＧ 
主 査  鈴木雅靖 
幹 事  石川理都子 
委 員  植松武是，  国松 直，    冨田隆太，   濱本卓司，  松本泰尚， 

横山 裕 
環境振動予測情報小委員会 

主 査  山中祐一 
幹 事  緒方誠二郎 
委 員  石田琢志，   片迫幹男，  佐伯兼久，   佐野泰之，   杉田朋哉， 

鈴木健司，   田中靖彦，  福間智之，   船積宏彰，   増田圭司,  
三橋祐太，   三輪田吾郎 

環境振動設計検討小委員会 
主 査  原田浩之  
幹 事  崔  井圭 
委 員  相原知子，   朝日智生，   小田島暢之， 片岡達也，   西川大介， 

濱本卓司，   林将利，     東田豊彦，   山中祐一 
環境振動企画ＷＧ 

主 査  鈴木健司 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  石田理永，   国松 直,  尻無濱昭三， 鈴木雅靖， 

濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    増田圭司，   松本泰尚， 
山中祐一，   横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  鈴木健司，   冨田隆太，  増田 圭司，  益田  勲,    松本 泰尚， 

横山 裕 
小規模建築物の振動特性ＷＧ 

主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  杉本建一 
委 員  石川孝重,  木村新一，   木本勢也，   冨田隆太,    中田信治， 

濱本卓司，   藤本圭介，   林健太郎，   平尾善裕，   松本泰尚， 
守時秀明，   山下仁崇 

環境振動モニタリングＷＧ 
主 査  濱本卓司 
幹 事  崔  井圭 
委 員  相原知子，   石田理永，   井上竜太，   宇京斉一郎， 川久保政茂， 

国松 直，   杉本建一，   富岡昭浩，   冨田隆太，   東田豊彦， 
松本泰尚 

道路交通振動の加振力検討ＷＧ 
主 査  石田理永 
幹 事  林健太郎 
委 員  田口典生,   原田 浩之，  関口  徹,   横山 裕，    小島 宏章 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(2022 年度版) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
環境振動運営委員会 

主 査  松本泰尚 
幹 事  鈴木健司,  冨田隆太 
委 員  石田理永,   井上竜太,  国松 直,    小谷朋央貴， 尻無濱昭三， 

杉本建一，   鈴木雅靖，   田中靖彦，   濱本卓司，   原田浩之， 
東田豊彦，   益田  勲,    増田 圭司，  山中祐一，   横山 裕 

環境振動測定分析小委員会 
主 査  尻無濱昭三 
幹 事  平光厚雄，   神谷俊行 
委 員  足立 大,    石田理永，   久保和康，  小谷朋央貴， 佐野泰之,  

清水克将，   田中 彩，   原田浩之，  平松和嗣,   松田 貫,  
森川和彦，  横島潤紀 

環境振動性能評価小委員会 
主 査  冨田隆太 
幹 事  稲井慎介 
委 員  石川孝重,  石川理都子, 植松武是,  内田季延，   川久保政茂， 

国松 直,  鈴木雅靖，   新藤 智，  久木章江,    濱本卓司， 
松本泰尚，  横山 裕 

時間効果検討ＷＧ 
主 査  鈴木雅靖 
幹 事  石川理都子 
委 員  植松武是，  国松 直，    冨田隆太，   濱本卓司，  松本泰尚， 

横山 裕 
環境振動予測情報小委員会 

主 査  山中祐一 
幹 事  緒方誠二郎 
委 員  石田琢志，   片迫幹男，  佐伯兼久，   佐野泰之，   杉田朋哉， 

鈴木健司，   田中靖彦，  福間智之，   船積宏彰，   増田圭司,  
三橋祐太，   三輪田吾郎 

環境振動設計検討小委員会 
主 査  原田浩之  
幹 事  崔  井圭 
委 員  相原知子，   朝日智生，   小田島暢之， 片岡達也，   西川大介， 

濱本卓司，   林将利，     東田豊彦，   山中祐一 
環境振動企画ＷＧ 

主 査  鈴木健司 
幹 事  冨田隆太 
委 員  石川孝重,  石田理永，   国松 直,  尻無濱昭三， 鈴木雅靖， 

濱本卓司,  藤橋克己,  益田  勲,    増田圭司，   松本泰尚， 
山中祐一，   横山 裕 

広報ＷＧ 
主 査  国松 直 
委 員  鈴木健司，   冨田隆太，  増田 圭司，  益田  勲,    松本 泰尚， 

横山 裕 
小規模建築物の振動特性ＷＧ 

主 査  国松 直 
幹 事  東田豊彦,  杉本建一 
委 員  石川孝重,  木村新一，   木本勢也，   冨田隆太,    中田信治， 

濱本卓司，   藤本圭介，   林健太郎，   平尾善裕，   松本泰尚， 
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守時秀明，   山下仁崇 
環境振動モニタリングＷＧ 

主 査  濱本卓司 
幹 事  崔  井圭 
委 員  相原知子，   石田理永，   井上竜太，   宇京斉一郎， 川久保政茂， 

国松 直，   杉本建一，   富岡昭浩，   冨田隆太，   東田豊彦， 
松本泰尚 

道路交通振動の加振力検討ＷＧ 
主 査  石田理永 
幹 事  林健太郎 
委 員  田口典生,   原田 浩之，  関口  徹,   横山 裕，    小島 宏章 
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３．環境振動シンポジウムの記録 

 

3.1 環境振動シンポジウムの概要 

 

以下に，第 31 回以降の環境振動振動シンポジウムのテーマおよび参加者数を示す． 

 

 

表 第 31 回以降の環境振動シンポジウムのテーマ 

年月 回数 テーマ 
2013.1 第 31 回 住まいに入り込む環境振動 
2014.1 第 32 回 居住性能評価指針の新たな方向性 －評価と設計の分離－ 
2015.1 第 33 回 居住性能評価に応じた設計の枠組み 
2016.1 第 34 回 建物振動に関する安全性と居住性 
2017.1 第 35 回 性能マトリクスを用いた環境振動設計 
2018.1 第 36 回 居住性能の性能ランクと設計フロー －評価規準と設計指針概要－ 
2019.1 第 37 回 環境振動設計指針の策定に向けて －設計と計測－ 
2020.1 第 38 回 振動計測と予測の現在と未来 －環境振動設計指針の刊行に向けて－ 
2022.1 第 39 回 これからのくらしと環境振動 －コロナ禍を超えた社会を見据えて－ 
2023.1 第 40 回 環境振動のこれまでとこれから 

 

 

 

図 第 31 回以降の環境振動シンポジウムの参加者数（概数） 
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3.2 各回シンポジウム概要 

 

各回シンポジウムの表題，主旨およびプログラムを以下に示す． 

 

■第 31 回環境振動シンポジウム 
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■第 32 回環境振動シンポジウム 
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■第 33 回環境振動シンポジウム 

 

 
  

第 33 回環境振動シンポジウム 

「居住性能評価指針を用いた設計の枠組み」 
 

主催：日本建築学会 環境振動運営委員会 
日時：2015 年 1 月 30 日（金）13:30～17:30 
会場：建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20） 
 
居住性能評価指針の改定を視野に、前回第 32 回シンポジウム「居住性能評価指針の新たな方向性－

評価と設計の分離－」において、主に今後の改定の方向性（評価指針と設計指針の分離）についての意

義、必要性を示した。特に評価指針について改定の構想に比重をおいたシンポジウム構成とした。今回

は引き続き、評価指針と設計指針とのつながりについて、具体的な試設計の例を紹介しながら、改定に

おいて目指す両指針の持つ役割を示すとともに、設計者，技術者の設計行為の支援にどの程度貢献で

きるか、会場からのご意見を伺い、改定内容の参考としたい。 

 
＜プログラム＞ 

司会：国松 直（産業技術総合研究所） 

13:30～13:45 趣旨説明 横山 裕（東京工業大学） 

13:45～14:10 居住性能評価と設計のつながり 濱本卓司（東京都市大学） 

14:10～14:35 新しい評価指針と性能値 松本泰尚（埼玉大学） 

14:35～15:00 歩行振動に関する試設計 横山 裕（東京工業大学）ほか 

15:00～15:25 風振動に関する試設計 石川孝重（日本女子大学）ほか 

15:25～15:45 休 憩 

15:45～17:20 パネルディスカッション 

 司  会 ：鈴木雅靖（鹿島建設） 

 パネリスト：横山 裕、濱本卓司、松本泰尚、石川孝重、ほか 

17:20～17:30 まとめ 志村正幸（建設環境研究所） 
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■第 34 回環境振動シンポジウム 
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■第 35 回環境振動シンポジウム 
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■第 36 回環境振動シンポジウム 
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■第 37 回環境振動シンポジウム 
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■第 38 回環境振動シンポジウム 
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■第 39 回環境振動シンポジウム 
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■第 40 回環境振動シンポジウム 
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４．環境振動に関する発表・論文 

 

4.1 論文リスト 

 

以下に示す論文等のリストは，次に示す基準で選定したものである． 

 

・大会梗概集 

各年度の建築学会大会において，部門：環境工学，細分類：環境振動のセッション

で発表されたもの 

 

・論文集，技術報告集 

建築学会論文集および技術報告集を対象に，「振動」，「歩行振動」，「交通振動」，「床

振動」，「振動感覚」，「振動評価」，「固体音」，「固体伝搬音」をキーワードとした検索

により抽出された文献のうち，環境振動やそれに類する固体音以外を除外したもの．

なお，微動計測やモニタリングに関する論文について建物の振動特性を調査するもの

は含めたが，目的が地震応答を求めるためのものは除外した． 
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4.1.1 大会梗概集 
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ス

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
広

域
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 Z

ig
B

e
e
 W

i-
F
i

振
動

源
特

性

・
建

設
工

事
振

動
に

よ
る

建
物

被
害

と
加

振
力

伊
奈

潔
（
中

央
建

鉄
技

研
）

建
設

工
事

 振
動

レ
ベ

ル
 加

速
度

レ
ベ

ル
 周

波
数

 応
答

倍
率

 加
速

度

・
住

宅
建

築
構

造
物

の
振

動
伝

搬
性

状
に

関
す

る
加

振
実

験
　

そ
の

5
　

杭
打

ち
時

の
振

動
伝

搬
と

振
動

モ
ー

ド
佐

野
泰

之
（
愛

知
工

業
大

）
・
成

瀬
治

興
・

塩
田

正
純

建
設

工
振

動
 モ

ー
ド

 振
動

伝
搬

 住
宅

  
加

振
実

験
 振

動
感

覚

・
環

境
地

盤
振

動
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
建

設
重

機
の

作
業

項
目

に
お

け
る

解
析

三
留

里
香

（
東

京
理

科
大

大
学

院
）
・

佐
々

木
文

夫
・
高

野
真

一
郎

上
下

振
動

 振
動

レ
ベ

ル
 距

離
減

衰

・
鋼

矢
板

防
振

地
中

壁
に

よ
る

振
動

低
減

効
果

の
解

析
的

検
討

田
口

典
生

（
大

成
建

設
）
・
日

比
野

浩
・
長

島
一

郎
地

盤
環

境
振

動
 地

中
壁

 鋼
矢

板
 振

動
予

測
 三

次
元

解
析

・
埋

め
込

み
剛

基
礎

の
動

的
相

互
作

用
を

含
む

環
境

振
動

簡
易

評
価

法
秋

田
真

（
東

電
設

計
）
・
前

田
寿

朗
環

境
振

動
予

測
 交

通
振

動
 R

ay
le

ig
h
波

 ガ
ウ

ス
求

積
法

 埋
め

込
み

剛
基

礎

・
建

物
の

解
体

工
事

振
動

が
隣

接
建

物
に

及
ぼ

す
影

響
　

そ
の

2
　

建
物

間
の

距
離

の
影

響
高

野
真

一
郎

（
大

林
組

）
･

佐
々

木
文

夫
環

境
振

動
 解

体
工

事
 基

礎
間

連
成

解
析

 振
動

予
測

 群
杭

 三
次

元
薄

層
要

素
法

環
境

振
動

評
価

(1
)

・
衝

撃
振

動
の

回
数

及
び

衝
撃

間
隔

が
人

の
振

動
評

価
に

与
え

る
影

響
　

床
振

動
測

定
用

標
準

衝
撃

源
と

し
て

の
ボ

ー
ル

の
有

用
性

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
8

冨
田

隆
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
床

振
動

 評
価

方
法

 衝
撃

回
数

 衝
撃

間
隔

 振
動

感
覚

 ゴ
ム

ボ
ー

ル

・
鉛

直
振

動
の

感
覚

評
価

に
姿

勢
の

変
化

が
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

　
床

振
動

測
定

用
標

準
衝

撃
源

と
し

て
の

ボ
ー

ル
の

有
用

性
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
9

井
田

啓
介

（
日

本
大

大
学

院
）
・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

床
振

動
 鉛

直
振

動
 居

住
性

能
 姿

勢
 評

価
方

法
 ゴ

ム
ボ

ー
ル

・
実

測
デ

ー
タ

に
基

づ
く
歩

行
加

振
力

評
価

手
法

の
提

案
石

川
理

都
子

（
大

林
組

）
・
三

輪
田

吾
郎

・
中

村
充

床
振

動
 加

振
力

 歩
行

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

盧
曼

（
東

京
工

業
大

大
学

院
）
・
横

山
裕

・
佐

藤
晋

哉
居

住
性

 木
造

大
ス

パ
ン

 歩
行

 振
動

 評
価

方
法

 心
理

学
的

尺
度

・
移

動
加

速
度

実
効

値
に

よ
る

振
動

知
覚

閾
の

評
価

に
お

け
る

積
分

時
間

の
影

響
松

本
泰

尚
（
埼

玉
大

大
学

院
）
・
国

松
直

環
境

振
動

 評
価

法
 知

覚
 過

渡
振

動
 被

験
者

実
験

 加
速

度
実

効
値

２
０

１
１

年
度

（
平

成
23

年
）日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（環
境

振
動

－
１

）　
　

関
東

：早
稲

田
大

学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド
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環
境

振
動

評
価

(2
)

・
交

通
に

よ
る

実
振

動
と

正
弦

振
動

を
用

い
た

被
験

者
実

験
の

概
要

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

(そ
の

1
7
)

国
松

直
（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・
石

川
孝

重
・
野

田
千

津
子

環
境

振
動

 実
振

動
 知

覚
 水

平
振

動
 実

験
概

要
 被

験
者

実
験

・
座

位
姿

勢
に

お
け

る
実

振
動

の
知

覚
と

正
弦

振
動

と
の

比
較

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

（
そ

の
1
8
）

高
橋

美
和

（
文

化
学

園
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

・
国

松
直

環
境

振
動

 実
振

動
 知

覚
 水

平
振

動
 波

形
形

状
 卓

越
振

動
数

・
実

振
動

の
知

覚
に

お
け

る
昨

年
度

の
実

験
結

果
と

の
比

較
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
(そ

の
1
9
)

野
田

千
津

子
（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

国
松

直
環

境
振

動
 実

振
動

 知
覚

 水
平

振
動

 実
験

条
件

 被
験

者
実

験

・
波

形
形

状
の

違
い

が
実

振
動

の
知

覚
に

及
ぼ

す
影

響
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
(そ

の
2
0
)

久
木

章
江

（
文

化
学

園
大

）
・
石

川
孝

重
環

境
振

動
 実

振
動

 知
覚

 水
平

振
動

 波
形

形
状

 卓
越

振
動

数

・
先

行
研

究
お

よ
び

学
会

指
針

と
の

比
較

を
ふ

ま
え

た
実

振
動

の
知

覚
評

価
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
(そ

の
2
1
)

石
川

孝
重

（
日

本
女

子
大

）
環

境
振

動
 実

振
動

 知
覚

 水
平

振
動

 居
住

性
能

評
価

指
針

 性
能

設
計

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
１

年
度

（
平

成
2
3
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
関

東
：
早

稲
田

大
学
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建
物

応
答

・
木

造
家

屋
に

お
け

る
鉄

道
振

動
実

測
結

果
　

そ
の

1
　

測
定

概
要

と
高

架
化

前
後

の
比

較
横

島
潤

紀
（
神

奈
川

県
）
・
冨

田
隆

太
・

小
谷

朋
央

貴
・
伊

積
康

彦
・
後

藤
剛

史
鉄

道
振

動
 木

造
家

屋
 高

架
線

路
 振

動
加

速
度

レ
ベ

ル

・
木

造
家

屋
に

お
け

る
鉄

道
振

動
実

測
結

果
　

そ
の

2
　

家
屋

増
幅

量
に

つ
い

て
小

谷
朋

央
貴

（
フ

ジ
タ

）
・
冨

田
隆

太
・
横

島
潤

紀
・
伊

積
康

彦
・
後

藤
剛

史
鉄

道
振

動
 木

造
家

屋
 家

屋
増

幅
 振

動
加

速
度

レ
ベ

ル
 振

動
レ

ベ
ル

 高
架

線
路

・
調

査
概

要
お

よ
び

解
析

方
法

　
鉄

道
走

行
に

よ
る

木
造

家
屋

内
振

動
の

知
覚

に
関

す
る

調
査

そ
の

1
新

藤
智

（
法

政
大

）
・
後

藤
剛

史
環

境
振

動
 鉄

道
振

動
 振

動
知

覚
 姿

勢
別

 聴
覚

刺
激

 実
存

家
屋

・
姿

勢
お

よ
び

聴
覚

刺
激

の
振

動
知

覚
に

及
ぼ

す
影

響
　

鉄
道

走
行

に
よ

る
木

造
家

屋
内

振
動

の
知

覚
に

関
す

る
調

査
そ

の
2

後
藤

剛
史

（
法

政
大

）
・
新

藤
智

環
境

振
動

 鉄
道

振
動

 振
動

知
覚

 姿
勢

別
 聴

覚
刺

激
 実

存
家

屋

・
木

造
軸

組
構

法
住

宅
の

振
動

伝
搬

性
状

に
関

す
る

加
振

実
験

　
振

動
レ

ベ
ル

分
布

に
つ

い
て

宇
京

斉
一

郎
（
森

林
総

合
研

究
所

）
・
末

吉
修

三
・
佐

野
泰

之
環

境
振

動
 振

動
伝

搬
性

状
 加

振
実

験
 木

造
軸

組
構

法
 振

動
レ

ベ
ル

分
布

1
/
3
 オ

ク
タ

ー
ブ

バ
ン

ド

・
解

体
工

事
振

動
と

地
震

動
に

よ
る

建
物

応
答

小
谷

清
（
中

央
建

鉄
）
・
伊

奈
潔

建
設

工
事

 解
体

工
事

 建
物

応
答

 加
速

度
 振

動
レ

ベ
ル

 東
北

地
方

太
平

沖
地

震

床
振

動
評

価
(1

)

・
床

の
振

動
性

能
評

価
に

用
い

る
物

理
量

の
検

討
　

床
振

動
測

定
用

標
準

衝
撃

源
と

し
て

の
ボ

ー
ル

の
有

用
性

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
1
0

井
田

啓
介

（
旭

ビ
ル

ウ
ォ

ー
ル

）
・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

床
振

動
 鉛

直
振

動
 ゴ

ム
ボ

ー
ル

 時
定

数
 評

価
方

法
 振

動
レ

ベ
ル

・
振

動
応

答
物

理
量

と
感

覚
度

合
の

対
応

性
に

関
す

る
検

討
　

床
振

動
測

定
用

標
準

衝
撃

源
と

し
て

の
ボ

ー
ル

の
有

用
性

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
1
1

冨
田

隆
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
井

田
啓

介
床

振
動

 評
価

方
法

 評
価

区
分

け
 鉛

直
振

動
 振

動
感

覚
 ゴ

ム
ボ

ー
ル

・
人

体
動

作
に

よ
る

床
ス

ラ
ブ

振
動

の
ば

ら
つ

き
　

計
測

と
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

比
較

中
山

昌
尚

（
小

山
高

専
）
・
増

田
圭

司
床

振
動

 居
住

性
 実

測
 モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

・
大

ス
パ

ン
格

子
梁

床
を

対
象

と
し

た
振

動
解

析
モ

デ
ル

の
検

討
石

川
理

都
子

（
大

林
組

技
研

）
・
三

輪
田

吾
郎

・
中

村
充

床
振

動
 歩

行
加

振
力

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
  
大

ス
パ

ン
格

子
梁

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
そ

の
2
　

振
動

感
覚

，
評

価
と

対
応

す
る

物
理

量
の

設
定

と
剛

性
の

高
い

床
へ

の
適

用
横

山
裕

（
東

京
工

業
大

）
・
盧

曼
木

造
 大

ス
パ

ン
 歩

行
 床

振
動

 居
住

性
 評

価
方

法

床
振

動
評

価
(2

)

・
歩

行
加

振
力

波
形

に
基

づ
く
床

振
動

評
価

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
．

実
測

歩
行

波
形

の
倍

調
波

成
分

に
関

す
る

基
礎

的
検

討

松
永

裕
樹

（
竹

中
工

務
店

技
研

）
・
井

上
竜

太
・

吉
岡

宏
和

・
松

下
仁

士
歩

行
 加

振
力

 荷
重

指
針

 倍
調

波
成

分
 歩

行
ピ

ッ
チ

・
S
T
合

成
床

板
を

用
い

た
屋

内
運

動
施

設
の

床
振

動
性

能
に

関
す

る
考

察
竹

下
弘

史
（
久

米
設

計
）
・
鈴

木
将

司
合

成
床

板
 運

動
施

設
 床

振
動

・
建

築
建

物
の

環
境

振
動

検
討

方
法

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
　

事
務

所
ビ

ル
の

床
に

作
用

す
る

歩
行

荷
重

の
振

動
特

性
平

戸
達

朗
（
清

水
建

設
）

環
境

振
動

 歩
行

振
動

 周
波

数
分

析

・
線

路
上

空
建

築
物

の
歩

行
に

よ
る

床
振

動
の

評
価

　
そ

の
1
　

通
路

部
に

お
け

る
床

振
動

実
測

結
果

そ
の

１
 通

路
部

に
お

け
る

床
振

動
実

測
結

果
中

野
春

彦
（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
西

日
本

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）
・
戸

田
充

・
池

田
浩

明
・
三

隅
哲

志
・

岩
田

雅
史

床
振

動
 歩

行
 実

測
 線

路
上

空
建

築
物

・
線

路
上

空
建

築
物

の
歩

行
に

よ
る

床
振

動
の

評
価

　
そ

の
2
　

コ
ン

コ
ー

ス
部

に
お

け
る

床
振

動
実

測
結

果
そ

の
２

 コ
ン

コ
ー

ス
部

に
お

け
る

床
振

動
実

測
結

果
戸

田
充

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
西

日
本

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）
・
井

上
啓

寿
・
中

野
春

彦
・
福

田
浩

子
・

木
本

孝
一

郎
・
長

崎
仁

昭
床

振
動

 歩
行

 実
測

 線
路

上
空

建
築

物

２
０

１
２

年
度

（
平

成
2
4
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
東

海
：
名

古
屋

大
学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー
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振
動

評
価

・
風

揺
れ

実
測

記
録

に
基

づ
く
超

高
層

建
物

の
居

住
性

能
ラ

ン
ク

小
泉

達
也

（
大

林
組

技
研

）
・
奥

田
浩

文
風

揺
れ

 居
住

性
能

ラ
ン

ク
 実

測
 H

M
D

 超
高

層
建

築
物

・
過

渡
的

振
動

の
知

覚
閾

評
価

に
関

す
る

一
検

討
松

本
泰

尚
（
埼

玉
大

）
・
国

松
直

環
境

振
動

 評
価

 知
覚

閾
 過

渡
的

振
動

 被
験

者
実

験
 時

定
数

・
人

体
の

振
動

解
析

モ
デ

ル
を

用
い

た
体

感
評

価
尺

度
の

提
案

山
本

雅
史

（
竹

中
工

務
店

）
・
濱

口
弘

樹
・

東
野

雅
彦

人
体

動
特

性
 体

感
 評

価
尺

度
 床

応
答

 安
心

設
計

・
複

雑
な

振
動

数
成

分
を

も
つ

実
振

動
の

知
覚

に
着

目
し

た
実

験
の

概
要

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

(そ
の

22
)

国
松

直
（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・
石

川
孝

重
・
久

木
章

江
環

境
振

動
 実

振
動

 知
覚

 水
平

振
動

 振
動

数
成

分
 被

験
者

実
験

・
波

形
形

状
の

違
い

に
よ

る
実

振
動

の
知

覚
確

率
の

比
較

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

(そ
の

2
3
)

野
田

千
津

子
（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

・
国

松
直

環
境

振
動

 実
振

動
 知

覚
 水

平
振

動
 波

形
形

状
 卓

越
振

動
数

・
先

行
研

究
お

よ
び

正
弦

振
動

と
の

比
較

を
ふ

ま
え

た
実

振
動

の
知

覚
評

価
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
(そ

の
24

)
石

川
孝

重
（
日

本
女

子
大

）
・
久

木
章

江
環

境
振

動
 実

振
動

 知
覚

 水
平

振
動

 正
弦

振
動

 性
能

設
計

地
盤

伝
搬

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

(1
)

・
平

面
道

路
交

通
振

動
の

伝
播

性
状

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

1
 試

験
車

両
の

単
独

走
行

計
測

実
験

岩
田

克
司

（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・

石
田

理
永

・
石

田
栄

介
・
簗

場
則

昭
・
木

村
康

博
・
上

田
浩

之
環

境
振

動
 地

盤
振

動
 路

面
段

差
 人

工
段

差
 移

動
加

振
 距

離
減

衰

・
平

面
道

路
交

通
振

動
の

伝
播

性
状

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
 試

験
車

両
の

共
振

実
験

石
田

理
永

（
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
）
・
岩

田
克

司
・

石
田

栄
介

・
簗

場
則

昭
・
木

村
康

博
・
上

田
浩

之
環

境
振

動
 地

盤
振

動
 加

振
力

 車
両

ば
ね

上
振

動
積

載
状

況
 走

行
速

度

・
切

土
道

路
に

お
け

る
道

路
交

通
振

動
の

伝
搬

予
測

の
た

め
の

実
験

的
検

討
坂

本
英

司
（
愛

知
工

業
大

）
・
佐

野
泰

之
地

盤
振

動
 道

路
交

通
振

動
 切

土
道

路
 予

測
方

法

・
固

体
音

領
域

に
お

け
る

建
物

地
下

部
へ

の
鉄

道
振

動
の

入
力

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
3
　

杭
基

礎
建

物
に

お
け

る
地

下
鉄

か
ら

の
振

動
伝

搬
の

解
析

と
実

測
藤

澤
康

仁
（
大

林
組

）
・
渡

辺
充

敏
固

体
音

 鉄
道

振
動

 有
限

要
素

法
 地

下
鉄

地
盤

伝
搬

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

(2
)

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

環
境

振
動

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
そ

の
1
0
　

Z
ig

B
e
e
無

線
方

式
に

よ
る

鉄
道

振
動

の
広

域
計

測

吉
村

大
樹

（
東

京
都

市
大

）
・
水

島
大

智
・

バ
ス

タ
ン

フ
ァ

ル
ド

オ
ミ

ド
・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

環
境

振
動

 計
測

シ
ス

テ
ム

 ワ
イ

ヤ
レ

ス
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 Z
ig

B
e
e

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

環
境

振
動

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
そ

の
1
1
　

B
lu

e
to

o
th

無
線

に
よ

る
近

距
離

デ
ー

タ
転

送
と

W
iM

A
X
無

線
に

よ
る

遠
距

離
デ

ー
タ

転
送

の
結

合

島
大

智
（
東

京
都

市
大

）
・
バ

ス
タ

ン
フ

ァ
ル

ド
オ

ミ
ド

・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

・
木

村
康

博
・
上

田
浩

之

環
境

振
動

 計
測

シ
ス

テ
ム

 ワ
イ

ヤ
レ

ス
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 B
lu

e
to

o
th

 W
iM

A
X

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

環
境

振
動

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
そ

の
1
2
　

遠
隔

地
で

の
道

路
交

通
振

動
測

定
結

果
の

即
時

視
覚

化
栗

林
健

太
郎

（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・

石
田

栄
介

・
岩

田
克

司
・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

・
木

村
康

博
・
上

田
浩

之

環
境

振
動

 計
測

シ
ス

テ
ム

 ワ
イ

ヤ
レ

ス
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 G
IS

  
リ

モ
ー

ト
操

作

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

環
境

振
動

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
そ

の
1
3
　

高
精

度
セ

ン
サ

と
無

線
L
A

N
を

用
い

た
環

境
振

動
計

測
シ

ス
テ

ム
の

開
発

倉
田

成
人

（
鹿

島
建

設
）
・
オ

ミ
ド

バ
ス

タ
ン

フ
ァ

ル
ド

・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

・
木

村
康

博
・

上
田

浩
之

環
境

振
動

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 無

線
L
A

N
 M

E
M

S
 加

速
度

セ
ン

サ

・
広

域
的

に
道

路
交

通
振

動
を

評
価

す
る

た
め

の
表

示
シ

ス
テ

ム
の

検
討

石
田

栄
介

（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・
岩

田
克

司
・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

・
木

村
康

博
・
上

田
浩

之
・
簗

場
則

昭

環
境

振
動

 広
域

評
価

 道
路

交
通

振
動

予
測

 G
IS

 地
盤

・
地

形
情

報
交

通
セ

ン
サ

ス

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
２

年
度

（
平

成
2
4
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
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振
動

対
策

・
セ

メ
ン

ト
系

改
良

地
盤

に
よ

る
環

境
振

動
の

低
減

効
果

　
そ

の
1
　

工
事

振
動

の
場

合
高

野
真

一
郎

（
大

林
組

）
・
佐

々
木

文
夫

環
境

振
動

 工
事

振
動

 地
盤

改
良

 振
動

予
測

 振
動

低
減

 三
次

元
薄

層
要

素
法

・
振

動
発

電
を

利
用

し
た

エ
コ

工
事

振
動

対
策

井
上

竜
太

（
竹

中
工

務
店

技
研

）
工

事
振

動
 防

振
 解

体
 振

動
発

電
 建

設
重

機
 エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ー

ベ
ス

テ
ィ

ン
グ

・
戸

建
て

住
宅

に
お

け
る

環
境

振
動

対
策

事
例

の
収

集
大

竹
康

宏
（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）
・
川

本
聖

一
・
村

上
剛

志
・
国

松
直

環
境

振
動

 戸
建

て
住

宅
 対

策
事

例
 記

録
シ

ー
ト

 合
意

形
成

フ
ロ

ー
合

意
形

成
事

例

２
０

１
２

年
度

（
平

成
2
4
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

３
）
　

　
東

海
：名

古
屋

大
学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー
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床
振

動

・
衝

撃
力

の
立

ち
上

が
り

特
性

の
変

化
が

振
動

感
覚

に
与

え
る

影
響

　
床

振
動

測
定

用
標

準
衝

撃
源

と
し

て
の

ボ
ー

ル
の

有
用

性
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
1
2

玉
置

祐
人

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
床

振
動

 鉛
直

振
動

 振
動

感
覚

 振
動

レ
ベ

ル
 立

ち
上

が
り

特
性

 ゴ
ム

ボ
ー

ル

・
衝

撃
振

動
の

回
数

を
考

慮
し

た
振

動
応

答
物

理
量

と
感

覚
度

合
の

対
応

性
に

関
す

る
検

討
　

床
振

動
測

定
用

標
準

衝
撃

源
と

し
て

の
ボ

ー
ル

の
有

用
性

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
1
3

冨
田

隆
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
玉

置
祐

人
床

振
動

 評
価

方
法

 衝
撃

回
数

 鉛
直

振
動

 振
動

感
覚

 ゴ
ム

ボ
ー

ル

・
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
の

接
合

方
法

と
そ

の
振

動
特

性
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

1
　

実
大

模
型

と
実

験
の

方
法

保
坂

法
希

（
愛

知
工

業
大

）
・
坂

本
英

司
・

佐
野

泰
之

・
伊

藤
崇

晃
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 振

動
特

性
 加

振
実

験
 実

大
模

型
 環

境
振

動
接

合
方

法

・
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
の

接
合

方
法

と
そ

の
振

動
特

性
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

2
　

周
波

数
応

答
関

数
、

固
有

振
動

数
、

減
衰

比
、

お
よ

び
モ

ー
ド

シ
ェ

イ
プ

坂
本

英
司

（
愛

知
工

業
大

）
・
保

坂
法

希
・

佐
野

泰
之

・
伊

藤
崇

晃
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 床

振
動

 振
動

性
状

 周
波

数
応

答
関

数
 固

有
振

動
数

 モ
ー

ド
シ

ェ
イ

プ

振
動

測
定

・
制

御

・
環

境
振

動
測

定
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

　
そ

の
1
　

測
定

・
分

析
・
評

価
方

法
の

課
題

小
谷

朋
央

貴
（
フ

ジ
タ

）
・
冨

田
隆

太
・
横

島
潤

紀
・
伊

積
康

彦
環

境
振

動
 測

定
方

法
 分

析
方

法
 評

価
方

法
 ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

・
環

境
振

動
測

定
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

　
そ

の
2
　

測
定

・
分

析
・
評

価
方

法
の

現
状

横
島

潤
紀

（
神

奈
川

県
環

境
科

学
セ

ン
タ

ー
）
・

冨
田

隆
太

・
小

谷
朋

央
貴

・
伊

積
康

彦

環
境

振
動

 測
定

方
法

 分
析

方
法

 評
価

方
法

 ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
居

住
性

能
評

価
指

針

・
T
M

D
に

よ
る

ラ
イ

ブ
ハ

ウ
ス

の
振

動
対

策
石

川
理

都
子

（
大

林
組

）
・
田

中
達

彦
・
松

田
典

子
環

境
振

動
 加

振
装

置
 パ

ル
ス

モ
ー

タ
 鉛

直
加

振
 水

平
加

振
 振

動
伝

達
特

性

・
環

境
振

動
調

査
用

標
準

加
振

装
置

を
用

い
た

家
屋

の
振

動
伝

達
特

性
国

松
直

（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・
太

田
賢

治
床

振
動

 ラ
イ

ブ
ハ

ウ
ス

 T
M

D

・
セ

メ
ン

ト
系

改
良

地
盤

に
よ

る
環

境
振

動
の

低
減

効
果

　
そ

の
2
　

機
械

基
礎

の
振

動
の

場
合

高
野

真
一

郎
（
大

林
組

）
・
佐

々
木

文
夫

環
境

振
動

 機
械

基
礎

 地
盤

改
良

 振
動

予
測

 振
動

低
減

 三
次

元
薄

層
要

素
法

・
鋼

矢
板

防
振

地
中

壁
に

よ
る

振
動

低
減

効
果

の
解

析
的

検
討

　
そ

の
2
　

実
測

結
果

と
の

比
較

田
口

典
生

（
大

成
建

設
）
・
長

島
一

郎
・
日

比
野

浩
地

盤
環

境
振

動
 地

中
壁

 鋼
矢

板
 振

動
予

測
 振

動
測

定
 三

次
元

解
析

２
０

１
３

年
度

（
平

成
2
5
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
北

海
道

：
北

海
道

大
学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド
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振
動

予
測

・
解

析

・
歩

行
等

に
よ

る
床

振
動

の
ブ

ラ
イ

ン
ド

解
析

　
そ

の
3
　

S
造

建
物

解
析

内
容

と
予

測
結

果
鈴

木
健

司
（
清

水
建

設
）
・
増

田
圭

司
・

嘉
村

武
浩

・
森

下
真

行
・
片

迫
幹

男
・
田

中
靖

彦
床

振
動

 振
動

解
析

 ブ
ラ

イ
ン

ド
解

析

・
建

築
建

物
の

環
境

振
動

検
討

方
法

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
　

有
限

要
素

法
解

析
モ

デ
ル

に
よ

る
環

境
振

動
評

価
方

法
平

戸
達

朗
（
清

水
建

設
）

環
境

振
動

 歩
行

加
振

力
 有

限
要

素
法

解
析

 モ
デ

ル
化

・
軸

対
称

F
E
M

を
用

い
た

振
動

台
加

振
時

の
環

境
振

動
評

価
森

井
雄

史
（
清

水
建

設
）
・
吉

田
一

博
・
岡

田
敬

一
軸

対
称

F
E
M

　
　

振
動

台
地

盤
振

動
 1

/
3
ｵ

ｸ
ﾀ
ｰ

ﾌ
ﾞﾊ

ﾞﾝ
ﾄﾞ

ｽ
ﾍ

ﾟｸ
ﾄﾙ

 杭
基

礎
群

杭
係

数

・
平

面
道

路
交

通
振

動
の

伝
播

性
状

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

3
 シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
解

析
の

概
要

岩
田

克
司

（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・

石
田

理
永

・
石

田
栄

介
環

境
振

動
 地

盤
振

動
 車

両
モ

デ
ル

 走
行

解
析

 路
面

凹
凸

 三
次

元
 F

E
M

・
平

面
道

路
交

通
振

動
の

伝
播

性
状

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

4
 地

盤
の

違
い

が
地

盤
応

答
に

及
ぼ

す
影

響
石

田
栄

介
（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・

岩
田

克
司

・
石

田
理

永
固

有
振

動
数

 地
盤

構
成

 共
振

 車
両

ば
ね

上
 車

両
ば

ね
下

 距
離

減
衰

・
平

面
道

路
交

通
振

動
の

伝
播

性
状

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

5
 車

両
モ

デ
ル

の
改

良
石

田
理

永
（
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
）
・
石

田
栄

介
・

岩
田

克
司

人
工

段
差

 車
軸

間
距

離
 6

自
由

度
系

モ
デ

ル
 ト

ラ
ニ

オ
ン

サ
ス

ペ
ン

シ
ョ

ン
走

行
速

度
 積

載
状

況

・
環

境
地

盤
振

動
が

近
隣

の
住

環
境

へ
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

　
三

方
向

連
成

解
析

に
よ

る
振

動
特

性
の

検
討

田
上

聖
（
東

京
理

科
大

）
・
佐

々
木

文
夫

・
高

野
真

一
郎

三
方

向
連

成
解

析
 振

動
レ

ベ
ル

 距
離

減
衰

歩
行

振
動

・
評

価

・
線

路
上

空
建

築
物

の
歩

行
に

よ
る

床
振

動
の

評
価

　
そ

の
3
　

K
駅

に
お

け
る

床
振

動
実

測
結

果
戸

田
充

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
西

日
本

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）
・
越

野
栄

悦
・
中

野
春

彦
・
三

隅
哲

志
・

井
上

啓
寿

・
池

田
浩

明
床

振
動

 歩
行

 実
測

 線
路

上
空

建
築

物

・
線

路
上

空
建

築
物

の
歩

行
に

よ
る

床
振

動
の

評
価

　
そ

の
4
　

歩
行

実
験

結
果

の
分

析
中

野
春

彦
（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
西

日
本

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）
・
越

野
栄

悦
・
戸

田
充

・
三

隅
哲

志
・

井
上

啓
寿

・
福

田
浩

子
床

振
動

 歩
行

 解
析

 線
路

上
空

建
築

物

・
歩

行
動

作
に

よ
る

床
ス

ラ
ブ

振
動

の
ば

ら
つ

き
　

複
数

人
の

歩
行

に
よ

る
渡

り
廊

下
の

振
動

小
湊

正
誉

（
小

山
高

専
）
・
中

山
昌

尚
・
増

田
圭

司
1
 人

歩
行

 複
数

人
歩

行
 実

測
 床

振
動

・
人

の
歩

行
時

の
床

振
動

に
関

す
る

V
値

応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
の

提
案

増
田

圭
司

（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
小

河
利

行
歩

行
加

振
力

 床
振

動
 確

率
統

計
的

評
価

 応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
そ

の
3
　

評
価

指
標

の
提

示
横

山
裕

（
東

京
工

業
大

）
・
盧

曼
木

造
 大

ス
パ

ン
 歩

行
 床

振
動

 居
住

性
 評

価
方

法

・
外

部
振

動
源

に
よ

る
建

物
振

動
の

知
覚

閾
評

価
に

関
す

る
実

験
的

検
討

松
本

泰
尚

（
埼

玉
大

）
・
国

松
直

環
境

振
動

 評
価

法
 知

覚
 被

験
者

実
験

 過
渡

振
動

 外
部

振
動

源

・
S
造

超
高

層
建

物
で

の
風

揺
れ

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

し
た

居
住

性
能

評
価

森
下

真
行

（
前

田
建

設
工

業
）
・
斉

藤
芳

人
・

龍
神

弘
明

・
丸

山
勇

祐
風

揺
れ

 居
住

性
能

 実
測

結
果

 ア
ン

ケ
ー

ト
 Ｓ

造
超

高
層

建
物

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
３

年
度

（
平

成
2
5
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
北

海
道

：
北

海
道

大
学
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地
盤

振
動

(1
)

・
表

面
波

探
査

法
に

基
づ

く
地

盤
応

答
解

析
の

精
度

検
討

　
そ

の
1
　

起
振

機
加

振
か

ら
求

め
た

表
面

波
速

度
を

用
い

た
予

測
解

析
田

中
彩

（
鹿

島
建

設
）
・
峯

村
敦

雄
・
石

橋
敏

久
・
岩

本
賢

治
・
緒

方
誠

二
郎

環
境

振
動

 表
面

波
探

査
法

 地
盤

応
答

解
析

 起
振

機
加

振
 表

面
波

速
度

・
表

面
波

探
査

法
に

基
づ

く
地

盤
応

答
解

析
の

精
度

検
討

　
そ

の
2
　

簡
易

加
振

と
起

振
機

加
振

の
表

面
波

速
度

の
比

較
峯

村
敦

雄
（
鹿

島
建

設
）・

田
中

彩
・
石

橋
敏

久
・
岩

本
賢

治
・
緒

方
誠

二
郎

環
境

振
動

 表
面

波
探

査
法

 地
盤

応
答

解
析

 起
振

機
加

振
 簡

易
加

振
源

表
面

波
速

度

・
大

規
模

試
験

施
設

に
よ

る
地

盤
環

境
振

動
の

伝
播

特
性

と
地

中
壁

に
よ

る
遮

断
効

果
河

合
智

文
（
名

古
屋

大
）・

飛
田

潤
・
福

和
伸

夫
・
平

井
敬

微
動

計
測

 浅
層

レ
イ

リ
ー

波
探

査
微

動
ア

レ
イ

探
査

 表
面

波
 実

体
波

 地
中

壁

・
切

土
地

盤
に

お
け

る
振

動
伝

搬
性

状
把

握
の

た
め

の
鉛

直
衝

撃
加

振
実

験
佐

野
泰

之
（
愛

知
工

業
大

）
切

土
 振

動
伝

搬
 地

盤
振

動
 回

折
 距

離
減

衰
 予

測

・
列

車
走

行
に

伴
う

地
盤

振
動

の
新

た
な

予
測

手
法

岩
田

裕
一

（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
津

野
靖

士
列

車
振

動
 振

動
源

 伝
播

特
性

 ハ
ン

マ
ー

加
振

地
盤

振
動

(2
)

・
振

動
源

位
置

の
違

い
に

よ
る

地
中

壁
の

振
動

低
減

効
果

の
解

析
検

討
　

そ
の

1
　

地
中

壁
が

堅
い

層
に

支
持

さ
れ

る
場

合
緒

方
誠

二
郎

（
鹿

島
建

設
）
・
岩

本
賢

治
・

石
橋

敏
久

環
境

振
動

 地
中

壁
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
法

 振
動

低
減

効
果

 振
動

伝
播

特
性

・
建

物
モ

デ
ル

の
大

き
さ

が
基

礎
入

力
損

失
に

及
ぼ

す
影

響
　

そ
の

1
　

杭
基

礎
の

場
合

田
口

典
生

（
大

成
建

設
）・

小
林

真
弥

・
日

比
野

浩
入

力
損

失
 杭

基
礎

 3
 次

元
有

限
要

素
法

 薄
層

要
素

法

・
建

物
モ

デ
ル

の
大

き
さ

が
基

礎
入

力
損

失
に

及
ぼ

す
影

響
　

そ
の

2
　

独
立

フ
ー

チ
ン

グ
基

礎
の

場
合

小
林

真
弥

（
大

成
建

設
）・

田
口

典
生

・
日

比
野

浩
入

力
損

失
 直

接
基

礎
 3

 次
元

有
限

要
素

法
 薄

層
要

素
法

・
衝

撃
試

験
装

置
稼

働
時

の
地

盤
応

答
の

低
減

　
そ

の
1
 対

策
法

の
検

討
手

順
石

橋
敏

久
（
鹿

島
建

設
）・

岩
本

賢
治

環
境

振
動

 衝
撃

試
験

装
置

 地
盤

応
答

 振
動

低
減

対
策

 独
立

基
礎

 地
盤

改
良

体

・
衝

撃
試

験
装

置
稼

働
時

の
地

盤
応

答
の

低
減

　
そ

の
2
 対

策
効

果
の

予
測

と
検

証
岩

本
賢

治
（
鹿

島
建

設
）・

緒
方

誠
二

郎
・
石

橋
敏

久
環

境
振

動
 衝

撃
試

験
装

置
 振

動
低

減
対

策
 地

盤
改

良
体

 薄
層

要
素

法
三

次
元

F
E
M

工
事

振
動

・
解

体
工

事
建

物
と

隣
接

建
物

に
お

け
る

振
動

実
測

及
び

解
析

的
検

討
　

そ
の

1
　

振
動

実
測

に
基

づ
く
建

屋
応

答
の

分
析

小
島

宏
章

（
大

林
組

）
・
高

野
真

一
郎

解
体

工
事

 振
動

測
定

 体
感

振
動

 隣
接

建
物

 隣
接

建
物

間
動

的
相

互
作

用

・
解

体
工

事
建

物
と

隣
接

建
物

に
お

け
る

振
動

実
測

及
び

解
析

的
検

討
　

そ
の

2
　

数
値

解
析

に
基

づ
く
解

体
工

事
振

動
の

影
響

分
析

高
野

真
一

郎
（
大

林
組

）・
小

島
宏

章
解

体
工

事
 数

値
解

析
 薄

層
要

素
法

 隣
接

建
物

 隣
接

建
物

間
動

的
相

互
作

用

・
建

設
機

械
用

多
段

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
　

研
究

背
景

と
建

設
機

械
用

多
段

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

榊
原

健
人

（
カ

ヤ
バ

シ
ス

テ
ム

マ
シ

ナ
リ

ー
）
・

藤
田

聡
・
皆

川
佳

祐
・
露

木
保

男
・
藤

村
直

人
・

鶴
田

大
介

建
設

機
械

 固
有

振
動

数
 振

動
制

御
 制

振
装

置
 ダ

ン
パ

 動
吸

収
器

・
建

設
機

械
用

多
段

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
　

建
設

機
械

用
多

段
マ

ス
ダ

ン
パ

ー
の

設
計

・
製

作

皆
川

佳
祐

（
埼

玉
工

業
大

）
・
藤

田
聡

・
露

木
保

男
・
榊

原
健

人
・藤

村
直

人
・
鶴

田
大

介
建

設
機

械
 固

有
振

動
数

 振
動

制
御

 制
振

装
置

 ダ
ン

パ
 動

吸
収

器

・
建

設
機

械
用

多
段

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
3
　

制
振

性
能

試
験

と
振

動
に

よ
る

建
物

へ
の

影
響

鶴
田

大
介

（
東

京
電

機
大

）
・
藤

田
聡

・
皆

川
佳

祐
・
露

木
保

男
・榊

原
健

人
・
藤

村
直

人
建

設
機

械
 固

有
振

動
数

 振
動

制
御

 制
振

装
置

 ダ
ン

パ
 動

吸
収

器

２
０

１
４

年
度

（
平

成
2
6
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
近

畿
：
神

戸
大

学

題
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設
備

，
交

通
振

動

・
設

備
機

器
に

よ
る

床
振

動
の

簡
易

評
価

手
法

石
川

理
都

子
（
大

林
組

）
床

振
動

 設
備

機
器

 加
振

力

・
高

速
鉄

道
の

3
次

元
振

動
解

析
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

1
　

新
幹

線
高

架
橋

近
傍

地
盤

と
建

物
で

の
鉄

道
振

動
測

定
伊

積
康

彦
（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
横

山
秀

史
・

上
半

文
昭

新
幹

線
 地

盤
振

動
 建

物
振

動
　

鉄
道

振
動

測
定

・
高

速
鉄

道
の

3
次

元
振

動
解

析
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

2
　

新
幹

線
の

3
次

元
振

動
解

析
三

橋
祐

太
（
構

造
計

画
研

究
所

）
・
伊

積
康

彦
・

横
山

秀
史

・
渡

辺
勉

・
庄

司
正

弘
新

幹
線

 地
盤

振
動

 建
物

振
動

　
鉄

道
振

動
測

定

・
群

杭
を

有
す

る
高

架
橋

基
礎

-
地

盤
系

の
交

通
振

動
伝

搬
簡

易
評

価
法

西
本

昌
（
千

葉
大

）
・
中

井
正

一
・関

口
徹

交
通

振
動

 高
架

道
路

 群
杭

基
礎

　
簡

易
評

価
 薄

層
法

 軸
対

称
有

限
要

素
法

建
物

応
答

，
室

内
安

全
性

・
建

設
工

事
振

動
に

よ
る

戸
建

住
宅

の
応

答
倍

率
伊

奈
潔

（
中

央
建

鉄
技

研
）
・
小

谷
清

建
設

工
事

 重
機

振
動

 建
物

応
答

 加
速

度
 振

動
レ

ベ
ル

 卓
越

振
動

数

・
水

平
方

向
内

部
加

振
に

よ
る

家
屋

の
環

境
振

動
特

性
の

把
握

（
そ

の
1
）
　

実
験

概
要

国
松

直
（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・川

本
聖

一
・
濱

本
卓

司
・
太

田
賢

治
・
鈴

木
健

・
平

尾
善

裕

環
境

振
動

 内
部

加
振

 水
平

加
振

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 加
速

度
セ

ン
サ

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
免

震
層

の
微

小
変

形
時

の
等

価
剛

性
が

環
境

振
動

評
価

に
及

ぼ
す

影
響

森
井

雄
史

（
清

水
建

設
）
・
猿

田
正

明
・

吉
田

一
博

・
竹

内
貞

光
高

減
衰

積
層

ゴ
ム

　
　

微
小

変
形

等
価

剛
性

 等
価

減
衰

定
数

　
歪

み
依

存
性

H
D

モ
デ

ル

・
天

吊
り

設
備

機
器

の
地

震
時

の
挙

動
に

関
す

る
振

動
実

験
金

恵
英

（
横

浜
国

立
大

）
・
水

谷
国

男
・

元
結

正
次

郎
東

日
本

大
震

災
 天

吊
り

設
備

機
器

 振
動

実
験

人
間

の
動

作
に

よ
る

振
動

応
答

・
建

築
建

物
の

環
境

振
動

検
討

方
法

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
3
　

有
限

要
素

法
解

析
に

お
け

る
人

歩
行

荷
重

に
与

え
方

に
つ

い
て

平
戸

達
朗

（
清

水
建

設
）

環
境

振
動

 歩
行

加
振

力
 有

限
要

素
法

解
析

　
モ

デ
ル

化

・
人

の
歩

行
時

荷
重

の
ば

ら
つ

き
を

考
慮

し
た

大
ス

パ
ン

架
構

ス
ラ

ブ
振

動
の

予
測

前
川

利
雄

（
熊

谷
組

技
研

）
・
青

木
浩

幸
歩

行
時

荷
重

 ス
ラ

ブ
振

動
 動

的
解

析
 床

構
造

 ば
ら

つ
き

 大
ス

パ
ン

架
構

・
床

振
動

の
居

住
性

能
評

価
に

影
響

す
る

要
因

に
関

す
る

考
察

白
瀬

陽
一

（
日

建
設

計
）
・
塚

越
治

夫
・

篠
原

達
巳

・
朝

日
智

生
床

振
動

 居
住

性
能

評
価

 計
測

と
予

測
手

法
 歩

行
荷

重
・
時

間
曲

線
 減

衰
型

1
/
3
 オ

ク
タ

－
ブ

バ
ン

ド
分

析

・
人

の
歩

行
時

の
床

振
動

に
関

す
る

信
頼

性
指

標
β

の
評

価
増

田
圭

司
（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
小

河
利

行
床

振
動

 歩
行

 確
率

統
計

的
評

価
 応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

 信
頼

性
評

価
 信

頼
性

指
標

・
小

走
り

動
作

に
よ

る
床

ス
ラ

ブ
振

動
の

ば
ら

つ
き

　
複

数
人

小
走

り
動

作
に

よ
る

渡
り

廊
下

の
振

動
小

湊
正

誉
（
小

山
高

専
）
・
中

山
昌

尚
・
増

田
圭

司
1
 人

小
走

り
 複

数
人

小
走

り
 実

測
 床

振
動

・
コ

ン
サ

ー
ト

タ
テ

ノ
リ

振
動

の
予

測
・
対

策
事

例
松

永
裕

樹
（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
・

犬
飼

伴
幸

・
吉

岡
宏

和
・
伊

藤
利

明
タ

テ
ノ

リ
振

動
 コ

ン
サ

ー
ト

ホ
ー

ル
 予

測
解

析
 振

動
対

策
 H

M
D

・
膜

型
圧

電
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
を

用
い

た
微

振
動

制
御

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
3
.　

大
ス

パ
ン

構
造

床
の

鉛
直

微
振

動
制

御
松

下
仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
・
松

永
裕

樹
・

吉
岡

宏
和

・
高

橋
良

典
新

機
能

性
材

料
 膜

型
圧

電
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
 微

振
動

制
御

 大
ス

パ
ン

構
造

床
床

振
動

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
４

年
度

（
平

成
2
6
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
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床
振

動
評

価

・
衝

撃
回

数
の

変
化

に
対

す
る

振
動

応
答

物
理

量
と

感
覚

度
合

に
関

す
る

検
討

　
床

振
動

測
定

用
標

準
衝

撃
源

と
し

て
の

ボ
ー

ル
の

有
用

性
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
1
4

坂
元

美
沙

希
（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

・
玉

置
祐

人
床

振
動

 鉛
直

振
動

 振
動

感
覚

 振
動

レ
ベ

ル
 評

価
方

法
 ゴ

ム
ボ

ー
ル

・
振

動
暴

露
時

間
の

延
長

に
よ

る
振

動
感

覚
の

飽
和

時
間

と
振

動
応

答
物

理
量

に
関

す
る

検
討

　
床

振
動

測
定

用
標

準
衝

撃
源

と
し

て
の

ボ
ー

ル
の

有
用

性
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
1
5

玉
置

祐
人

（
日

本
E
R

I）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
・
坂

元
美

沙
希

床
振

動
 鉛

直
振

動
 振

動
感

覚
 衝

撃
振

動
 暴

露
時

間
 ゴ

ム
ボ

ー
ル

・
振

動
の

継
続

時
間

が
居

住
性

能
評

価
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
研

究
井

上
竜

太
（
竹

中
工

務
店

）
・
横

山
裕

・
松

下
仁

士
床

振
動

 振
動

レ
ベ

ル
 評

価
指

標
 継

続
時

間
 心

理
学

的
尺

度
 時

定
数

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
そ

の
4
　

心
理

学
的

尺
度

と
の

関
係

を
検

討
す

る
物

理
量

の
導

出
黒

田
瑛

一
（
東

京
工

業
大

）
・
横

山
裕

木
造

大
ス

パ
ン

床
 振

動
 歩

行
 性

能
値

 居
住

性
 評

価
方

法

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
そ

の
5
　

心
理

学
的

尺
度

と
物

理
量

の
関

係
の

検
討

横
山

裕
（
東

京
工

業
大

）
・
黒

田
瑛

一
木

造
大

ス
パ

ン
床

 振
動

 歩
行

 性
能

値
 居

住
性

 評
価

方
法

風
，

交
通

振
動

評
価

・
超

高
層

免
震

建
築

物
の

風
揺

れ
居

住
性

に
関

す
る

研
究

扇
谷

匠
己

（
長

谷
工

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
・

岡
﨑

充
隆

・
神

田
亮

超
高

層
免

震
建

築
物

 居
住

性
 風

力

・
木

造
家

屋
に

お
け

る
環

境
振

動
測

定
方

法
の

検
討

　
被

験
者

の
影

響
に

つ
い

て
小

谷
朋

央
貴

（
フ

ジ
タ

）
・
冨

田
隆

太
・
横

島
潤

紀
・
伊

積
康

彦
・
佐

野
泰

之
・
後

藤
剛

史
鉄

道
振

動
 木

造
家

屋
 測

定
点

  
振

動
加

速
度

レ
ベ

ル
 振

動
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ

・
交

通
振

動
に

対
す

る
社

会
反

応
と

振
動

評
価

量
の

関
係

に
関

す
る

検
討

松
本

泰
尚

（
埼

玉
大

）
・
横

島
潤

紀
環

境
振

動
 交

通
振

動
 社

会
調

査
 評

価
 知

覚
 ア

ノ
イ

ア
ン

ス

・
実

測
波

形
を

元
波

形
と

し
て

用
い

た
水

平
振

動
被

験
者

実
験

の
概

要
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
 そ

の
2
5

久
木

章
江

（
文

化
学

園
大

）
・
石

川
孝

重
・

鈴
木

千
尋

環
境

振
動

 水
平

振
動

 実
振

動
 心

理
量

 振
動

数
成

分
 被

験
者

実
験

・
振

動
数

成
分

の
卓

越
性

や
波

形
形

状
に

着
目

し
た

不
安

感
・
不

快
感

の
性

状
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
 そ

の
2
6

鈴
木

千
尋

（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 実
振

動
 心

理
量

 卓
越

振
動

数
 波

形
形

状

・
先

行
研

究
お

よ
び

正
弦

振
動

を
ふ

ま
え

た
ラ

ン
ダ

ム
水

平
振

動
の

心
理

評
価

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

 そ
の

2
7

石
川

孝
重

（
日

本
女

子
大

）
・
鈴

木
千

尋
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 実
振

動
 心

理
量

 正
弦

振
動

 知
覚

２
０

１
４

年
度

（
平

成
2
6
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

３
）
　

　
近

畿
：
神

戸
大

学

題
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地
盤

振
動

・
高

架
道

路
を

想
定

し
た

杭
基

礎
か

ら
伝

搬
す

る
交

通
振

動
の

検
討

　
（
そ

の
1
）
起

振
実

験
岩

田
克

司
（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・

中
井

正
一

・
関

口
徹

・
西

本
昌

交
通

振
動

 起
振

実
験

 振
動

測
定

 杭
基

礎
 振

動
伝

搬
メ

カ
ニ

ズ
ム

・
高

架
道

路
を

想
定

し
た

杭
基

礎
か

ら
伝

搬
す

る
交

通
振

動
の

検
討

 (
そ

の
2
)簡

易
評

価
手

法
に

よ
る

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

西
本

昌
（
千

葉
大

）
・
中

井
正

一
・関

口
徹

・
岩

田
克

司
交

通
振

動
 杭

基
礎

 簡
易

評
価

 起
振

実
験

 シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
簡

易
手

法
に

よ
る

高
架

橋
か

ら
伝

搬
す

る
交

通
振

動
の

距
離

減
衰

に
つ

い
て

の
検

討
関

口
徹

（
千

葉
大

）
・
中

井
正

一
・西

本
昌

・
岩

田
克

司
・
石

田
理

永
交

通
振

動
 薄

層
法

 杭
基

礎

・
表

面
波

探
査

法
に

基
づ

く
地

盤
応

答
解

析
の

精
度

検
討

　
そ

の
3
　

表
層

地
盤

の
伝

播
速

度
お

よ
び

層
厚

の
推

定
に

関
す

る
解

析
的

検
討

田
中

彩
（
鹿

島
建

設
）
・
石

橋
敏

久
表

面
波

探
査

法
 地

盤
応

答
解

析
 二

層
地

盤
モ

デ
ル

 表
層

伝
播

速
度

 表
層

厚 1
次

ピ
ー

ク
振

動
数

・
建

設
作

業
振

動
の

長
期

観
測

記
録

冨
澤

秀
夫

（
鉄

建
建

設
）
・
石

渡
康

弘
・
中

澤
真

司
建

設
作

業
振

動
 長

期
観

測
 地

震
動

 加
速

度
レ

ベ
ル

 振
動

レ
ベ

ル

振
動

制
御

・
対

策

・
建

設
重

機
に

よ
り

発
生

す
る

地
盤

振
動

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

制
御

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
　

バ
ッ

ク
ホ

ウ
の

加
振

力
特

性
の

推
定

福
田

優
輝

（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
・

松
井

政
樹

・
吉

岡
宏

和
建

設
作

業
 加

振
力

 地
盤

振
動

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 バ

ッ
ク

ホ
ウ

・
建

設
重

機
に

よ
り

発
生

す
る

地
盤

振
動

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

制
御

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
　

制
振

装
置

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

の
開

発
お

よ
び

効
果

検
証

井
上

竜
太

（
竹

中
工

務
店

）
・
松

井
政

樹
・

福
田

優
輝

・
吉

岡
宏

和
H

M
D

 地
盤

振
動

 ア
ク

テ
 ィ

ブ
制

振
 ワ

イ
ド

バ
ン

ド
 バ

 ッ
ク

ホ
ウ

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
マ

ス
ダ

ン
パ

ー
に

よ
る

大
ス

パ
ン

床
お

よ
び

柱
の

微
振

動
制

御
に

関
す

る
研

究
高

橋
良

典
（
竹

中
工

務
店

）
・
吉

岡
宏

和
床

振
動

制
御

 柱
軸

力
 ﾊ

ｲ
ﾌ
ﾞﾘ

ｯ
ﾄﾞ

ﾏ
ｽ

ﾀ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾟｰ

 上
下

階
振

動
伝

達

・
W

IB
工

法
に

よ
る

鋳
造

工
場

振
動

対
策

竹
宮

宏
和

（
E
&
D

テ
ク

ノ
デ

ザ
イ

ン
）
・
原

田
浩

之
・
高

岡
雄

二
工

場
振

動
対

策
 W

IB
 工

法
 う

な
り

現
象

 性
能

設
計

 振
動

測
定

・
改

修
工

事
に

伴
う

振
動

・
騒

音
対

策
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

1
　

小
型

T
M

D
を

用
い

た
実

験
的

検
討

松
井

政
樹

（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
改

修
工

事
 居

住
性

 T
M

D
 工

具
 固

体
伝

搬
音

外
部

振
動

源
に

よ
る

地
盤

と
建

物
応

答
(1

)（
オ

ー
ガ

ナ
イ

ズ
ド

セ
ッ

シ
ョ

ン
）

・
道

路
交

通
振

動
の

発
生

・
伝

播
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
お

け
る

着
眼

点
の

整
理

　
平

面
道

路
と

高
架

道
路

を
比

較
し

て
石

田
理

永
（
石

田
振

動
環

境
研

究
室

）
要

因
分

析
 連

成
要

因
 動

的
相

互
作

用
 車

両
動

荷
重

 地
盤

加
振

力
 地

盤
内

波
動

伝
播

・
高

架
道

路
の

橋
脚

基
部

か
ら

地
盤

へ
の

振
動

伝
搬

性
状

　
地

盤
と

振
動

発
生

量
の

関
係

と
距

離
減

衰
性

状
佐

野
泰

之
（
愛

知
工

業
大

）
・
長

船
寿

一
・

志
村

正
幸

・
上

明
戸

昇
高

架
橋

 地
盤

振
動

 振
動

伝
搬

 交
通

振
動

 基
礎

 距
離

減
衰

・
建

設
工

事
に

よ
る

地
盤

と
建

物
の

振
動

高
野

真
一

郎
（
大

林
組

）
・
小

島
宏

章
・

佐
々

木
文

夫
建

設
工

事
振

動
 振

動
予

測
 振

動
障

害
 体

感
振

動
 距

離
減

衰
 入

力
損

失

・
外

部
振

動
源

に
よ

る
地

盤
-
基

礎
-
建

物
 一

体
解

析
石

橋
敏

久
（
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
）
・
岩

本
賢

治
環

境
振

動
 外

部
振

動
源

 予
測

解
析

 工
事

振
動

 振
動

低
減

対
策

 地
中

壁

・
住

宅
建

築
構

造
物

の
振

動
伝

搬
性

状
に

関
す

る
加

振
実

験
　

そ
の

6
　

地
盤

か
ら

建
物

へ
の

振
動

伝
搬

の
実

測
事

例
澤

瑞
穂

（
愛

知
工

業
大

）
・
佐

野
泰

之
・
林

健
太

郎
振

動
レ

ベ
ル

分
布

 地
盤

加
振

 加
振

器
実

験
 振

動
増

幅
 振

動
モ

ー
ド

 測
定

方
法

２
０

１
５

年
度

（
平

成
2
7
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
関

東
：
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学

題
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外
部

振
動

源
に

よ
る

地
盤

と
建

物
応

答
(2

)（
オ

ー
ガ

ナ
イ

ズ
ド

セ
ッ

シ
ョ

ン
）

・
木

造
住

宅
に

お
け

る
環

境
振

動
測

定
事

例
小

谷
朋

央
貴

（
フ

ジ
タ

）
・
冨

田
隆

太
・
佐

野
泰

之
・
横

島
潤

紀
・
伊

積
康

彦
・
川

久
保

政
茂

・
松

田
貫

自
動

車
走

行
振

動
 鉄

道
振

動
 振

動
加

速
度

 家
屋

増
幅

量
 時

定
数

 木
造

家
屋

・
建

て
住

宅
に

対
す

る
振

動
数

を
考

慮
し

た
三

成
分

振
動

の
予

測
・
評

価
の

考
え

方
国

松
直

（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・平

尾
善

裕
戸

建
て

住
宅

 三
成

分
振

動
 振

動
増

幅
特

性
 振

動
数

 予
測

 評
価

・
戸

建
住

宅
に

お
け

る
交

通
振

動
測

定
お

よ
び

住
民

反
応

調
査

事
例

松
本

泰
尚

（
埼

玉
大

）
・
横

島
潤

紀
環

境
振

動
 交

通
振

動
 戸

建
住

宅
 建

物
応

答
 振

動
測

定
 住

民
反

応

・
日

本
国

内
に

お
け

る
交

通
振

動
に

対
す

る
社

会
反

応
横

島
潤

紀
（
神

奈
川

県
環

境
科

学
セ

ン
タ

ー
）
・

森
原

崇
・
佐

野
泰

之
・
松

本
泰

尚

交
通

振
動

 社
会

調
査

 社
会

反
応

 振
動

評
価

指
標

 騒
音

 ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析

振
動

予
測

・
解

析

・
水

平
方

向
内

部
加

振
に

よ
る

家
屋

の
環

境
振

動
特

性
の

把
握

（
そ

の
2
）
　

家
屋

の
振

動
特

性
の

推
定

風
間

駿
（
東

京
都

市
大

）
・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

・
川

本
聖

一
・
平

尾
善

裕
・
鈴

木
健

環
境

振
動

 内
部

加
振

 外
部

加
振

振
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 加
速

度
セ

ン
サ

 セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
水

平
方

向
内

部
加

振
に

よ
る

家
屋

の
環

境
振

動
特

性
の

把
握

（
そ

の
3
）
　

F
D

D
 法

に
よ

る
家

屋
振

動
の

解
析

太
田

賢
治

（
4
D

ジ
オ

テ
ッ

ク
）
・
濱

本
卓

司
・
国

松
直

・
川

本
聖

一
・
平

尾
善

裕
・
鈴

木
健

環
境

振
動

 内
部

加
振

 水
平

加
振

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 加
速

度
セ

ン
サ

 セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
免

震
層

の
微

小
変

形
時

に
お

け
る

簡
略

的
応

答
推

定
手

法
の

提
案

森
井

雄
史

（
清

水
建

設
）
・
吉

田
一

博
・
猿

田
正

明
高

減
衰

積
層

ゴ
ム

　
　

微
小

変
形

 　
　

歪
み

依
存

性
H

D
 モ

デ
ル

 　
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

法
　

簡
略

式

・
L
E
S
に

よ
る

S
造

超
高

層
建

物
の

風
揺

れ
予

測
と

実
測

結
果

と
の

比
較

丸
山

勇
祐

（
前

田
建

設
工

業
）
・
山

口
福

太
郎

・
森

下
真

行

L
E
S
 風

揺
れ

 超
高

層
建

物
実

測
 流

入
変

動
風

 居
住

性
能

評
価

・
簡

易
法

に
よ

る
高

架
橋

交
通

振
動

に
お

け
る

振
動

源
ス

ペ
ク

ト
ル

の
推

定
津

田
直

毅
（
千

葉
大

）
・
中

井
正

一
・
関

口
徹

・
西

本
昌

・
岩

田
克

司
・
石

田
理

永
交

通
振

動
 杭

基
礎

 簡
易

評
価

波
動

の
重

ね
合

わ
せ

 加
振

力
 高

架
道

路

建
物

・
床

振
動

・
建

築
物

の
床

振
動

予
測

に
お

け
る

固
有

値
解

析
の

バ
ラ

ツ
キ

に
関

す
る

考
察

近
藤

貴
士

（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）
・
増

田
圭

司
・

仲
沢

武
志

床
振

動
 固

有
値

解
析

 固
有

振
動

数
 バ

ラ
ツ

キ

・
振

動
障

害
の

な
い

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

設
計

方
法

の
検

討
　

在
来

軸
組

構
法

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
と

固
有

振
動

数
お

よ
び

剛
性

の
関

係
西

谷
伸

介
（
住

友
林

業
）
・
守

時
秀

明
・

黒
田

瑛
一

・
横

山
裕

木
造

大
ス

パ
ン

床
 振

動
 歩

行
 固

有
振

動
数

 剛
性

 設
計

・
人

の
歩

行
時

の
床

振
動

へ
の

信
頼

性
設

計
法

の
適

用
例

増
田

圭
司

（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
小

河
利

行
床

振
動

 歩
行

実
験

 確
率

統
計

的
評

価
 応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

 信
頼

性
評

価

・
R

C
建

物
の

床
振

動
特

性
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

1
　

測
定

概
要

と
測

定
結

果
田

口
典

生
（
大

成
建

設
）
・
小

林
真

弥
・
日

比
野

浩
環

境
振

動
 床

振
動

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 ハ

ン
マ

加
振

・
R

C
建

物
の

床
振

動
特

性
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
　

三
次

元
F
E
M

に
よ

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
小

林
真

弥
（
大

成
建

設
）
・
田

口
典

生
・
日

比
野

浩
環

境
振

動
 床

振
動

 3
 次

元
 F

E
M

 モ
デ

ル
化

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス

・
振

動
測

定
と

数
値

解
析

に
基

づ
く
階

上
解

体
工

事
の

加
振

力
推

定
に

関
す

る
研

究
小

島
宏

章
（
大

林
組

）
・
高

野
真

一
郎

解
体

工
事

 階
上

解
体

 振
動

測
定

 数
値

解
析

 隣
接

建
物

間
動

的
相

互
作

用

題
　

　
　

　
　

名
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表
者

氏
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キ
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ワ
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２
０

１
５

年
度

（
平

成
2
7
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
関

東
：
東

海
大

学
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振
動

感
覚

・
性

能
評

価
(1

)

・
振

動
暴

露
時

間
の

変
化

に
よ

る
物

理
量

と
振

動
感

覚
と

の
対

応
　

床
振

動
測

定
用

標
準

衝
撃

源
と

し
て

の
ボ

ー
ル

の
有

用
性

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
1
6

冨
田

隆
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
坂

元
美

沙
希

床
振

動
 鉛

直
振

動
 振

動
知

覚
時

間
 衝

撃
振

動
 評

価
方

法
 ゴ

ム
ボ

ー
ル

・
振

動
暴

露
時

間
の

延
長

に
よ

る
振

動
感

覚
量

と
振

動
応

答
物

理
量

に
関

す
る

検
討

　
床

振
動

測
定

用
標

準
衝

撃
源

と
し

て
の

ボ
ー

ル
の

有
用

性
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
1
7

坂
元

美
沙

希
（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
床

振
動

 鉛
直

振
動

 振
動

感
覚

 衝
撃

振
動

 暴
露

時
間

 ゴ
ム

ボ
ー

ル

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
そ

の
6
　

振
動

レ
ベ

ル
に

基
づ

い
た

性
能

値
に

関
す

る
再

検
討

黒
田

瑛
一

（
東

京
工

業
大

）
・
福

田
眞

太
郎

・
横

山
裕

木
造

大
ス

パ
ン

床
 振

動
 歩

行
 性

能
値

 居
住

性
 評

価
方

法

・
種

々
の

加
振

源
に

よ
る

振
動

に
適

用
で

き
る

性
能

値
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

1
 鉛

直
振

動
を

対
象

と
し

た
検

討
概

要
松

下
仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
・
長

沼
俊

介
・

黒
田

瑛
一

・
井

上
竜

太
・
吉

岡
宏

和
・
横

山
裕

歩
行

振
動

 交
通

振
動

 定
常

振
動

 鉛
直

振
動

 官
能

検
査

 性
能

値

・
種

々
の

加
振

源
に

よ
る

振
動

に
適

用
で

き
る

性
能

値
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
 鉛

直
振

動
を

対
象

と
し

た
検

討
結

果
長

沼
俊

介
（
東

京
工

業
大

）
・
松

下
仁

士
・

黒
田

瑛
一

・
井

上
竜

太
・
吉

岡
宏

和
・
横

山
裕

官
能

検
査

  
鉛

直
振

動
  
性

能
値

 振
動

レ
ベ

ル
  
時

定
数

  
継

続
時

間

・
鉛

直
振

動
の

振
動

暴
露

時
間

が
振

動
感

覚
に

及
ぼ

す
影

響
　

交
通

振
動

に
対

す
る

住
宅

床
の

体
感

振
動

評
価

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
3

松
田

貫
（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

交
通

振
動

 鉛
直

振
動

 振
動

感
覚

 時
間

特
性

 振
動

レ
ベ

ル
 評

価
物

理
量

振
動

感
覚

・
性

能
評

価
(2

)

・
水

平
振

動
を

対
象

と
し

た
人

間
の

感
覚

特
性

に
関

す
る

文
献

レ
ビ

ュ
ー

　
被

験
者

の
姿

勢
と

人
体

に
対

す
る

振
動

の
方

向
に

着
目

し
て

鹿
又

理
沙

（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 感
覚

特
性

 知
覚

 被
験

者
の

姿
勢

 振
動

の
方

向

・
水

平
方

向
の

交
通

・
建

設
作

業
振

動
に

対
す

る
人

の
心

理
的

応
答

の
評

価
に

関
す

る
実

験
的

検
討

嘉
納

裕
人

（
埼

玉
大

）
・
松

本
泰

尚
評

価
法

 継
続

時
間

 時
定

数
 水

平
振

動
 環

境
振

動
 心

理
的

応
答

・
水

平
振

動
に

お
け

る
被

験
者

実
験

の
概

要
と

本
実

験
に

お
け

る
回

答
確

率
曲

線
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
（
そ

の
2
8
）

久
木

章
江

（
文

化
学

園
大

）
・
石

川
孝

重
・

鈴
木

千
尋

環
境

振
動

 水
平

振
動

 実
振

動
 被

験
者

実
験

 心
理

評
価

 限
界

評
価

・
心

理
量

の
ア

ン
ケ

ー
ト

方
法

に
着

目
し

た
実

験
条

件
に

よ
る

影
響

に
関

す
る

検
証

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

（
そ

の
2
9
）

鈴
木

千
尋

（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 実
振

動
 被

験
者

実
験

 実
験

条
件

 補
正

・
水

平
振

動
に

対
す

る
性

能
評

価
と

そ
の

説
明

資
料

に
関

す
る

検
討

　
ラ

ン
ダ

ム
振

動
に

対
す

る
振

動
感

覚
の

評
価

に
向

け
て

（
そ

の
3
0
）

石
川

孝
重

（
日

本
女

子
大

）
・
鈴

木
千

尋
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 ラ
ン

ダ
ム

振
動

 知
覚

確
率

 心
理

評
価

 限
界

評
価

２
０

１
５

年
度

（
平

成
2
7
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

３
）
　

　
関

東
：
東

海
大

学

題
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加
振

力
・
地

盤
振

動

・
地

盤
条

件
の

違
い

が
工

事
振

動
の

等
価

加
振

力
の

推
定

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

小
島

宏
章

（
大

林
組

）
・
高

野
真

一
郎

環
境

振
動

 工
事

振
動

 建
設

重
機

 薄
層

要
素

法
 等

価
加

振
力

・
橋

脚
近

傍
の

地
盤

振
動

測
定

値
を

用
い

た
高

架
橋

交
通

振
動

の
加

振
力

の
推

定
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

1
地

盤
振

動
の

測
定

岩
田

克
司

（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
・

中
井

正
一

・
関

口
徹

・
木

村
聡

志
・
西

本
昌

・
石

田
理

永
交

通
振

動
 高

架
橋

 地
盤

振
動

測
定

 加
振

力
 杭

基
礎

 距
離

減
衰

・
橋

脚
近

傍
の

地
盤

振
動

測
定

値
を

用
い

た
高

架
橋

交
通

振
動

の
加

振
力

の
推

定
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
加

振
力

の
逆

算
木

村
聡

志
（
千

葉
大

）
・
中

井
正

一
・
関

口
徹

・
岩

田
克

司
・
石

田
理

永
・西

本
昌

交
通

振
動

 高
架

橋
 加

振
力

 簡
易

手
法

 杭
基

礎
 応

答
予

測

・
地

盤
加

振
に

対
す

る
地

表
応

答
の

距
離

減
衰

に
現

れ
る

波
う

ち
現

象
に

関
す

る
一

考
察

高
野

真
一

郎
（
大

林
組

）・
小

島
宏

章
距

離
減

衰
 波

う
ち

 点
加

振
 単

杭
 表

面
波

 分
散

・
ハ

ン
マ

ー
加

振
の

伝
播

経
路

特
性

を
利

用
し

た
列

車
振

動
予

測
手

法
の

検
討

岩
田

裕
一

（
東

海
旅

客
鉄

道
）
・
津

野
靖

士
列

車
振

動
 予

測
手

法
 伝

播
経

路
特

性
 ハ

ン
マ

ー
加

振

地
盤

伝
搬

・
振

動
伝

搬

・
多

様
な

工
事

振
動

の
伝

播
特

性
に

関
す

る
検

討
津

野
靖

士
（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
野

寄
真

徳
・

横
山

秀
史

・
岩

田
裕

一
工

事
振

動
 伝

播
特

性
 表

面
波

探
査

・
表

面
波

探
査

法
に

基
づ

く
地

盤
応

答
解

析
の

精
度

検
討

　
そ

の
4
　

埋
戻

し
深

さ
が

異
な

る
地

盤
に

お
け

る
表

層
地

盤
の

伝
播

速
度

お
よ

び
表

層
厚

の
推

定
田

中
彩

（
鹿

島
建

設
）
・
岩

本
賢

治
・
石

橋
敏

久

環
境

振
動

 表
面

波
探

査
法

 位
相

速
度

曲
線

 地
盤

応
答

解
析

 埋
戻

し
深

さ
P

S
検

層
・

バ
ッ

ク
ホ

ウ
に

よ
り

発
生

す
る

地
盤

振
動

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1　

ア
ー

ム
お

よ
び

ク
ロ

ー
ラ

の
向

き
と

地
盤

振
動

の
関

係
井

上
竜

太
（
竹

中
工

務
店

）
・
福

田
優

輝
建

設
重

機
 地

盤
振

動
 倍

調
波

 バ
ッ

ク
ホ

ウ
 ア

ー
ム

 ク
ロ

ー
ラ

・
地

盤
削

孔
工

事
に

お
け

る
地

盤
お

よ
び

近
接

建
屋

振
動

性
状

　
そ

の
1
　

測
定

概
要

及
び

地
盤

振
動

測
定

結
果

甲
川

祐
輝

（
九

州
電

力
）・

本
村

一
成

・
続

博
誉

・
田

口
典

生
・
奈

良
田

雄
二

・
求

勝
一

郎
工

事
振

動
 削

孔
工

事
 距

離
減

衰
 周

波
数

特
性

 ロ
ッ

ク
オ

ー
ガ

全
周

回
転

ｵ
ｰ

ﾙ
ｹ

ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

・
地

盤
削

孔
工

事
に

お
け

る
地

盤
お

よ
び

近
接

建
屋

振
動

性
状

　
そ

の
2
　

基
礎

入
力

損
失

と
建

屋
応

答
田

口
典

生
（
大

成
建

設
）・

甲
川

祐
輝

・
本

村
一

成
・
続

博
誉

・
奈

良
田

雄
二

・
求

勝
一

郎

工
事

振
動

 削
孔

工
事

 基
礎

入
力

損
失

 建
屋

応
答

 ロ
ッ

ク
オ

ー
ガ

全
周

回
転

ｵ
ｰ

ﾙ
ｹ

ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

床
振

動
・
測

定
法

・
C

L
T
造

建
築

物
床

の
歩

行
振

動
性

状
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

小
山

雄
平

（
東

京
工

業
大

）
・
長

沼
俊

介
・

松
下

仁
士

・
福

田
眞

太
郎

・
横

山
裕

C
L
T
 床

 固
有

値
 歩

行
振

動
 官

能
検

査
 有

限
要

素
法

・
木

造
大

ス
パ

ン
床

上
に

二
重

床
が

設
置

さ
れ

た
床

の
歩

行
振

動
の

評
価

方
法

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
横

山
裕

（
東

京
工

業
大

）・
長

沼
俊

介
・

福
田

眞
太

郎
木

造
大

ス
パ

ン
 二

重
床

 歩
行

振
動

 居
住

性
 性

能
値

 評
価

方
法

・
木

造
住

宅
床

振
動

測
定

に
お

け
る

振
動

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

と
人

の
位

置
関

係
に

つ
い

て
神

谷
俊

行
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
・

佐
野

泰
之

・
小

谷
朋

央
貴

・
冨

田
隆

太
木

造
家

屋
 振

動
加

速
度

 環
境

振
動

 振
動

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

 被
験

者
実

験

・
木

造
家

屋
に

お
け

る
道

路
交

通
振

動
の

実
測

事
例

小
谷

朋
央

貴
（
フ

ジ
タ

）
・
神

谷
俊

行
・
佐

野
泰

之
・
冨

田
隆

太
木

造
家

屋
 道

路
交

通
振

動
 環

境
振

動
 振

動
加

速
度

 増
幅

量

・
床

振
動

の
評

価
の

た
め

の
測

定
方

法
の

検
討

　
減

衰
振

動
に

与
え

る
分

析
パ

ラ
メ

ー
タ

の
影

響
佐

野
泰

之
（
愛

知
工

業
大

）
分

析
パ

ラ
メ

ー
タ

 1
/
3
 オ

ク
タ

ー
ブ

バ
ン

ド
 フ

ィ
ル

タ
ー

レ
ス

ポ
ン

ス
 時

定
数

減
衰

振
動

 応
答

時
間

２
０

１
６

度
（
平

成
2
8
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
九
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岡
大

学

題
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振
動

制
御

(1
)

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
マ

ス
ダ

ン
パ

ー
に

よ
る

地
盤

の
微

振
動

制
御

に
関

す
る

研
究

高
橋

良
典

（
竹

中
工

務
店

）
・
吉

岡
宏

和
地

盤
振

動
 柱

 大
ス

パ
ン

床
 振

動
伝

達
 振

動
制

御
 ﾊ

ｲ
ﾌ
ﾞﾘ

ｯ
ﾄﾞ

ﾏ
ｽ

ﾀ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾟｰ

・
共

振
振

動
台

に
よ

る
環

境
振

動
を

抑
制

す
る

セ
ミ

ア
ク

テ
ィ

ブ
マ

ス
ダ

ン
パ

ー
の

開
発

酒
井

理
哉

（
電

力
中

央
研

究
所

）
・
金

澤
健

司
・

平
木

隆
文

・
田

川
泰

敬
共

振
振

動
台

 環
境

振
動

 振
動

制
御

 セ
ミ

ア
ク

テ
ィ

ブ
マ

ス
ダ

ン
パ

ー

・
共

振
振

動
台

の
環

境
振

動
対

策
　

適
応

フ
ィ

ー
ド

フ
ォ

ワ
ー

ド
制

御
を

用
い

た
S
A

M
D

の
制

御
高

度
化

　
そ

の
1
 制

御
系

概
要

山
野

彰
太

（
ヤ

ク
モ

）
・
西

山
禎

昌
・
佐

伯
兼

久
・
酒

井
理

哉
・
田

川
泰

敬
共

振
振

動
台

 環
境

振
動

対
策

 適
応

制
御

 セ
ミ

ア
ク

テ
ィ

ブ
マ

ス
ダ

ン
パ

・
共

振
振

動
台

の
環

境
振

動
対

策
　

適
応

フ
ィ

ー
ド

フ
ォ

ワ
ー

ド
制

御
を

用
い

た
S
A

M
D

の
制

御
高

度
化

 そ
の

2
効

果
確

認
実

験
佐

伯
兼

久
（
ヤ

ク
モ

）
・
西

山
禎

昌
・
山

野
彰

太
・
酒

井
理

哉
・
田

川
泰

敬
共

振
振

動
台

 環
境

振
動

対
策

 適
応

制
御

 セ
ミ

ア
ク

テ
ィ

ブ
マ

ス
ダ

ン
パ

振
動

制
御

(2
)

・
ガ

ス
ス

プ
リ

ン
グ

を
用

い
た

家
具

転
倒

防
止

ダ
ン

パ
ー

の
開

発
　

そ
の

1
　

装
置

概
要

と
作

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
露

木
保

男
（
カ

ヤ
バ

 シ
ス

テ
ム

 マ
シ

ナ
リ

ー
）
・石

原
幸

子
・
花

井
勉

家
具

転
倒

防
止

 制
振

ダ
ン

パ
ー

 つ
っ

ぱ
り

器
具

 ガ
ス

ス
プ

リ
ン

グ
 加

振
実

験

・
ガ

ス
ス

プ
リ

ン
グ

を
用

い
た

家
具

転
倒

防
止

ダ
ン

パ
ー

の
開

発
　

そ
の

2
　

振
動

台
実

験
石

原
幸

子
（
カ

ヤ
バ

 シ
ス

テ
ム

 マ
シ

ナ
リ

ー
）
・花

井
勉

家
具

転
倒

防
止

 制
振

ダ
ン

パ
ー

 つ
っ

ぱ
り

棒
 ガ

ス
ス

プ
リ

ン
グ

 振
動

台
実

験

・
お

も
り

を
用

い
た

工
事

振
動

低
減

工
法

の
効

果
検

証
実

験
成

田
修

英
（
戸

田
建

設
）
・
保

井
美

敏
・

山
本

健
史

・
田

口
智

也
・
石

丸
達

朗
・
馬

場
朝

之
・
三

輪
明

広
地

盤
環

境
振

動
 加

振
実

験
 F

E
M

 振
動

対
策

振
動

予
測

・
解

析

・
環

境
振

動
予

測
の

問
題

点
抽

出
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

山
中

祐
一

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
東

日
本

建
築

設
計

事
務

所
）
・
田

中
靖

彦
・
石

橋
敏

久
・
佐

野
泰

之
・

鈴
木

健
司

・
林

健
太

郎
・
森

下
真

行

環
境

振
動

予
測

 ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 問

題
点

抽
出

 評
価

基
準

 応
答

解
析

方
法

対
策

方
法

・
交

通
振

動
の

距
離

減
衰

に
関

す
る

解
析

お
よ

び
理

論
的

考
察

 (
そ

の
1
)鉛

直
方

向
の

加
振

・応
答

村
山

広
樹

（
千

葉
大

）
・
関

口
徹

・
中

井
正

一
・

石
田

理
永

・
岩

田
克

司
交

通
振

動
 距

離
減

衰
 表

面
波

 振
動

伝
搬

 薄
層

法
 固

有
振

動
数

・
交

通
振

動
の

距
離

減
衰

に
関

す
る

解
析

お
よ

び
理

論
的

考
察

 （
そ

の
2
）水

平
を

含
む

3
方

向
の

加
振

・
応

答
関

口
徹

（
千

葉
大

）
・
村

山
広

樹
・
中

井
正

一
・

石
田

理
永

・
岩

田
克

司
交

通
振

動
 距

離
減

衰
 表

面
波

 振
動

伝
搬

 薄
層

法
 固

有
振

動
数

・
簡

易
手

法
を

用
い

た
高

架
道

路
交

通
振

動
の

地
盤

応
答

予
測

に
関

す
る

検
討

　
そ

の
1
　

簡
易

手
法

モ
デ

ル
作

成
の

た
め

の
事

前
解

析
津

田
直

毅
（
千

葉
大

）
・
石

田
理

永
・
西

本
昌

・
中

井
正

一
・
関

口
徹

・
岩

田
克

司
交

通
振

動
 杭

基
礎

 簡
易

評
価

 高
架

道
路

 シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
簡

易
手

法
を

用
い

た
高

架
道

路
交

通
振

動
の

地
盤

応
答

予
測

に
関

す
る

検
討

　
そ

の
2
　

簡
易

手
法

の
概

要
と

地
盤

応
答

予
測

西
本

昌
（
大

成
建

設
）
・
中

井
正

一
・
石

田
理

永
・
津

田
直

毅
・
関

口
徹

・
岩

田
克

司
交

通
振

動
 高

架
道

路
 簡

易
手

法
 加

振
力

 地
盤

応
答

予
測

・
簡

易
手

法
を

用
い

た
高

架
道

路
交

通
振

動
の

地
盤

応
答

予
測

に
関

す
る

検
討

　
そ

の
3
　

簡
易

手
法

の
他

サ
イ

ト
へ

の
適

用
性

石
田

理
永

（
石

田
振

動
環

境
研

究
室

）
・
西

本
昌

・
中

井
正

一
・
津

田
直

毅
・
関

口
徹

・
岩

田
克

司

複
数

橋
脚

 加
振

力
振

幅
 ジ

ョ
イ

ン
ト

部
 単

独
車

両
走

行
試

験
 地

盤
モ

デ
ル

波
動

伝
播

経
路

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
６

度
（平

成
2
8
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
九

州
：
福

岡
大

学
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振
動

予
測

・
設

計
法

・
床

振
動

解
析

に
用

い
る

減
衰

定
数

の
統

計
的

評
価

手
法

石
川

理
都

子
（
大

林
組

）
・
三

輪
田

吾
郎

・
中

村
充

床
振

動
 減

衰
定

数
 回

帰
分

析

・
環

境
振

動
に

対
す

る
戸

建
て

住
宅

の
構

造
形

式
に

よ
る

振
動

増
幅

特
性

東
田

豊
彦

（
積

水
ハ

ウ
ス

）
・
平

尾
善

裕
・
国

松
直

戸
建

て
住

宅
 環

境
振

動
 振

動
増

幅
特

性
 構

造
形

式
 水

平
耐

力
要

素
 剛

性

・
人

の
歩

行
時

の
床

振
動

に
関

す
る

信
頼

性
設

計
法

の
解

析
シ

ス
テ

ム
へ

の
導

入
増

田
圭

司
（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
小

河
利

行
床

振
動

 歩
行

 確
率

統
計

的
評

価
 応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

 信
頼

性
評

価
 解

析
シ

ス
テ

ム

・
R

C
建

物
を

対
象

と
し

た
上

下
階

振
動

伝
播

特
性

の
検

討
小

林
真

弥
（
大

成
建

設
）
・
田

口
典

生
・
日

比
野

浩
振

動
測

定
 床

振
動

 3
 次

元
 F

E
M

 振
動

伝
播

特
性

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス

・
揺

れ
性

能
に

関
す

る
要

求
レ

ベ
ル

の
わ

か
り

や
す

い
表

現
　

そ
の

4
　

建
築

主
の

振
動

に
対

す
る

意
識

と
わ

か
り

や
す

い
表

現
方

法
細

川
み

の
り

（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

鈴
木

千
尋

環
境

振
動

 性
能

設
計

 居
住

者
意

識
 言

語
表

現
 擬

音
語

 擬
態

語

・
揺

れ
性

能
に

関
す

る
要

求
レ

ベ
ル

の
わ

か
り

や
す

い
表

現
　

そ
の

5
　

わ
か

り
や

す
い

言
葉

と
振

動
の

物
理

量
の

関
係

鈴
木

千
尋

（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
環

境
振

動
 性

能
設

計
 言

語
表

現
 擬

音
語

 擬
態

語
 性

能
評

価

振
動

感
覚

・
性

能
評

価
(1

)

・
異

な
る

構
造

床
を

対
象

と
し

た
振

動
感

覚
と

振
動

応
答

物
理

量
に

関
す

る
検

討
　

建
築

物
の

鉛
直

振
動

に
対

す
る

感
覚

評
価

尺
度

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
1

坂
元

美
沙

希
（
石

本
建

築
事

務
所

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
床

振
動

 鉛
直

振
動

 振
動

感
覚

 衝
撃

振
動

 暴
露

時
間

 ゴ
ム

ボ
ー

ル

・
戸

建
て

住
宅

を
対

象
と

し
た

ゴ
ム

ボ
ー

ル
衝

撃
及

び
歩

行
時

の
振

動
感

覚
の

検
討

　
建

築
物

の
鉛

直
振

動
に

対
す

る
感

覚
評

価
尺

度
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
2

冨
田

隆
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
坂

元
美

沙
希

床
振

動
 鉛

直
振

動
 評

価
方

法
 戸

建
て

住
宅

 歩
行

 ゴ
ム

ボ
ー

ル

・
歩

行
振

動
に

対
す

る
床

居
住

性
能

評
価

手
法

の
提

案
　

そ
の

1
 提

案
手

法
の

概
要

今
鉾

淳
史

（
山

下
設

計
）
・
石

川
孝

重
・

片
岡

達
也

・
遠

山
解

歩
行

振
動

 居
住

性
能

評
価

 評
価

手
法

 性
能

設
計

・
歩

行
振

動
に

対
す

る
床

居
住

性
能

評
価

手
法

の
提

案
　

そ
の

2
 振

動
台

体
感

試
験

に
よ

る
提

案
手

法
の

妥
当

性
検

証
岡

部
和

正
（
森

ビ
ル

）
・
石

川
孝

重
・
土

橋
徹

・
早

野
裕

次
郎

歩
行

振
動

 居
住

性
能

評
価

 振
動

台
体

感
試

験
 評

価
手

法
 性

能
設

計

・
被

暴
露

経
験

が
床

振
動

の
評

価
に

与
え

る
影

響
松

下
仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
・
長

沼
俊

介
・
横

山
裕

鉛
直

振
動

 事
後

対
策

 被
暴

露
経

験
 低

減
量

 官
能

検
査

 許
容

限
度

・
ラ

ン
ダ

ム
鉛

直
振

動
を

対
象

と
し

た
知

覚
度

合
の

周
波

数
補

正
に

関
す

る
実

験
的

検
討

　
交

通
振

動
に

対
す

る
住

宅
床

の
体

感
振

動
評

価
に

関
す

る
研

究
：
そ

の
4

松
田

貫
（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）
・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

交
通

振
動

 鉛
直

振
動

 ラ
ン

ダ
ム

振
動

 周
波

数
補

正
 振

動
感

覚
 知

覚
度

合

振
動

感
覚

・
性

能
評

価
(2

)

・
水

平
振

動
を

対
象

と
し

た
人

間
の

感
覚

特
性

に
関

す
る

文
献

レ
ビ

ュ
ー

　
そ

の
2
　

定
常

・
非

定
常

的
な

振
動

に
対

す
る

性
能

評
価

曲
線

鹿
又

理
沙

（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 知
覚

閾
 不

安
度

合
 不

快
度

合
 非

定
常

・
風

切
音

が
水

平
振

動
感

覚
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
実

験
的

研
究

　
そ

の
1
　

被
験

者
実

験
の

概
要

と
体

感
知

覚
に

お
け

る
結

果
久

木
章

江
（
文

化
学

園
大

）
・
斎

藤
美

彩
子

・
石

川
孝

重
環

境
振

動
 水

平
振

動
 聴

覚
 風

切
音

 不
快

度
合

 不
安

度
合

・
風

切
音

が
水

平
振

動
感

覚
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
実

験
的

研
究

　
そ

の
2
　

心
理

評
価

に
お

け
る

結
果

斎
藤

美
彩

子
（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
環

境
振

動
 水

平
振

動
 聴

覚
 風

切
音

 知
覚

閾
 被

験
者

実
験

・
実

験
装

置
及

び
実

験
方

法
の

検
討

　
鉛

直
振

動
に

対
す

る
年

齢
変

化
に

伴
う

振
動

感
覚

変
化

の
実

験
的

検
討

：
そ

の
1

渡
部

雄
大

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
・
杉

崎
貴

弘
・
伊

藤
東

平
鉛

直
振

動
 閾

値
 振

動
感

覚
 年

齢
変

化
 全

身
振

動
 評

価
曲

線

・
閾

値
の

測
定

及
び

振
動

感
覚

特
性

の
検

討
　

鉛
直

振
動

に
対

す
る

年
齢

変
化

に
伴

う
振

動
感

覚
変

化
の

実
験

的
検

討
：
そ

の
2

杉
崎

貴
弘

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
・
渡

部
雄

大
・
伊

藤
東

平
鉛

直
振

動
 閾

値
 振

動
感

覚
 大

き
さ

感
覚

 年
齢

変
化

 評
価

曲
線

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
６

度
（平

成
2
8
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

３
）
　

　
九

州
：
福

岡
大

学
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加
振

力
・
地

盤
伝

搬

・
コ

ン
サ

ー
ト

時
の

た
て

の
り

動
作

に
対

す
る

設
計

用
加

振
力

田
口

典
生

（
大

成
建

設
）
・
早

部
安

弘
・

岡
山

真
之

介
・
今

村
公

威
・
土

屋
隆

た
て

の
り

 加
振

力
 コ

ン
サ

ー
ト

 多
人

数
 倍

調
成

分
 加

振
実

験

・
試

験
車

両
を

用
い

た
地

盤
と

建
物

の
振

動
特

性
把

握
の

た
め

の
路

面
人

工
段

差
走

行
実

験
石

田
理

永
（
石

田
振

動
環

境
研

究
室

）
・

安
藤

孝
久

・
磯

部
徹

道
路

交
通

振
動

 局
部

段
差

位
置

 固
有

振
動

数
 距

離
減

衰
 入

力
損

失
建

物
内

振
動

増
幅

・
表

面
波

探
査

法
に

基
づ

く
地

盤
応

答
解

析
の

精
度

検
討

　
そ

の
5
　

実
測

デ
ー

タ
に

よ
る

妥
当

性
検

証
田

中
彩

（
鹿

島
建

設
）

環
境

振
動

 表
面

波
探

査
法

 地
盤

応
答

解
析

 せ
ん

断
波

速
度

 表
層

厚

・
多

様
な

工
事

振
動

の
伝

播
特

性
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
 ア

レ
ー

微
動

観
測

と
表

面
波

探
査

に
よ

る
地

下
構

造
調

査
津

野
靖

士
（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
野

寄
真

徳
・

横
山

秀
史

・
岩

田
裕

一
工

事
振

動
 伝

播
特

性
 地

下
構

造
調

査
 ア

レ
ー

微
動

観
測

 表
面

波
探

査

・
高

架
橋

と
近

傍
地

盤
に

お
け

る
鉄

道
振

動
の

多
点

同
時

測
定

野
寄

真
徳

（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
津

野
靖

士
・

横
山

秀
史

高
架

橋
 鉄

道
振

動
 多

点
同

時
測

定
 地

盤

建
物

振
動

・
解

析

・
居

住
者

の
体

感
振

動
を

基
に

し
た

戸
建

て
住

宅
の

振
動

に
関

わ
る

申
し

入
れ

事
例

の
分

析
東

田
豊

彦
（
積

水
ハ

ウ
ス

）
・
平

尾
善

裕
・
国

松
直

戸
建

て
住

宅
 居

住
者

 環
境

振
動

 体
感

振
動

方
向

 振
動

源
 振

動
規

制
法

・
住

宅
の

環
境

振
動

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
と

測
定

事
例

坪
井

恒
太

郎
（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
環

境
振

動
 戸

建
住

宅
 ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 木
造

 交
通

振
動

 振
動

測
定

・
環

境
振

動
に

よ
る

木
造

住
宅

の
増

幅
特

性
伊

奈
潔

（
中

央
建

鉄
）
・
藤

本
圭

介
・
中

村
昇

交
通

振
動

 水
平

振
動

 戸
建

住
宅

 壁
量

 振
動

加
速

度
レ

ベ
ル

 内
部

増
幅

・
地

盤
を

介
す

る
環

境
振

動
問

題
検

討
の

た
め

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
法

の
高

速
求

解
緒

方
誠

二
郎

（
鹿

島
建

設
）
・
坂

敏
秀

・
岩

本
賢

治
環

境
振

動
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
法

 高
速

求
解

法
 並

列
計

算
 複

素
密

行
列

 逆
行

列

・
解

体
工

事
建

物
と

隣
接

建
物

に
お

け
る

振
動

実
測

及
び

解
析

的
検

討
　

そ
の

3
 加

振
力

波
形

を
用

い
た

解
体

工
事

振
動

の
予

測
高

野
真

一
郎

（
大

林
組

）
・
小

島
宏

章
・

佐
々

木
文

夫
解

体
工

事
 加

振
力

 薄
層

要
素

法
 隣

接
建

物
 隣

接
建

物
間

動
的

相
互

作
用

床
振

動

・
間

仕
切

壁
に

よ
る

床
振

動
の

低
減

効
果

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
　

そ
の

1
．

間
仕

切
壁

施
工

前
後

の
床

振
動

測
定

慶
祐

一
（
竹

中
工

務
店

）
・
若

林
博

・
岩

間
和

博
・
松

永
裕

樹
・
福

本
晃

治
・
三

谷
貴

志
・
土

井
尚

・
山

田
晃

平

床
振

動
 間

仕
切

壁
 減

衰
定

数
 歩

行
加

振
力

・
間

仕
切

壁
に

よ
る

床
振

動
の

低
減

効
果

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
　

そ
の

2
．

間
仕

切
壁

施
工

前
の

F
E
M

モ
デ

ル
作

成

岩
間

和
博

（
竹

中
工

務
店

）
・
若

林
博

・
松

永
裕

樹
・
慶

祐
一

・
福

本
晃

治
・
三

谷
貴

志
・

土
井

尚
・
山

田
晃

平

床
振

動
 間

仕
切

壁
 減

衰
定

数
 歩

行
加

振
力

・
間

仕
切

壁
に

よ
る

床
振

動
の

低
減

効
果

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
　

そ
の

3
．

間
仕

切
壁

施
工

後
の

床
の

振
動

特
性

の
考

察

松
永

裕
樹

（
竹

中
工

務
店

）
・
若

林
博

・
岩

間
和

博
・
慶

祐
一

・
福

本
晃

治
・
三

谷
貴

志
・

土
井

尚
・
山

田
晃

平

床
振

動
 間

仕
切

壁
 減

衰
定

数
 歩

行
加

振
力

・
人

の
歩

行
時

の
床

振
動

に
関

す
る

予
測

式
の

比
較

増
田

圭
司

（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
小

河
利

行
床

振
動

 歩
行

 １
質

点
系

 評
価

 応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
 共

振

２
０

１
７

度
（
平

成
2
9
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
中

国
：広

島
工

業
大

学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド
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・
歩

行
振

動
の

ば
ら

つ
き

に
関

わ
る

測
定

事
例

　
同

一
人

物
に

よ
る

ば
ら

つ
き

の
検

討
佐

野
泰

之
（
愛

知
工

業
大

）
・
平

松
和

嗣
・

神
谷

俊
行

歩
行

振
動

 外
力

ば
ら

つ
き

 測
定

誤
差

 体
重

と
の

関
係

 履
物

 環
境

振
動

振
動

制
御

・
建

設
機

械
用

多
段

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
4
　

装
置

の
改

良
皆

川
佳

祐
（
埼

玉
工

業
大

）
・
藤

田
聡

・
露

木
保

男
・
藤

村
直

人
建

設
機

械
 解

体
工

事
 振

動
制

御
 制

振
装

置
 ダ

ン
パ

 動
吸

振
器

・
建

設
機

械
用

多
段

マ
ス

ダ
ン

パ
ー

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
5
　

試
験

結
果

に
基

づ
く
建

物
へ

の
影

響
の

検
討

藤
田

聡
（
東

京
電

機
大

）
・
皆

川
佳

祐
・

露
木

保
男

・
藤

村
直

人
建

設
機

械
 解

体
工

事
 振

動
制

御
 制

振
装

置
 ダ

ン
パ

 動
吸

振
器

・
膜

型
圧

電
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
を

用
い

た
制

振
装

置
に

よ
る

床
振

動
環

境
改

善
技

術
の

適
用

例
松

下
仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
・
横

山
裕

床
振

動
 制

振
 事

後
対

策
 振

動
評

価
 継

続
時

間
 許

容
率

振
動

発
電

・
振

動
発

電
技

術
の

適
用

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
　

建
設

重
機

の
振

動
に

よ
る

重
機

の
状

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
検

討
井

上
竜

太
（
竹

中
工

務
店

）
振

動
発

電
 重

機
 状

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 ビ

ー
コ

ン
 地

盤
振

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ー

ベ
ス

テ
ィ

ン
グ

・
振

動
発

電
技

術
の

適
用

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
 高

架
橋

の
鉄

道
振

動
に

よ
る

演
出

照
明

へ
の

適
用

可
能

性
に

関
す

る
検

討
鈴

木
庸

介
（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
・

山
中

一
克

・
井

上
真

樹
・
櫨

広
樹

振
動

発
電

 高
架

橋
 L

E
D

 照
明

・
振

動
発

電
技

術
の

適
用

に
関

す
る

研
究

 そ
の

3
 設

備
振

動
に

よ
る

温
湿

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
実

態
調

査
沼

中
秀

一
（
竹

中
工

務
店

）
・
山

中
一

克
・

井
上

竜
太

振
動

発
電

 ワ
イ

ド
バ

ン
ド

 エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ー
ベ

ス
テ

ィ
ン

グ
 ダ

ク
ト

 温
湿

度
セ

ン
サ

・
振

動
発

電
技

術
の

適
用

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
4
　

環
境

発
電

デ
バ

イ
ス

に
よ

る
セ

ン
サ

シ
ス

テ
ム

の
長

期
安

定
稼

働
に

関
す

る
実

証
試

験
山

中
一

克
（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ー

ベ
ス

テ
ィ

ン
グ

 振
動

発
電

 空
調

ダ
ク

ト
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 蓄

電

振
動

実
験

・
測

定
法

・
枠

組
壁

工
法

に
よ

る
6
階

建
て

実
大

実
験

棟
の

振
動

特
性

（
そ

の
1
）
　

ー
実

験
概

要
ー

国
松

直
（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・
濱

本
卓

司
・
平

尾
善

裕
・
福

波
珠

恵
・
槌

本
敬

大
枠

組
壁

工
法

 6
 階

建
て

 実
大

実
験

棟
 振

動
特

性
 強

制
加

振
 常

時
微

動

・
枠

組
壁

工
法

に
よ

る
6
階

建
て

実
大

実
験

棟
の

振
動

特
性

（
そ

の
2
）
　

―
外

部
・
内

部
加

振
結

果
―

平
尾

善
裕

（
小

林
理

学
研

究
所

）
・
濱

本
卓

司
・

国
松

直
・
林

健
太

郎
・
福

波
珠

恵
環

境
振

動
 内

部
加

振
 外

部
加

振
 強

制
加

振
 振

動
増

幅
 共

振
特

性

・
枠

組
壁

工
法

に
よ

る
6
階

建
て

実
大

実
験

棟
の

振
動

特
性

（
そ

の
3
）
　

常
時

微
動

と
交

通
振

動
の

測
定

結
果

小
林

正
純

（
東

京
都

市
大

）
・
濱

本
卓

司
・

崔
井

圭
・
国

松
直

・
福

波
珠

恵
常

時
微

動
 交

通
振

動
 伝

達
関

数
 固

有
振

動
数

 モ
ー

ド
形

 減
衰

比

・
環

境
振

動
測

定
に

お
け

る
振

動
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

設
置

共
振

　
そ

の
1
　

正
弦

波
加

振
の

場
合

足
立

大
（
リ

オ
ン

）
・
小

谷
朋

央
貴

環
境

振
動

 設
置

共
振

 絨
毯

 振
動

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

 振
動

加
速

度
 加

速
度

・
環

境
振

動
測

定
に

お
け

る
振

動
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

設
置

共
振

　
そ

の
2
　

実
加

振
源

の
場

合
小

谷
朋

央
貴

（
フ

ジ
タ

）
・
足

立
大

環
境

振
動

 設
置

共
振

 絨
毯

 振
動

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

 振
動

加
速

度
 標

準
床

衝
撃

源

振
動

感
覚

・
性

能
評

価
(1

)

・
新

幹
線

振
動

を
対

象
と

し
た

鉛
直

・
水

平
方

向
の

複
合

振
動

が
振

動
感

覚
に

及
ぼ

す
影

響
　

交
通

振
動

に
対

す
る

住
宅

床
の

体
感

振
動

評
価

に
関

す
る

研
究

：
そ

の
5

松
田

貫
（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）
・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

交
通

振
動

 振
動

感
覚

 鉛
直

振
動

 水
平

振
動

 複
合

振
動

 住
宅

・
振

動
感

覚
閾

値
及

び
振

動
感

覚
周

波
数

特
性

の
検

討
　

鉛
直

振
動

に
対

す
る

年
齢

変
化

に
伴

う
振

動
感

覚
変

化
の

実
験

的
検

討
：
そ

の
3

杉
崎

貴
弘

（
奥

村
組

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
・
伊

藤
東

平
鉛

直
振

動
 閾

値
 振

動
感

覚
 大

き
さ

感
覚

 年
齢

変
化

 評
価

曲
線

・
歩

行
振

動
に

対
す

る
床

居
住

性
能

評
価

手
法

の
提

案
　

そ
の

3
：
振

動
台

体
感

試
験

に
よ

る
提

案
手

法
の

妥
当

性
検

証
遠

山
解

（
森

ビ
ル

）
・
岡

部
和

正
・
石

川
孝

重
・

片
岡

達
也

・
今

鉾
淳

史
・
山

浦
夕

佳
歩

行
振

動
 居

住
性

能
評

価
 振

動
台

体
感

試
験

 評
価

手
法

 性
能

設
計

・
官

能
検

査
条

件
が

歩
行

振
動

の
居

住
性

評
価

に
お

よ
ぼ

す
影

響
小

山
雄

平
（
東

京
工

業
大

）
・
福

田
眞

太
郎

・
横

山
裕

歩
行

振
動

 官
能

検
査

 居
住

性
 性

能
値

 試
料

床
 振

動
台

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
７

度
（
平

成
2
9
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
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性
能

評
価

・
非

定
常

的
な

水
平

振
動

に
対

す
る

感
覚

評
価

手
法

の
検

討
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
 そ

の
3
1

平
間

ち
ひ

ろ
（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
・

久
木

章
江

環
境

振
動

 水
平

振
動

 実
振

動
 心

理
量

 ﾌ
ｰ

ﾘ
ｴ
振

幅
ｽ

ﾍ
ﾟｸ

ﾄﾙ
 被

験
者

実
験

・
非

定
常

的
な

水
平

振
動

の
感

覚
評

価
手

法
に

も
と

づ
く
設

計
試

算
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
 そ

の
3
2

石
川

孝
重

（
日

本
女

子
大

）
・久

木
章

江
・

平
間

ち
ひ

ろ

環
境

振
動

設
計

 水
平

振
動

 実
振

動
 卓

越
振

動
数

 ﾌ
ｰ

ﾘ
ｴ
振

幅
ｽ

ﾍ
ｸ
ﾄﾙ

 性
能

設
計

・
振

動
台

を
用

い
た

被
験

者
実

験
の

概
要

と
方

法
　

環
境

振
動

に
対

す
る

作
業

難
度

に
関

す
る

実
験

的
研

究
そ

の
1

細
川

み
の

り
（
日

本
女

子
大

）
・石

川
孝

重
・

西
地

文
香

環
境

振
動

 水
平

振
動

 作
業

難
度

 振
動

数
 加

速
度

 被
験

者
実

験

・
水

平
振

動
下

に
お

け
る

各
作

業
の

特
徴

　
環

境
振

動
に

対
す

る
作

業
難

度
に

関
す

る
実

験
的

研
究

　
そ

の
2

久
木

章
江

（
文

化
学

園
大

）
・石

川
孝

重
・

西
地

文
香

環
境

振
動

 作
業

難
度

 被
験

者
実

験
 注

水
作

業
 豆

運
び

作
業

 針
打

ち
作

業

・
水

平
振

動
下

に
お

け
る

作
図

作
業

の
特

徴
と

総
括

　
環

境
振

動
に

対
す

る
作

業
難

度
に

関
す

る
実

験
的

研
究

　
そ

の
3

西
地

文
香

（
日

本
女

子
大

）
・石

川
孝

重
環

境
振

動
 作

業
難

度
 被

験
者

実
験

 作
図

作
業

 加
振

方
向

 加
速

度

・
水

平
振

動
の

継
続

時
間

の
影

響
を

考
慮

し
た

評
価

方
法

に
関

す
る

実
験

的
検

討
林

健
太

郎
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
・

松
本

泰
尚

戸
建

て
住

宅
 外

部
振

動
 被

験
者

実
験

 水
平

振
動

 心
理

的
反

応
 継

続
時

間

２
０

１
７

度
（
平

成
2
9
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

３
）
　

　
中

国
：
広

島
工

業
大

学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

63



 
 

 
 

測
定

法
・
シ

ス
テ

ム

・
環

境
振

動
測

定
に

お
け

る
振

動
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

設
置

共
振

　
そ

の
3
 金

属
板

の
影

響
足

立
大

（
リ

オ
ン

）
・
小

谷
朋

央
貴

環
境

振
動

 設
置

共
振

 絨
毯

 振
動

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

 金
属

板
 振

動
加

速
度

・
木

造
床

に
お

け
る

振
動

測
定

・
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

実
験

　
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

設
置

方
法

と
床

の
浮

き
の

影
響

に
関

す
る

検
討

佐
野

泰
之

（
愛

知
工

業
大

）
・
藤

野
栄

一
・

小
谷

朋
央

貴
・
神

谷
俊

行
・
伊

積
康

彦
・
中

村
昇

測
定

方
法

 ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

設
置

方
法

 木
造

床
 部

材
の

浮
き

 環
境

振
動

・
標

準
重

量
衝

撃
源

を
用

い
た

床
の

振
動

特
性

評
価

大
塚

友
理

（
フ

ジ
タ

）
・
増

田
圭

司
床

振
動

 ゴ
ム

ボ
ー

ル
 伝

達
関

数
 加

振
力

 振
動

特
性

・
分

析
時

の
時

定
数

を
考

慮
し

た
振

動
評

価
量

の
換

算
方

法
の

実
験

的
検

討
松

田
貫

（
B

L
建

設
）
・
冨

田
隆

太
時

定
数

 振
動

レ
ベ

ル
 1

/
3
 オ

ク
タ

ー
ブ

バ
ン

ド
 相

対
加

速
度

レ
ベ

ル
 換

算
方

法 分
析

方
法

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
用

い
た

簡
易

な
環

境
振

動
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
の

開
発

　
そ

の
1
　

鉛
直

振
動

に
対

す
る

居
住

性
能

評
価

へ
の

適
用

杉
浦

良
和

（
日

本
設

計
）
・
山

田
有

孝
・

山
下

淳
一

・
丸

谷
翔

平
床

振
動

 居
住

性
能

評
価

 簡
易

評
価

 ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
 振

動
計

測
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
用

い
た

簡
易

な
環

境
振

動
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
の

開
発

　
そ

の
2
 シ

ス
テ

ム
の

妥
当

性
と

適
用

範
囲

の
確

認
丸

谷
翔

平
（
日

本
設

計
）
・
山

田
有

孝
・

山
下

淳
一

・
杉

浦
良

和
床

振
動

 居
住

性
能

評
価

 簡
易

評
価

 ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
 振

動
計

測
実

験
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

振
動

予
測

・
解

析

・
歩

行
振

動
測

定
結

果
に

基
づ

く
歩

行
加

振
力

の
考

察
松

永
裕

樹
（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
・

犬
伏

徹
志

・
荏

本
孝

久
床

振
動

 歩
行

加
振

力
 減

衰
定

数
 振

動
解

析

・
居

住
性

か
ら

み
た

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
予

測
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

石
田

渉
（
東

京
工

業
大

）
・
小

山
雄

平
・

福
田

眞
太

郎
・
横

山
裕

歩
行

振
動

  
木

造
大

ス
パ

ン
床

  
在

来
軸

組
構

法
 予

測
方

法
  
有

限
要

素
法

居
住

性

・
自

走
式

立
体

駐
車

場
に

お
け

る
振

動
予

測
に

関
す

る
一

考
察

　
そ

の
1
　

振
動

実
測

の
概

要
と

結
果

笹
原

健
嗣

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
東

日
本

建
築

設
計

事
務

所
）
・
山

中
祐

一

自
走

式
立

体
駐

車
場

 自
動

車
走

行
振

動
 居

住
性

能
評

価
 振

動
加

速
度

レ
ベ

ル 1
/
3

オ
ク

タ
ー

ブ
バ

ン
ド

分
析

・
自

走
式

立
体

駐
車

場
に

お
け

る
振

動
予

測
に

関
す

る
一

考
察

　
そ

の
2
　

加
振

力
の

推
定

と
簡

易
予

測
解

析
に

よ
る

妥
当

性
確

認
山

中
祐

一
（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
東

日
本

建
築

設
計

事
務

所
）

自
走

式
立

体
駐

車
場

 自
動

車
走

行
振

動
 加

振
力

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 有

限
要

素
法

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
法

地
盤

振
動

・
対

策

・
遺

伝
的

最
適

化
手

法
と

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

法
を

用
い

た
地

盤
環

境
振

動
対

策
創

出
の

試
み

緒
方

誠
二

郎
（
鹿

島
建

設
）
・
天

野
和

洋
・

岩
本

賢
治

・
坂

敏
秀

地
盤

環
境

振
動

対
策

 遺
伝

的
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
法

 高
速

求
解

法

・
高

架
橋

と
近

傍
地

盤
に

お
け

る
鉄

道
振

動
の

多
点

同
時

測
定

　
そ

の
2
 近

傍
地

盤
の

地
下

構
造

調
査

野
寄

真
徳

（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
津

野
靖

士
・

横
山

秀
史

鉄
道

振
動

 多
点

同
時

測
定

 地
盤

表
面

波
探

査
 ア

レ
ー

微
動

探
査

・
多

様
な

工
事

振
動

の
伝

播
特

性
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

3
　

工
事

振
動

に
対

す
る

地
震

計
設

置
限

界
距

離
の

提
案

津
野

靖
士

（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
野

寄
真

徳
・

横
山

秀
史

・
岩

田
裕

一
工

事
振

動
 伝

播
特

性
 表

層
地

盤
 予

測
式

 地
震

計
設

置
限

界
距

離

・
外

部
振

動
源

に
対

す
る

R
C

土
間

床
の

入
力

低
減

効
果

　
そ

の
1
　

R
C

土
間

床
の

厚
さ

の
影

響
高

野
真

一
郎

（
大

林
組

）
・
小

島
宏

章
環

境
振

動
 外

部
加

振
 入

力
低

減
効

果
 R

C
土

間
床

 単
杭

 薄
層

要
素

法

・
積

層
制

振
に

よ
る

振
動

低
減

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
　

減
衰

性
能

の
向

上
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

井
上

竜
太

（
竹

中
工

務
店

）
制

振
鋼

板
 積

層
 ア

ク
セ

レ
ラ

ン
ス

 軽
量

化
 減

衰

・
膜

型
圧

電
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
を

用
い

た
制

振
技

術
の

鉄
骨

階
段

へ
の

適
用

事
例

松
下

仁
士

（
竹

中
工

務
店

）
・
熊

野
豪

人
微

振
動

 居
住

性
 ア

ク
テ

ィ
ブ

制
振

 階
段

 さ
さ

ら
桁

 膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

２
０

１
８

度
（
平

成
3
0
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
東

北
：
東

北
大

学

題
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振
動

感
覚

(1
)

・
実

住
宅

に
お

け
る

居
住

者
の

1
日

当
り

の
振

動
評

価
と

振
動

物
理

量
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

　
日

常
生

活
に

お
け

る
人

の
振

動
評

価
基

準
に

関
す

る
検

討
：
そ

の
1

後
藤

佑
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
振

動
評

価
 2

4
時

間
振

動
測

定
 実

住
宅

 暴
露

量
 知

覚
回

数

・
建

物
内

の
振

動
に

対
す

る
心

理
的

反
応

の
評

価
尺

度
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

林
健

太
郎

（
べ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
・

松
本

泰
尚

・
東

田
豊

彦
建

物
内

振
動

 心
理

的
反

応
 ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 評
価

尺
度

 程
度

の
表

現
語

外
部

振
動

源

・
官

能
検

査
条

件
が

歩
行

振
動

の
居

住
性

評
価

に
お

よ
ぼ

す
影

響
　

そ
の

2
 同

一
の

検
査

員
を

用
い

た
検

討
小

山
雄

平
（
東

京
工

業
大

）
・
福

田
眞

太
郎

・
横

山
裕

歩
行

振
動

 官
能

検
査

 居
住

性
 性

能
値

 試
料

床
 振

動
台

・
鉛

直
－

水
平

2
軸

振
動

に
対

す
る

人
の

心
理

的
応

答
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

松
本

泰
尚

（
埼

玉
大

）
・
植

松
武

是
・
林

健
太

郎
・
石

田
理

永
・
横

山
裕

環
境

振
動

 交
通

振
動

 心
理

的
応

答
 評

価
 複

合
振

動
 被

験
者

実
験

振
動

感
覚

(2
)

・
非

定
常

的
な

水
平

振
動

に
対

す
る

超
過

継
続

時
間

の
感

覚
評

価
へ

の
影

響
　

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

振
動

感
覚

の
評

価
に

向
け

て
　

そ
の

3
3

平
間

ち
ひ

ろ
（
日

本
女

子
大

）
・
石

川
孝

重
環

境
振

動
 水

平
振

動
 超

過
継

続
時

間
 卓

越
振

動
数

 目
標

加
速

度
 不

安
感

・
水

平
方

向
の

交
通

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

方
法

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
　

そ
の

1
　

心
理

学
的

尺
度

相
互

の
関

係
と

性
能

候
補

値
の

算
出

山
添

宜
人

（
東

京
工

業
大

）
・
小

山
雄

平
・

福
田

眞
太

郎
・
横

山
裕

水
平

振
動

 交
通

振
動

 居
住

性
 官

能
検

査
 心

理
学

的
尺

度
 性

能
候

補
値

・
水

平
方

向
の

交
通

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

方
法

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
　

そ
の

2
　

心
理

学
的

尺
度

と
性

能
候

補
値

の
関

係
の

検
討

横
山

裕
（
東

京
工

業
大

）
・
山

添
宜

人
・

小
山

雄
平

・
福

田
眞

太
郎

性
能

値
 継

続
時

間
 参

照
値

 時
定

数
 ス

ピ
ア

マ
ン

の
順

位
相

関
係

数

・
風

揺
れ

に
対

す
る

居
住

性
能

評
価

の
た

め
の

水
平

方
向

振
動

台
体

感
試

験
佐

藤
ま

ど
か

（
山

下
設

計
）
・
片

岡
達

也
・

石
川

孝
重

・
岡

部
和

正
・
遠

山
解

水
平

振
動

 居
住

性
能

評
価

 振
動

台
体

感
試

験
 知

覚
確

率
 振

幅
 視

覚
情

報

建
物

振
動

・
解

析

・
居

住
者

の
体

感
振

動
を

基
に

し
た

戸
建

て
住

宅
の

振
動

に
係

る
申

し
入

れ
事

例
の

分
析

　
そ

の
2

東
田

豊
彦

（
積

水
ハ

ウ
ス

）
・
平

尾
善

裕
・
国

松
直

戸
建

て
住

宅
 居

住
者

 環
境

振
動

 振
動

源
 振

動
源

構
造

 建
物

辺
長

・
環

境
振

動
の

地
盤

伝
搬

特
性

の
実

験
的

検
討

　
戸

建
住

宅
の

実
用

的
環

境
振

動
予

測
法

に
関

す
る

研
究

そ
の

1
坪

井
恒

太
郎

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
環

境
振

動
 戸

建
住

宅
 交

通
振

動
 振

動
測

定

・
環

境
振

動
に

よ
る

木
造

住
宅

の
増

幅
特

性
（
そ

の
2
 実

験
棟

の
検

証
測

定
）

伊
奈

潔
（
中

央
建

鉄
）
・
藤

本
圭

介
・
中

村
昇

交
通

振
動

 水
平

振
動

 戸
建

住
宅

 壁
量

 振
動

加
速

度
レ

ベ
ル

 内
部

増
幅

・
環

境
振

動
に

よ
る

木
造

住
宅

の
増

幅
特

性
（
そ

の
3
　

増
幅

の
要

因
分

析
）

藤
本

圭
介

（
中

央
建

鉄
）
・
伊

奈
潔

・
中

村
昇

交
通

振
動

 内
部

増
幅

 壁
量

 水
平

振
動

 戸
建

住
宅

 多
変

量
解

析

・
枠

組
壁

工
法

に
よ

る
6
階

建
て

実
大

実
験

棟
の

周
囲

振
動

・
外

部
加

振
に

よ
る

振
動

特
性

の
詳

細
検

討
国

松
直

（
産

業
技

術
総

合
研

究
所

）
・
濱

本
卓

司
・
平

尾
善

裕
・
小

林
正

純
環

境
振

動
 振

動
計

測
 枠

組
壁

工
法

 周
囲

振
動

 外
部

加
振

 振
動

特
性

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
８

度
（
平

成
30

年
）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
東

北
：
東

北
大

学
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振
動

測
定

・
対

策

・
在

来
線

鉄
道

の
振

動
測

定
分

析
事

例
　

－
測

定
結

果
の

ば
ら

つ
き

に
及

ぼ
す

要
因

の
検

討
－

小
谷

朋
央

貴
（
フ

ジ
タ

）
・
冨

田
隆

太
・
横

島
潤

紀
・
伊

積
康

彦
環

境
振

動
 鉄

道
振

動
 走

行
速

度
 振

動
加

速
度

 測
定

本
数

 標
準

誤
差

・
IC

T
 を

利
用

し
た

工
事

振
動

2
4
 時

間
監

視
シ

ス
テ

ム
の

試
行

成
田

修
英

（
戸

田
建

設
）
・
保

井
美

敏
・
小

阪
宏

之
環

境
振

動
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 I
C

T

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
用

い
た

簡
易

な
環

境
振

動
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
の

開
発

　
そ

の
3
 風

に
よ

る
水

平
振

動
に

対
す

る
居

住
性

能
評

価
へ

の
適

用
丸

谷
翔

平
（
日

本
設

計
）
・
杉

浦
良

和
・

山
下

淳
一

・
古

宮
嘉

之
水

平
振

動
 居

住
性

能
評

価
 風

揺
れ

 ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
 振

動
計

測
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

・
防

振
シ

ス
テ

ム
入

れ
替

え
に

よ
る

大
型

プ
レ

ス
機

械
か

ら
発

生
す

る
振

動
公

害
対

策
　

そ
の

1
　

プ
レ

ス
防

振
の

概
要

と
事

前
測

定

河
野

翔
一

（
ゲ

ル
ブ

・
ジ

ャ
パ

ン
）
・
山

口
悠

樹
・

金
子

修
平

防
振

 環
境

振
動

 コ
イ

ル
ば

ね
 ダ

ン
パ

ー
 測

定
 サ

ー
ボ

プ
レ

ス

・
防

振
シ

ス
テ

ム
入

れ
替

え
に

よ
る

大
型

プ
レ

ス
機

械
か

ら
発

生
す

る
振

動
公

害
対

策
　

そ
の

2
　

測
定

デ
ー

タ
に

基
づ

く
予

測
検

討
と

防
振

シ
ス

テ
ム

入
れ

替
え

後
の

効
果

検
証

山
口

悠
樹

（
ゲ

ル
ブ

・
ジ

ャ
パ

ン
）
・
河

野
翔

一
・

金
子

修
平

防
振

 環
境

振
動

 コ
イ

ル
ば

ね
 ダ

ン
パ

ー
 測

定
 サ

ー
ボ

プ
レ

ス

加
振

力

・
低

振
動

数
防

振
床

を
用

い
た

人
間

の
動

作
に

よ
る

加
振

力
の

研
究

（
そ

の
1
. 
試

験
体

の
設

計
と

施
工

）
山

本
耕

司
（
竹

中
工

務
店

）
・
井

上
竜

太
・

松
永

裕
樹

・
金

子
修

平
タ

テ
ノ

リ
振

動
 浮

床
 1

H
z 

コ
イ

ル
ば

ね
 粘

性
ダ

ン
パ

ー
 モ

ッ
ク

ア
ッ

プ

・
低

振
動

数
防

振
床

を
用

い
た

人
間

の
動

作
に

よ
る

加
振

力
の

研
究

　
そ

の
2
．

連
続

歩
行

動
作

の
倍

調
波

成
分

に
関

す
る

検
討

松
永

裕
樹

（
竹

中
工

務
店

）
・
山

本
耕

司
・

井
上

竜
太

・
金

子
修

平
歩

行
振

動
 倍

調
波

成
分

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 1

/
3
 オ

ク
タ

ー
ブ

分
析

・
低

振
動

数
防

振
床

を
用

い
た

人
間

の
動

作
に

よ
る

加
振

力
の

研
究

　
そ

の
3
　

跳
躍

着
地

に
よ

る
加

振
力

に
関

す
る

検
討

井
上

竜
太

（
竹

中
工

務
店

）
・
松

永
裕

樹
・

山
本

耕
司

・
金

子
修

平
跳

躍
着

地
 加

振
力

 コ
ン

サ
ー

ト
 た

て
の

り
 多

人
数

 倍
調

波

・
戸

建
住

宅
の

実
用

的
環

境
振

動
予

測
法

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
　

電
車

通
過

時
の

振
動

源
近

傍
に

お
け

る
振

動
加

速
度

の
測

定
坪

井
恒

太
郎

（
大

成
建

設
）
・
井

上
勝

夫
・

冨
田

隆
太

環
境

振
動

 鉄
道

振
動

 加
振

力
 振

動
予

測

振
動

予
測

・
解

析

・
実

建
物

で
の

計
測

に
基

づ
く
環

境
振

動
予

測
解

析
事

例
　

そ
の

1
　

対
象

建
物

と
計

測
内

容
お

よ
び

予
測

解
析

の
全

体
像

田
中

靖
彦

（
安

藤
・
間

）
・
佐

野
泰

之
・
林

健
太

郎
・
緒

方
誠

二
郎

・
石

橋
敏

久
・
山

中
祐

一
・

増
田

圭
司

環
境

振
動

 床
振

動
 振

動
計

測
 振

動
予

測
 予

測
解

析

・
実

建
物

で
の

計
測

に
基

づ
く
環

境
振

動
予

測
解

析
事

例
　

そ
の

2
　

対
象

建
物

の
振

動
特

性
と

伝
搬

性
状

佐
野

泰
之

（
愛

知
工

業
大

）
・
田

中
靖

彦
・

緒
方

誠
二

郎
・
林

健
太

郎
・
石

橋
敏

久
環

境
振

動
 床

振
動

 振
動

計
測

 振
動

モ
ー

ド
 上

下
階

伝
搬

 地
盤

加
振

・
実

建
物

で
の

計
測

に
基

づ
く
環

境
振

動
予

測
解

析
事

例
　

そ
の

3
　

加
振

階
で

の
応

答
振

動
に

対
す

る
予

測
解

析
（
事

例
1
）

増
田

圭
司

（
フ

ジ
タ

）
・
三

輪
田

吾
郎

・
鈴

木
健

司
・
佐

野
泰

之
・
田

中
靖

彦
・
山

中
祐

一
環

境
振

動
 床

振
動

 振
動

予
測

 予
測

解
析

 歩
行

振
動

・
実

建
物

で
の

計
測

に
基

づ
く
環

境
振

動
予

測
解

析
事

例
　

そ
の

4
　

下
階

に
伝

搬
す

る
振

動
に

対
す

る
予

測
解

析
（
事

例
2
）

山
中

祐
一

（
J
R

東
日

本
建

築
設

計
）
・

朝
日

智
生

・
佐

野
泰

之
・
田

中
靖

彦
環

境
振

動
 予

測
解

析
 上

下
階

振
動

伝
搬

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

法
 有

限
要

素
法

・
実

建
物

で
の

計
測

に
基

づ
く
環

境
振

動
予

測
解

析
事

例
　

そ
の

5
 地

盤
を

伝
搬

す
る

振
動

に
対

す
る

検
証

解
析

（
事

例
3
）

緒
方

誠
二

郎
（
鹿

島
建

設
）
・
山

中
祐

一
・

石
田

琢
志

・
佐

野
泰

之
・
佐

伯
兼

久
・
田

中
靖

彦

地
盤

環
境

振
動

 環
境

振
動

計
測

 距
離

減
衰

 薄
層

要
素

法
 有

限
要

素
法

 混
合

法

・
解

析
モ

デ
ル

の
差

異
に

よ
る

基
礎

入
力

損
失

の
基

礎
的

検
討

田
口

典
生

（
大

成
建

設
）

環
境

振
動

 基
礎

入
力

損
失

 振
動

解
析

 薄
層

要
素

法
 有

限
要

素
法

２
０

１
９

年
度

（
平

成
3
1
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
北

陸
：金

沢
工

業
大

学

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー
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地
盤

振
動

・
高

架
橋

脚
基

礎
の

モ
デ

ル
化

の
違

い
に

よ
る

周
辺

地
盤

の
面

的
な

交
通

振
動

応
答

予
測

へ
の

影
響

石
田

理
永

（
石

田
振

動
環

境
研

究
室

）
・
関

口
徹

・
大

塚
貫

司
高

架
道

路
 加

振
力

 振
動

伝
播

 杭
基

礎
 パ

イ
ル

キ
ャ

ッ
プ

 3
次

元
有

限
要

素
法

・
高

架
橋

と
近

傍
地

盤
に

お
け

る
鉄

道
振

動
の

多
点

同
時

測
定

　
そ

の
3
　

現
地

測
定

デ
ー

タ
を

用
い

た
鉄

道
振

動
予

測
手

法
野

寄
真

徳
（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
津

野
靖

士
・

横
山

秀
史

鉄
道

振
動

 振
動

予
測

手
法

 地
盤

 現
地

測
定

デ
ー

タ
 距

離
減

衰

・
高

架
橋

と
近

傍
地

盤
に

お
け

る
鉄

道
振

動
の

多
点

同
時

測
定

　
そ

の
4
 鉄

道
振

動
に

よ
る

波
動

の
干

渉
効

果
に

関
す

る
検

討
津

野
靖

士
（
鉄

道
総

合
技

研
）
・
野

寄
真

徳
・

横
山

秀
史

鉄
道

振
動

 振
動

予
測

手
法

 地
盤

 現
地

測
定

デ
ー

タ
 干

渉

・
平

面
道

路
が

併
設

さ
れ

た
高

架
道

路
周

辺
に

お
け

る
交

通
振

動
伝

搬
性

状
大

塚
貫

司
（
千

葉
大

）
・
関

口
徹

・
石

田
理

永
交

通
振

動
 振

動
伝

搬
 距

離
減

衰
 高

架
道

路
 平

面
道

路
 振

動
測

定

・
表

面
波

探
査

法
に

基
づ

く
地

盤
応

答
解

析
の

精
度

検
討

　
そ

の
6
　

簡
易

加
振

源
を

用
い

た
表

層
地

盤
の

伝
播

速
度

お
よ

び
表

層
厚

の
推

定
田

中
彩

（
鹿

島
建

設
）
・
岩

本
賢

治
・
緒

方
誠

二
郎

環
境

振
動

 表
面

波
探

査
法

 地
盤

応
答

解
析

 イ
ン

パ
ク

ト
ハ

ン
マ

ー
 表

面
波

速
度

 表
層

厚

戸
建

て
住

宅

・
非

構
造

部
材

の
振

動
障

害
に

関
す

る
文

献
調

査
　

そ
の

2
木

造
建

物
の

損
傷

限
界

伊
奈

潔
（
中

央
建

鉄
）
・
藤

本
圭

介
非

構
造

部
材

 振
動

加
速

度
 損

傷
 層

間
変

形
角

 建
設

工
事

 仕
上

げ
材

・
環

境
振

動
に

よ
る

木
造

住
宅

の
増

幅
特

性
　

そ
の

4
 固

有
振

動
数

帯
域

の
増

幅
特

性
藤

本
圭

介
（
中

央
建

鉄
）
・
伊

奈
潔

・
中

村
昇

・
鎌

田
貴

久
交

通
振

動
 水

平
振

動
 戸

建
住

宅
 壁

量
 固

有
振

動
数

 内
部

増
幅

・
戸

建
て

住
宅

の
環

境
振

動
に

お
け

る
性

能
評

価
レ

ベ
ル

推
定

の
考

え
方

東
田

豊
彦

（
積

水
ハ

ウ
ス

）
・
平

尾
善

裕
・

杉
本

健
一

・
国

松
直

戸
建

て
住

宅
 環

境
振

動
 設

計
指

針
 加

速
度

応
答

予
測

 地
盤

振
動

加
速

度
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

振
動

評
価

(1
)

・
日

常
生

活
に

お
け

る
人

の
振

動
評

価
基

準
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
　

実
住

宅
に

お
け

る
1
日

を
対

象
と

し
た

居
住

者
の

振
動

感
覚

評
価

と
振

動
応

答
量

に
関

す
る

検
討

後
藤

佑
太

（
日

本
大

）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
振

動
感

覚
評

価
 2

4
時

間
振

動
測

定
 実

住
宅

 振
動

知
覚

閾
値

 暴
露

量
知

覚
回

数
・
知

覚
秒

数

・
建

物
水

平
振

動
に

対
す

る
居

住
性

能
の

評
定

尺
度

に
関

す
る

実
験

的
検

討
林

健
太

郎
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
・

松
本

泰
尚

・
東

田
豊

彦
・
竹

廣
凌

河
建

物
振

動
 心

理
的

反
応

 評
定

尺
度

 被
験

者
実

験
 外

部
振

動
源

 水
平

振
動

・
床

面
の

剛
性

が
歩

行
振

動
の

居
住

性
評

価
に

お
よ

ぼ
す

影
響

小
山

雄
平

（
東

京
工

業
大

）
・
山

添
宜

人
・

福
田

眞
太

郎
・
横

山
裕

歩
行

振
動

 官
能

検
査

 居
住

性
 性

能
値

 床
面

の
剛

性
 振

動
台

・
交

通
振

動
に

対
す

る
住

宅
床

の
体

感
振

動
評

価
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

6
：
鉛

直
振

動
と

水
平

振
動

の
複

数
軸

が
同

時
暴

露
さ

れ
た

場
合

の
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

松
田

貫
（
B

L
建

設
）
・
井

上
勝

夫
・
冨

田
隆

太
交

通
振

動
 振

動
感

覚
 鉛

直
振

動
 水

平
振

動
 複

合
振

動
 居

住
床

・
水

平
方

向
の

交
通

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

方
法

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
　

そ
の

3
　

前
後

振
動

お
よ

び
2
方

向
複

合
振

動
に

関
す

る
検

討
山

添
宜

人
（
東

京
工

業
大

）
・
小

山
雄

平
・

福
田

眞
太

郎
・
横

山
裕

水
平

振
動

 交
通

振
動

 居
住

性
 官

能
検

査
 評

価
方

法
 複

合
振

動

振
動

評
価

(2
)

・
超

高
層

住
宅

の
水

平
振

動
居

住
性

に
対

す
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
マ

ス
ダ

ン
パ

ー
の

効
果

検
証

体
感

試
験

古
田

卓
也

（
森

ビ
ル

）
・
石

川
孝

重
・
岡

部
和

正
・
片

岡
達

也
・
遠

山
解

居
住

性
能

評
価

 振
動

台
体

感
試

験
 ｱ

ｸ
ﾃ
ｨﾌ

ﾞﾏ
ｽ

ﾀ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾟｰ

 水
平

振
動

 超
高

層
住

宅
 振

幅

・
脳

波
測

定
器

を
用

い
た

上
下

振
動

に
対

す
る

不
快

度
の

定
量

評
価

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
 脳

波
測

定
の

基
礎

実
験

三
輪

田
吾

郎
（
大

林
組

）
・
石

川
理

都
子

・
山

中
昌

之
・
江

村
勝

・
中

塚
光

一
・
満

倉
靖

恵
床

振
動

 居
住

性
 振

動
台

 生
体

信
号

 脳
波

 不
快

感

・
脳

波
測

定
器

を
用

い
た

上
下

振
動

に
対

す
る

不
快

度
の

定
量

評
価

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
 ア

ン
ケ

ー
ト

分
析

結
果

石
川

理
都

子
（
大

林
組

）
・
三

輪
田

吾
郎

・
山

中
昌

之
・
柏

俣
明

子
・
下

田
亮

太
・
満

倉
靖

恵
床

振
動

 居
住

性
 振

動
台

 振
動

感
覚

 不
快

感
 官

能
検

査

・
日

本
人

学
生

へ
の

調
査

　
居

住
環

境
へ

の
要

求
性

能
な

ら
び

に
満

足
度

に
関

す
る

研
究

そ
の

1
朱

雨
培

（
西

日
本

工
業

大
）
・
新

藤
智

居
住

性
 住

環
境

 要
求

性
能

 品
確

法
 C

A
S
B

E
E
 環

境
振

動

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

１
９

年
度

（
平

成
3
1
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
北

陸
：金

沢
工

業
大

学
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加
振

力

・
荷

重
測

定
盤

を
用

い
た

歩
行

加
振

力
計

測
鈴

木
健

司
（
清

水
建

設
）
・
平

戸
達

朗
歩

行
振

動
 加

振
力

 計
測

 床
振

動

・
環

境
振

動
領

域
に

着
目

し
た

子
ど

も
の

動
作

に
よ

る
加

振
力

特
性

一
柳

薫
（
日

本
大

）
・
冨

田
隆

太
・
井

上
勝

夫
環

境
振

動
領

域
 子

ど
も

の
動

作
 加

振
力

 靴
 靴

下
 年

齢

・
床

振
動

実
測

値
よ

り
求

め
た

歩
行

時
の

高
次

加
振

力
田

口
典

生
（
大

成
建

設
）
・
荒

木
陽

三
環

境
振

動
 歩

行
加

振
力

 高
次

加
振

力
 振

動
測

定
値

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス

・
機

械
か

ら
発

生
す

る
加

振
力

時
刻

歴
波

形
の

推
定

　
―

既
知

の
機

械
近

傍
振

動
加

速
度

レ
ベ

ル
を

用
い

た
検

討
―

大
塚

友
理

（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
中

村
佳

也
加

振
力

時
刻

歴
 伝

達
関

数
 環

境
振

動
 時

刻
歴

解
析

 振
動

加
速

度
レ

ベ
ル

標
準

発
生

源
ス

ペ
ク

ト
ル

地
盤

振
動

・
加

振
実

験
に

基
づ

く
地

盤
振

動
の

距
離

減
衰

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
1
．

実
験

概
要

お
よ

び
結

果
松

永
裕

樹
（
竹

中
工

務
店

）
・
村

山
広

樹
・
井

上
竜

太
成

層
地

盤
 H

M
D

 低
周

波
加

振
器

 防
振

溝

・
加

振
実

験
に

基
づ

く
地

盤
振

動
の

距
離

減
衰

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
2
. 
実

測
結

果
の

考
察

お
よ

び
再

現
解

析
村

山
広

樹
（
竹

中
工

務
店

）
・
松

永
裕

樹
・
井

上
竜

太
加

振
実

験
 地

盤
振

動
 ア

ク
セ

レ
ラ

ン
ス

 軸
対

称
有

限
要

素
法

 距
離

減
衰

振
動

伝
搬

・
平

面
道

路
が

併
設

さ
れ

た
高

架
道

路
周

辺
に

お
け

る
交

通
振

動
伝

搬
性

状
（
第

2
報

）
石

田
理

永
（
石

田
振

動
環

境
研

究
室

）
・
菅

野
哲

・
田

中
健

太
・
関

口
徹

地
盤

応
答

 三
方

向
振

動
 距

離
減

衰
 道

路
境

界
 振

動
測

定
 3

 次
元

有
限

要
素

法

振
動

制
御

・
対

策

・
反

共
振

型
T
M

D
を

用
い

た
設

備
振

動
の

低
減

に
関

す
る

研
究

阿
部

隆
之

（
竹

中
工

務
店

）
・
福

田
優

輝
・
井

上
竜

太
設

備
振

動
 T

M
D

 振
動

低
減

・
コ

ン
サ

ー
ト

公
演

時
の

観
客

の
動

作
に

よ
る

振
動

の
低

減
に

関
す

る
研

究
　

モ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
用

い
た

低
振

動
数

防
振

床
の

モ
ー

シ
ョ

ン
ガ

イ
ド

に
関

す
る

検
討

井
上

竜
太

（
竹

中
工

務
店

）
・
松

永
裕

樹
・
福

田
優

輝
・
山

本
耕

司
コ

ン
サ

ー
ト

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 多

人
数

 防
振

 た
て

の
り

 モ
ー

シ
ョ

ン
ガ

イ
ド

・
集

客
施

設
で

生
じ

る
た

て
の

り
振

動
の

制
御

及
び

人
体

の
動

的
応

答
を

考
慮

し
た

不
快

感
の

評
価

に
関

す
る

研
究

小
澤

摩
納

（
名

古
屋

大
）
・
朝

日
智

生
・
福

和
伸

夫
・
駒

澤
真

人
た

て
の

り
振

動
 防

振
床

 振
動

試
験

 不
快

感
 人

体
の

動
的

応
答

振
動

予
測

・
解

析

・
ス

ペ
ク

ト
ル

要
素

法
を

用
い

た
建

築
物

の
環

境
振

動
解

析
の

基
礎

的
検

討
荒

木
陽

三
（
大

成
建

設
）
・
増

田
潔

・
田

口
典

生
環

境
振

動
 振

動
解

析
 ス

ペ
ク

ト
ル

要
素

法
 有

限
要

素
法

 ビ
ー

ム
要

素
シ

ェ
ル

要
素

・
C

L
T
造

建
築

物
床

の
歩

行
振

動
性

状
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
そ

の
2
　

仕
上

げ
と

し
て

施
工

さ
れ

た
根

太
床

の
影

響
小

山
雄

平
（
東

京
工

業
大

）
・
大

橋
義

徳
・
福

田
眞

太
郎

・
横

山
裕

C
L
T
 歩

行
振

動
 居

住
性

 有
限

要
素

法
 根

太
床

 ハ
ー

フ
ラ

ッ
プ

ジ
ョ

イ
ン

ト

・
薄

層
要

素
法

を
用

い
た

交
通

に
起

因
す

る
地

盤
お

よ
び

建
物

内
の

振
動

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

三
橋

祐
太

（
構

造
計

画
研

究
所

）
・
原

田
浩

之
・
庄

司
正

弘
環

境
振

動
 振

動
計

測
 交

通
振

動
 数

値
解

析
 有

限
要

素
法

 薄
層

要
素

法

・
現

場
計

測
に

基
づ

く
高

架
橋

か
ら

の
交

通
振

動
の

簡
易

予
測

手
法

の
有

効
性

評
価

田
中

健
太

（
千

葉
大

）
・
石

田
理

永
・
関

口
徹

・
菅

野
哲

交
通

振
動

 薄
層

法
 杭

基
礎

 パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
 現

場
計

測

・
高

架
橋

か
ら

の
振

動
の

簡
易

予
測

手
法

に
お

け
る

応
答

の
重

ね
合

わ
せ

方
法

に
関

す
る

検
討

菅
野

哲
（
千

葉
大

）
・
石

田
理

永
・
関

口
徹

・
田

中
健

太
高

架
道

路
 杭

基
礎

 振
動

伝
搬

 薄
層

法
 パ

イ
ル

キ
ャ

ッ
プ

 3
 次

元
有

限
要

素
法

２
０

２
０

年
度

（
令

和
2
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
関

東
：
千

葉
大

学

題
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発

表
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氏
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ー

ワ
ー

ド

68



 
 

 
 

振
動

感
覚

・
性

能
評

価

・
水

平
振

動
の

不
快

感
に

関
す

る
実

験
結

果
と

評
価

規
準

の
対

応
に

つ
い

て
の

検
討

事
例

林
健

太
郎

（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
・

松
本

泰
尚

・
東

田
豊

彦
建

物
内

振
動

 外
部

振
動

源
 加

振
台

実
験

 水
平

振
動

 心
理

的
反

応
居

住
性

能
評

価
規

準

・
水

平
振

動
と

鉛
直

振
動

が
複

合
さ

れ
た

交
通

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

方
法

山
添

宜
人

（
東

京
工

業
大

）
・
植

松
武

是
・
小

山
雄

平
・
福

田
眞

太
郎

・
横

山
裕

複
合

振
動

 交
通

振
動

 居
住

性
 官

能
検

査
 心

理
学

的
尺

度
 性

能
値

・
鉛

直
－

水
平

2
軸

交
通

振
動

に
対

す
る

心
理

的
応

答
評

価
に

関
す

る
一

検
討

松
本

泰
尚

（
埼

玉
大

）
・
森

原
崇

・
横

島
潤

紀
・

林
健

太
郎

環
境

振
動

 交
通

振
動

 心
理

的
応

答
 振

動
評

価
 複

合
振

動
 加

振
台

実
験

・
交

通
振

動
に

対
す

る
住

宅
床

の
体

感
振

動
評

価
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

 7
 複

合
振

動
の

評
価

方
法

に
水

平
振

動
が

及
ぼ

す
影

響
の

基
礎

的
検

討
松

田
貫

（
B

L
建

設
）
・
冨

田
隆

太
交

通
振

動
 振

動
感

覚
 鉛

直
振

動
 水

平
振

動
 複

合
振

動
 評

価
方

法

・
日

常
生

活
に

お
け

る
人

の
振

動
評

価
基

準
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

3
 居

住
者

の
1
日

の
振

動
感

覚
評

価
と

暴
露

時
間

に
着

目
し

た
振

動
物

理
量

に
関

す
る

検
討

青
木

怜
依

奈
（
日

本
大

）
・
冨

田
隆

太
・
後

藤
佑

太
・
井

上
勝

夫
環

境
振

動
評

価
 2

4
 時

間
振

動
測

定
 実

住
宅

 振
動

知
覚

閾
値

知
覚

回
数

・
知

覚
時

間
 暴

露
時

間

・
日

常
生

活
に

お
け

る
人

の
振

動
評

価
基

準
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

4
 生

活
実

感
を

反
映

さ
せ

た
環

境
振

動
評

価
基

準
値

に
関

す
る

検
討

後
藤

佑
太

（
竹

中
工

務
店

）
・
冨

田
隆

太
・
青

木
怜

依
奈

・
井

上
勝

夫
振

動
感

覚
評

価
 2

4
 時

間
振

動
測

定
 振

動
知

覚
閾

値
 振

動
暴

露
時

間
長

期
生

活
 生

活
実

感

・
居

住
環

境
へ

の
要

求
性

能
な

ら
び

に
満

足
度

に
関

す
る

研
究

そ
の

2
　

日
本

人
学

生
と

留
学

生
の

比
較

新
藤

智
（
西

日
本

工
業

大
）

居
住

性
 住

環
境

 要
求

性
能

 品
確

法
 C

A
S
B

E
E
 環

境
振

動

振
動

測
定

法

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
用

い
た

簡
易

な
環

境
振

動
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
の

開
発

　
そ

の
4
 令

和
元

年
房

総
半

島
台

風
に

よ
る

高
層

建
築

物
の

風
振

動
計

測
と

居
住

性
能

評
価

丸
谷

翔
平

（
日

本
設

計
）
・
杉

浦
良

和
・
山

下
淳

一
・
古

宮
嘉

之
風

振
動

計
測

 居
住

性
能

評
価

 高
層

建
築

物
 ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

 実
測

 風
揺

れ

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド
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０

２
０

年
度

（
令

和
2
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
関

東
：
千

葉
大

学

69



 
 

 
 

振
動

測
定

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
の

改
修

前
後

に
お

け
る

交
通

振
動

計
測

星
野

希
（
千

葉
大

）
・
石

田
理

永
・
関

口
徹

道
路

交
通

振
動

 振
動

測
定

 平
面

道
路

 路
線

バ
ス

 路
面

性
状

 地
盤

卓
越

振
動

数

・
加

振
実

験
に

基
づ

く
地

盤
振

動
の

距
離

減
衰

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
3
．

軟
弱

地
盤

に
お

け
る

距
離

減
衰

特
性

松
永

裕
樹

（
竹

中
工

務
店

）
・
村

山
広

樹
・

井
上

竜
太

軟
弱

地
盤

 H
M

D
 低

周
波

加
振

器
 距

離
減

衰
特

性

・
床

振
動

に
及

ぼ
す

間
仕

切
壁

の
影

響
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

 1
：
床

振
動

測
定

の
概

要
お

よ
び

歩
行

測
定

結
果

原
田

雅
俊

（
鴻

池
組

）
・
伊

藤
真

二
・
柳

沼
勝

夫
・
前

川
利

雄
・
丸

尾
純

也
環

境
振

動
 間

仕
切

壁
 床

振
動

測
定

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 固

有
振

動
数

 減
衰

定
数

・
床

振
動

に
及

ぼ
す

間
仕

切
壁

の
影

響
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

 2
：
間

仕
切

壁
撤

去
前

後
に

お
け

る
振

動
特

性
の

変
化

丸
尾

純
也

（
戸

田
建

設
）
・
石

田
琢

志
・

三
輪

晋
也

・
山

本
耕

三
・
佐

々
木

裕
一

環
境

振
動

 間
仕

切
壁

 床
振

動
測

定
 ア

ク
セ

レ
ラ

ン
ス

 固
有

振
動

数
 減

衰
定

数

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
用

い
た

簡
易

な
環

境
振

動
性

能
評

価
シ

ス
テ

ム
の

開
発

　
そ

の
 5

　
高

層
建

築
物

の
風

振
動

多
点

同
時

計
測

結
果

の
分

析
丸

谷
翔

平
（
日

本
設

計
）
・
杉

浦
良

和
・

山
下

淳
一

・
古

宮
嘉

之
風

振
動

計
測

 高
層

建
築

物
 ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

 多
点

同
時

計
測

 固
有

周
期

 減
衰

定
数

・
環

境
振

動
に

よ
る

木
造

住
宅

の
増

幅
特

性
　

（
そ

の
 5

　
苦

情
建

物
の

実
測

例
）

藤
本

圭
介

（
中

央
建

鉄
）
・
伊

奈
潔

・
中

村
昇

・
藤

野
栄

一
交

通
振

動
 水

平
振

動
 戸

建
住

宅
 壁

量
 固

有
振

動
数

 内
部

増
幅

振
動

予
測

・
解

析

・
戸

建
住

宅
の

実
用

的
環

境
振

動
予

測
法

に
関

す
る

研
究

　
そ

の
 3

：
道

路
交

通
に

よ
る

振
動

源
近

傍
の

振
動

加
速

度
レ

ベ
ル

に
関

す
る

実
験

的
検

討
麻

生
豪

（
日

本
大

）
・
冨

田
隆

太
環

境
振

動
 交

通
振

動
 振

動
測

定
 加

振
力

 振
動

予
測

・
機

械
か

ら
発

生
す

る
加

振
力

時
刻

歴
波

形
の

推
定

　
標

準
発

生
源

ス
ペ

ク
ト

ル
の

位
相

差
と

加
速

度
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

と
の

関
係

大
塚

友
理

（
フ

ジ
タ

）
・
中

山
昌

尚
・
中

村
佳

也
環

境
振

動
 時

刻
歴

解
析

 標
準

発
生

源
ス

ペ
ク

ト
ル

 加
速

度
時

刻
歴

 位
相

加
速

度
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

・
リ

ブ
付

き
土

間
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

動
剛

性
測

定
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

解
析

三
宅

眞
理

子
（
大

成
建

設
）
・
田

口
典

生
・

有
山

伸
之

・
御

所
園

武
土

間
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 動

剛
性

 薄
層

要
素

法
 床

振
動

 埋
土

 モ
デ

ル
化

・
大

型
振

動
台

加
振

時
の

浮
き

基
礎

振
動

と
環

境
振

動
の

評
価

事
例

田
中

靖
彦

（
安

藤
・
間

）
・
三

浦
篤

・
加

藤
貴

司
・

仲
野

健
一

・
境

茂
樹

振
動

台
 浮

き
基

礎
 環

境
振

動
 振

動
予

測
 振

動
測

定

・
ス

タ
ン

デ
ィ

ン
グ

ラ
イ

ブ
開

催
時

の
タ

テ
ノ

リ
振

動
の

評
価

　
そ

の
 1

　
地

盤
を

伝
播

す
る

振
動

に
対

す
る

予
測

解
析

緒
方

誠
二

郎
（
鹿

島
建

設
）
・
田

中
彩

・
岩

本
賢

治
・
桜

庭
和

子
タ

テ
ノ

リ
振

動
 地

盤
環

境
振

動
 予

測
解

析
 有

限
要

素
法

 薄
層

要
素

法

・
 ス

タ
ン

デ
ィ

ン
グ

ラ
イ

ブ
開

催
時

の
タ

テ
ノ

リ
振

動
の

評
価

　
そ

の
 2

　
実

測
に

よ
る

検
証

田
中

彩
（
鹿

島
建

設
）
・
緒

方
誠

二
郎

・
岩

本
賢

治
・
桜

庭
和

子
タ

テ
ノ

リ
振

動
 地

盤
環

境
振

動
 振

動
測

定
 加

振
力

特
性

・
ス

ペ
ク

ト
ル

要
素

法
を

用
い

た
床

振
動

解
析

荒
木

陽
三

（
大

成
建

設
）
・
田

口
典

生
・
増

田
潔

環
境

振
動

 床
振

動
 振

動
解

析
 ス

ペ
ク

ト
ル

要
素

法
 有

限
要

素
法

２
０

２
１

年
度

（
令

和
3
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
東
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屋

工
業

大
学

お
よ

び
オ

ン
ラ

イ
ン

題
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振
動

制
御

・
対

策

・
内

部
お

よ
び

外
部

に
複

数
の

振
動

源
を

有
す

る
複

合
施

設
に

お
け

る
環

境
振

動
の

設
計

、
評

価
　

そ
の

 1
全

体
建

築
計

画
お

よ
び

各
種

振
動

源
に

よ
る

影
響

山
中

祐
一

（
J
R

 東
日

本
建

築
設

計
）
・
笹

原
健

嗣
環

境
振

動
 外

部
人

工
振

動
 内

部
人

工
振

動
 振

動
伝

搬
 E

xp
.J

 防
振

浮
き

床

・
内

部
お

よ
び

外
部

に
複

数
の

振
動

源
を

有
す

る
複

合
施

設
に

お
け

る
環

境
振

動
の

設
計

、
評

価
　

そ
の

 2
ダ

ン
ス

ス
タ

ジ
オ

か
ら

ホ
テ

ル
客

室
へ

の
振

動
伝

搬
を

考
慮

し
た

構
造

計
画

笹
原

健
嗣

（
J
R

 東
日

本
建

築
設

計
）
・
山

中
祐

一
ダ

ン
ス

ス
タ

ジ
オ

 床
振

動
 居

住
性

能
評

価
 エ

ア
ロ

ビ
ク

ス
 有

限
要

素
法

 振
動

加
速

度
レ

ベ
ル

・
内

部
お

よ
び

外
部

に
複

数
の

振
動

源
を

有
す

る
複

合
施

設
に

お
け

る
環

境
振

動
の

設
計

、
評

価
　

（
そ

の
 3

）
ダ

ン
ス

ス
タ

ジ
オ

の
防

振
浮

き
床

の
施

工
久

保
充

司
（
ゲ

ル
ブ

・
ジ

ャ
パ

ン
）
・
笹

原
健

嗣
防

振
浮

き
床

 コ
イ

ル
ス

プ
リ

ン
グ

 浮
き

床
ス

ラ
ブ

・
内

部
お

よ
び

外
部

に
複

数
の

振
動

源
を

有
す

る
複

合
施

設
に

お
け

る
環

境
振

動
の

設
計

，
評

価
　

そ
の

 4
ダ

ン
ス

ス
タ

ジ
オ

加
振

時
の

振
動

の
評

価
井

上
竜

太
（
竹

中
工

務
店

）
・
松

永
裕

樹
・

山
中

祐
一

・
笹

原
健

嗣
・
村

山
広

樹
ダ

ン
ス

ス
タ

ジ
オ

 多
人

数
 跳

躍
着

地
 ア

ク
セ

レ
ラ

ン
ス

 加
振

力
 評

価
規

準

・
事

務
所

ビ
ル

ロ
ン

グ
ス

パ
ン

床
に

お
け

る
歩

行
実

験
　

そ
の

 1
：
T
M

D
 の

作
動

／
非

作
動

に
よ

る
比

較
中

野
春

彦
（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
西

日
本

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）
・
礒

川
健

太
郎

・
山

本
直

樹
環

境
振

動
 床

振
動

 歩
行

 振
動

計
測

 Ｔ
Ｍ

Ｄ

・
皿

ば
ね

を
用

い
た

 T
M

D
 の

検
討

田
口

典
生

（
大

成
建

設
）
・
荒

木
陽

三
Ｔ

Ｍ
Ｄ

 床
振

動
 制

振
装

置
 皿

ば
ね

・
格

子
状

に
配

列
さ

れ
た

共
振

器
を

用
い

た
軽

量
床

板
の

振
動

抑
制

手
法

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
松

下
仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
共

振
器

 格
子

状
配

列
 メ

タ
マ

テ
リ

ア
ル

 振
動

抑
制

 軽
量

床
板

 音
・
振

動
環

境

・
 人

間
の

動
作

に
よ

る
加

振
力

を
低

減
す

る
た

め
の

大
質

量
・
低

剛
性

防
振

架
構

の
振

動
特

性
小

澤
摩

納
（
名

古
屋

大
）
・
朝

日
智

生
・
福

和
伸

夫
防

振
床

 鉛
直

振
動

 低
振

動
数

 F
E
M

 解
析

 反
共

振

・
精

密
製

造
工

場
に

隣
接

し
た

解
体

造
成

工
事

・
新

棟
建

設
工

事
時

の
振

動
対

策
中

島
孝

雄
（
大

成
建

設
）
・
矢

田
雅

一
・
鈴

木
孝

・
中

村
範

昭
嫌

振
機

器
 振

動
対

策
フ

ロ
ー

 検
討

工
事

作
業

抽
出

 工
事

振
動

影
響

調
査

工
事

条
件

表
の

策
定

 常
時

振
動

監
視

振
動

評
価

・
木

質
系

下
地

床
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
地

床
に

共
通

に
適

用
で

き
る

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
　

そ
の

 1
．

同
一

の
検

査
員

を
用

い
た

振
動

台
検

査
お

よ
び

試
料

床
検

査
の

実
施

小
山

雄
平

（
住

友
林

業
）
・
西

谷
伸

介
・

福
田

眞
太

郎
・
横

山
裕

木
質

系
下

地
床

 歩
行

振
動

 振
動

台
検

査
 試

料
床

検
査

 心
理

学
的

尺
度

 性
能

値

・
 木

質
系

下
地

床
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
地

床
に

共
通

に
適

用
で

き
る

歩
行

振
動

の
評

価
方

法
　

そ
の

 2
．

振
動

感
覚

，
評

価
に

影
響

す
る

要
因

の
究

明
と

性
能

値
の

補
正

方
法

の
提

示
横

山
裕

（
東

京
工

業
大

）
・
小

山
雄

平
・

西
谷

伸
介

・
福

田
眞

太
郎

木
質

系
下

地
床

 歩
行

振
動

 加
速

度
 変

形
 性

能
値

 補
正

方
法

・
 実

住
宅

に
お

け
る

道
路

交
通

振
動

を
対

象
と

し
た

振
動

感
覚

評
価

に
振

動
知

覚
時

間
が

及
ぼ

す
影

響
青

木
怜

依
奈

（
日

本
大

）
・
冨

田
隆

太
・
松

田
貫

振
動

感
覚

評
価

 道
路

交
通

振
動

 実
住

宅
 鉛

直
振

動
 振

動
知

覚
時

間
 時

間
補

正

・
水

平
振

動
評

価
に

お
け

る
振

動
の

継
続

時
間

の
影

響
に

関
す

る
検

討
林

健
太

郎
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
・

松
本

泰
尚

・
横

島
潤

紀
・
東

田
豊

彦
建

物
内

振
動

 外
部

振
動

源
 水

平
振

動
 心

理
的

反
応

 振
動

の
継

続
時

間
 ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

・
交

通
振

動
に

対
す

る
住

宅
床

の
体

感
振

動
評

価
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

 8
：
複

合
振

動
を

対
象

と
し

た
合

成
方

法
及

び
ピ

ー
ク

時
間

が
振

動
感

覚
に

及
ぼ

す
影

響
松

田
貫

（
日

本
大

）
・
冨

田
隆

太
交

通
振

動
 振

動
感

覚
 複

合
振

動
 評

価
方

法
 合

成
方

法
 ピ

ー
ク

時
間

・
交

通
振

動
・
騒

音
同

時
暴

露
に

対
す

る
心

理
的

応
答

評
価

に
関

す
る

一
検

討
松

本
泰

尚
（
埼

玉
大

）
・
森

原
崇

・
横

島
潤

紀
・

林
健

太
郎

環
境

振
動

 交
通

振
動

 交
通

騒
音

 心
理

的
応

答
 振

動
評

価
 加

振
台

実
験

題
　

　
　

　
　

名
発

表
者

氏
名

キ
ー

ワ
ー

ド

２
０

２
１

年
度

（
令

和
3
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
　

　
東

海
：
名

古
屋

工
業

大
学

お
よ

び
オ

ン
ラ

イ
ン
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加
振

力
・
地

盤
振

動

・
階

段
昇

降
動

作
の

加
振

力
に

関
す

る
研

究
そ

の
1
．

実
測

階
段

昇
降

波
形

の
倍

調
波

成
分

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
松

永
裕

樹
（
竹

中
工

務
店

)・
井

上
竜

太
階

段
昇

降
動

作
 加

振
力

 動
荷

重
係

数
 倍

調
波

成
分

・
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

走
行

時
加

振
力

の
直

接
法

に
よ

る
計

測
○

大
塚

友
理

（
フ

ジ
タ

)・
櫻

井
郁

斗
・
中

村
佳

也
・
中

山
昌

尚
環

境
振

動
 時

刻
歴

加
振

力
 フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

 直
接

計
測

・
振

動
台

加
振

時
の

周
辺

地
盤

の
振

動
伝

播
特

性
に

関
す

る
一

検
討

○
小

島
宏

章
（
大

林
組

)・
高

野
真

一
郎

振
動

台
 地

盤
振

動
 環

境
振

動
 表

面
波

 距
離

減
衰

 薄
層

要
素

法

・
コ

ン
サ

ー
ト

公
演

時
の

“
た

て
の

り
”
動

作
に

よ
り

発
生

す
る

地
盤

振
動

に
関

す
る

研
究

そ
の

1
　

屋
外

コ
ン

サ
ー

ト
公

演
時

に
お

け
る

測
定

お
よ

び
分

析

○
井

上
竜

太
（
竹

中
工

務
店

)・
朝

日
智

生
・

田
中

彩
・
成

田
修

英
・
原

田
浩

之
・
松

永
裕

樹
・
松

下
仁

士
・
村

山
広

樹
た

て
の

り
 コ

ン
サ

ー
ト

 地
盤

振
動

 距
離

減
衰

 倍
調

波

・
コ

ン
サ

ー
ト

公
演

時
の

“
た

て
の

り
”
動

作
に

よ
り

発
生

す
る

地
盤

振
動

に
関

す
る

研
究

そ
の

2
　

地
盤

上
の

応
答

予
測

を
目

的
と

し
た

解
析

の
試

行
○

田
中

彩
（
鹿

島
建

設
)・

井
上

竜
太

・
朝

日
智

生
・
成

田
修

英
・原

田
浩

之
た

て
の

り
 地

盤
応

答
解

析
 加

振
力

 地
盤

振
動

 薄
層

要
素

法
 周

波
数

特
性

・
基

礎
形

状
と

地
盤

条
件

が
た

て
の

り
振

動
伝

播
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
解

析
的

研
究

○
小

澤
摩

納
（
日

建
設

計
)・

福
和

伸
夫

・
朝

日
智

生
太

鼓
効

果
 動

的
相

互
作

用
 無

次
元

化
 基

礎
 地

盤

振
動

伝
搬

・
高

架
橋

と
近

傍
地

盤
に

お
け

る
鉄

道
振

動
の

多
点

同
時

測
定

（
そ

の
5
）
複

数
地

点
の

構
造

物
特

性
の

比
較

○
野

寄
真

徳
（
鉄

道
総

合
技

研
)・

横
山

秀
史

・
權

藤
徹

高
架

橋
 鉄

道
振

動
 多

点
同

時
測

定
 地

盤

・
高

架
橋

と
近

傍
地

盤
に

お
け

る
鉄

道
振

動
の

多
点

同
時

測
定

（
そ

の
6
）
近

傍
地

盤
の

地
下

構
造

と
地

盤
振

動
の

関
係

の
検

討
○

横
山

秀
史

（
鉄

道
総

合
技

研
)・

野
寄

真
徳

・
權

藤
徹

鉄
道

振
動

 多
点

同
時

測
定

 表
面

波
探

査
 微

動
ア

レ
イ

探
査

 周
波

数
特

性
の

変
化

・
簡

易
手

法
に

基
づ

く
高

架
橋

基
礎

の
モ

デ
ル

化
方

法
の

検
討

と
遠

方
地

盤
振

動
評

価
そ

の
1
橋

脚
基

礎
鉛

直
方

向
加

振
に

お
け

る
応

答
の

重
ね

合
わ

せ
方

法
○

菅
野

哲
（
元

千
葉

大
)・

石
田

理
永

・
関

口
徹

高
架

道
路

 杭
基

礎
 振

動
伝

搬
 薄

層
法

 パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
 3

 次
元

有
限

要
素

法

・
簡

易
手

法
に

基
づ

く
高

架
橋

基
礎

の
モ

デ
ル

化
方

法
の

検
討

と
遠

方
地

盤
振

動
評

価
そ

の
2
複

数
サ

イ
ト

に
お

け
る

橋
脚

基
礎

へ
の

加
振

力
推

定
と

遠
方

地
盤

の
振

動
評

価
○

関
一

志
（
千

葉
大

)・
石

田
理

永
・
関

口
徹

・
菅

野
哲

高
架

道
路

 杭
基

礎
 振

動
伝

搬
 薄

層
法

 パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
 3

 次
元

有
限

要
素

法

床
振

動
(1

)

・
薄

板
軽

量
形

鋼
造

の
事

務
所

床
の

歩
行

と
ボ

ー
ル

加
振

に
よ

る
鉛

直
振

動
挙

動
　

そ
の

1
：
測

定
方

法
の

検
討

○
河

合
良

道
（
日

鉄
テ

ッ
ク

ス
エ

ン
ジ

)・
佐

藤
圭

一
・
冨

田
隆

太
薄

板
軽

量
形

鋼
造

 ス
チ

ー
ル

ハ
ウ

ス
 事

務
所

床
 歩

行
加

振
 ボ

ー
ル

加
振

床
の

鉛
直

振
動

・
薄

板
軽

量
形

鋼
造

の
事

務
所

床
の

歩
行

と
ボ

ー
ル

加
振

に
よ

る
鉛

直
振

動
挙

動
　

そ
の

2
：
ボ

ー
ル

加
振

に
よ

る
床

挙
動

○
若

山
泰

郎
（
日

鉄
テ

ッ
ク

ス
エ

ン
ジ

)・
河

合
良

道
・
佐

藤
圭

一
・冨

田
隆

太
薄

板
軽

量
形

鋼
造

 ス
チ

ー
ル

ハ
ウ

ス
 事

務
所

床
 歩

行
加

振
 ボ

ー
ル

加
振

床
の

鉛
直

振
動

・
薄

板
軽

量
形

鋼
造

の
事

務
所

床
の

歩
行

と
ボ

ー
ル

加
振

に
よ

る
鉛

直
振

動
挙

動
　

そ
の

3
：
直

線
歩

行
に

よ
る

床
挙

動
○

中
村

大
輔

（
日

鉄
テ

ッ
ク

ス
エ

ン
ジ

)・
河

合
良

道
・
佐

藤
圭

一
・冨

田
隆

太
薄

板
軽

量
形

鋼
造

 ス
チ

ー
ル

ハ
ウ

ス
 事

務
所

床
 歩

行
加

振
 ボ

ー
ル

加
振

床
の

鉛
直

振
動

・
薄

板
軽

量
形

鋼
造

の
事

務
所

床
の

歩
行

と
ボ

ー
ル

加
振

に
よ

る
鉛

直
振

動
挙

動
　

そ
の

4
：
円

歩
行

に
よ

る
床

挙
動

○
山

口
悟

史
（
日

鉄
テ

ッ
ク

ス
エ

ン
ジ

)・
河

合
良

道
・
佐

藤
圭

一
・冨

田
隆

太
薄

板
軽

量
形

鋼
造

 ス
チ

ー
ル

ハ
ウ

ス
 事

務
所

床
 歩

行
加

振
 ボ

ー
ル

加
振

床
の

鉛
直

振
動

・
薄

板
軽

量
形

鋼
造

の
事

務
所

床
の

歩
行

と
ボ

ー
ル

加
振

に
よ

る
鉛

直
振

動
挙

動
　

そ
の

5
：
官

能
検

査
の

検
討

○
佐

藤
圭

一
（
日

本
製

鉄
)・

河
合

良
道

・
冨

田
隆

太
薄

板
軽

量
形

鋼
造

 ス
チ

ー
ル

ハ
ウ

ス
 事

務
所

床
 歩

行
加

振
 床

の
鉛

直
振

動
 官

能
検

査

・
A

L
C

パ
ネ

ル
床

の
歩

行
振

動
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
（
そ

の
1
．

研
究

目
的

と
振

動
実

験
計

画
）

○
杉

田
朋

哉
（
積

水
ハ

ウ
ス

)・
小

林
礼

奈
A

L
C

 パ
ネ

ル
 床

 歩
行

振
動

 落
錘

加
振

 床
版

 床
下

地

・
A

L
C

パ
ネ

ル
床

の
歩

行
振

動
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
（
そ

の
2
．

振
動

実
験

の
結

果
と

考
察

）
○

小
林

礼
奈

（
積

水
ハ

ウ
ス

)・
杉

田
朋

哉
A

L
C

 パ
ネ

ル
 床

 歩
行

振
動

 落
錘

加
振

 床
版

 床
下

地

２
０

２
２

年
度

（
令

和
4
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

１
）
　

　
北

海
道

：
北

海
道

科
学

大
学

 お
よ

び
 オ

ン
ラ

イ
ン

会
場

題
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床
振

動
(2

)

・
S
R

C
造

事
務

所
建

物
の

床
の

居
住

性
能

に
関

す
る

検
討

　
そ

の
1
　

壁
体

の
影

響
等

を
考

慮
し

た
解

析
○

田
原

綾
女

（
N

T
T
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

ズ
)・

本
宮

美
月

・
渡

辺
真

司
・
谷

沢
弘

容
S
R

C
 造

 床
振

動
 居

住
性

能
 F

E
M

 解
析

 固
有

振
動

数

・
S
R

C
造

事
務

所
建

物
の

床
の

居
住

性
能

に
関

す
る

検
討

　
そ

の
2
　

振
動

計
測

結
果

と
解

析
条

件
の

検
証

○
本

宮
美

月
（
N

T
T
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

ズ
)・

田
原

綾
女

・
渡

辺
真

司
・
谷

沢
弘

容
S
R

C
 造

 床
振

動
 居

住
性

能
 振

動
計

測
 固

有
振

動
数

・
長

ス
パ

ン
鉄

骨
造

事
務

所
ビ

ル
の

床
振

動
性

状
に

つ
い

て
　

（
そ

の
1
）
設

計
事

例
の

振
動

計
測

に
よ

る
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

○
渡

辺
真

司
（
N

T
T
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

ズ
)・

井
上

晴
貴

・
岡

川
哲

士
・
谷

沢
弘

容
床

振
動

 居
住

性
能

評
価

 振
動

計
測

・
長

ス
パ

ン
鉄

骨
造

事
務

所
ビ

ル
の

床
振

動
性

状
に

つ
い

て
　

（
そ

の
2
）
解

析
に

よ
る

居
住

性
能

評
価

の
傾

向
分

析
○

岡
川

哲
士

（
N

T
T
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

ズ
)・

井
上

晴
貴

・
渡

辺
真

司
・
谷

沢
弘

容
床

振
動

 居
住

性
能

評
価

 歩
行

加
振

 固
有

値
解

析
 有

効
質

量
 固

有
ベ

ク
ト

ル

・
床

振
動

に
及

ぼ
す

間
仕

切
壁

の
影

響
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

3
　

解
析

に
よ

る
検

証
○

丸
尾

純
也

（
戸

田
建

設
)・

石
田

琢
志

・
三

輪
晋

也
・
山

本
耕

三
環

境
振

動
 間

仕
切

壁
 床

振
動

解
析

 ア
ク

セ
レ

ラ
ン

ス
 固

有
振

動
数

 振
動

伝
播

・
床

振
動

に
及

ぼ
す

間
仕

切
壁

の
影

響
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

4
：
実

測
に

よ
る

間
仕

切
壁

の
振

動
伝

播
性

状
の

検
証

○
原

田
雅

俊
（
鴻

池
組

)・
伊

藤
真

二
・
植

村
友

昭
・
前

川
利

雄
・
柳

沼
勝

夫
環

境
振

動
 間

仕
切

壁
 床

振
動

測
定

 ハ
ン

マ
リ

ン
グ

 パ
ワ

ー
ス

ペ
ク

ト
ル

 コ
ヒ

ー
レ

ン
ス

・
進

化
計

算
に

よ
る

床
振

動
用

T
M

D
の

最
適

設
計

○
荒

木
陽

三
（
大

成
建

設
)・

田
口

典
生

環
境

振
動

 床
振

動
 同

調
質

量
ダ

ン
パ

ー
 進

化
計

算
 差

分
進

化
 数

理
最

適
化

振
動

予
測

・
解

析

・
単

純
な

構
造

体
を

対
象

と
し

た
床

振
動

ブ
ラ

イ
ン

ド
解

析
○

山
中

祐
一

（
J
R

東
日

本
建

築
設

計
)・

緒
方

誠
二

郎
・
佐

野
泰

之
・
石

田
琢

志
床

振
動

 振
動

解
析

 ブ
ラ

イ
ン

ド
解

析

・
大

型
振

動
台

加
振

時
の

浮
き

基
礎

振
動

と
環

境
振

動
の

評
価

事
例

　
そ

の
2
　

2
自

由
度

系
モ

デ
ル

に
よ

る
簡

易
予

測
結

果
○

田
中

靖
彦

（
安

藤
・
間

)・
加

藤
貴

司
振

動
台

 浮
き

基
礎

 環
境

振
動

 振
動

予
測

 2
 自

由
度

系

・
交

通
振

動
測

定
に

基
づ

く
建

物
基

礎
の

入
力

損
失

に
関

す
る

検
討

○
村

山
広

樹
（
竹

中
工

務
店

)・
井

上
竜

太
・

松
永

裕
樹

・
松

下
仁

士
入

力
損

失
 建

物
基

礎
 交

通
振

動
 有

限
要

素
法

 振
動

測
定

・
地

盤
振

動
の

基
礎

入
力

損
失

に
お

け
る

上
部

構
造

の
影

響
○

田
口

典
生

（
大

成
建

設
)・

六
本

木
元

太
基

礎
入

力
損

失
 交

通
振

動
 地

盤
振

動
 3

 次
元

解
析

 直
接

基
礎

 上
部

構
造

・
隣

接
す

る
高

架
道

路
橋

脚
か

ら
伝

搬
す

る
交

通
振

動
が

地
盤

応
答

に
与

え
る

影
響

の
評

価
○

田
中

健
太

（
元

千
葉

大
)・

石
田

理
永

・
関

口
徹

交
通

振
動

 薄
層

法
 杭

基
礎

 パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
 高

架
道

路
橋

脚

・
地

盤
環

境
振

動
問

題
に

対
す

る
革

新
的

評
価

プ
ロ

セ
ス

　
そ

の
1
　

計
算

モ
デ

ル
の

試
構

築
○

緒
方

誠
二

郎
（鹿

島
建

設
)・

坂
敏

秀
・
波

多
野

僚
・
桜

庭
和

子
・
岩

本
賢

治
・
田

中
彩

タ
テ

ノ
リ

振
動

 地
盤

環
境

振
動

 有
限

要
素

法
 薄

層
要

素
法

 富
岳

 機
械

学
習

題
　

　
　

　
　

名
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表
者

氏
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キ
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ワ
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ド

２
０

２
２

年
度

（令
和

4
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学
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講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

２
）
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：
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小
規

模
建

築
物

の
振

動

・
戸

建
住

宅
の

振
動

特
性

の
推

定
（
そ

の
1
増

幅
量

）
○

藤
本

圭
介

（
中

央
建

鉄
)・

伊
奈

潔
内

部
増

幅
 水

平
振

動
 固

有
振

動
数

 重
回

帰
分

析
 振

動
予

測
 振

動
被

害

・
戸

建
住

宅
の

振
動

特
性

の
推

定
（
そ

の
2
固

有
周

期
）

○
伊

奈
潔

（
中

央
建

鉄
)・

藤
本

圭
介

固
有

周
期

 水
平

振
動

 固
有

振
動

数
 人

力
加

振
 振

動
予

測
 振

動
被

害

・
木

造
住

宅
に

お
け

る
道

路
交

通
振

動
を

対
象

と
し

た
1
週

間
の

振
動

レ
ベ

ル
に

関
す

る
実

験
的

検
討

○
佐

藤
勇

輝
（
日

本
大

)・
冨

田
隆

太
・
青

木
怜

依
奈

１
週

間
振

動
測

定
 振

動
レ

ベ
ル

 実
住

宅
 道

路
交

通
振

動
 対

象
期

間
 木

造

・
小

規
模

建
築

物
の

環
境

振
動

予
測

の
た

め
の

固
有

振
動

数
と

減
衰

比
の

収
集

方
法

○
東

田
豊

彦
（
積

水
ハ

ウ
ス

)・
国

松
直

・
濱

本
卓

司
・
杉

本
健

一
戸

建
て

住
宅

 環
境

振
動

 設
計

指
針

 加
速

度
応

答
予

測
 地

盤
振

動
 加

速
度

応
答

ス
ペ

ク
ト

ル

振
動

感
覚

・
性

能
評

価

・
水

平
振

動
評

価
に

お
け

る
振

動
の

継
続

時
間

の
影

響
に

関
す

る
検

討
　

そ
の

2
：
加

速
度

応
答

と
振

動
の

継
続

時
間

の
交

互
作

用
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

○
林

健
太

郎
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

)・
松

本
泰

尚
・
横

島
潤

紀
・
東

田
豊

彦
建

物
内

振
動

 水
平

振
動

 心
理

的
反

応
 振

動
の

継
続

時
間

 ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
 交

互
作

用

・
数

分
間

を
対

象
と

し
た

道
路

交
通

振
動

の
評

価
尺

度
に

関
す

る
提

案
○

青
木

怜
依

奈
（
イ

リ
ア

)・
冨

田
隆

太
振

動
感

覚
評

価
 道

路
交

通
振

動
 数

分
間

 評
価

尺
度

 鉛
直

振
動

 実
住

宅

・
交

通
振

動
に

対
す

る
住

宅
床

の
体

感
振

動
評

価
に

関
す

る
研

究
 そ

の
9
：
複

合
振

動
を

対
象

と
し

た
不

快
度

合
の

評
価

方
法

に
関

す
る

一
検

討
○

松
田

貫
（
日

本
大

)・
冨

田
隆

太
交

通
振

動
 振

動
感

覚
 複

合
振

動
 評

価
方

法
 不

快
度

合
 相

対
レ

ベ
ル

・
交

通
に

よ
る

振
動

と
騒

音
の

主
観

的
等

価
に

関
す

る
一

検
討

○
松

本
泰

尚
（
埼

玉
大

)・
森

原
崇

・
横

島
潤

紀
・
林

健
太

郎
環

境
振

動
 交

通
振

動
 交

通
騒

音
 心

理
的

反
応

 振
動

評
価

 加
振

台
実

験

２
０

２
２

年
度

（
令

和
4
年

）
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

（
環

境
振

動
－

３
）
　

　
北

海
道

：
北

海
道

科
学

大
学

 お
よ

び
 オ

ン
ラ

イ
ン

会
場

題
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発
表

者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
1
-
0
2
　

N
o
.6

6
0
（
計

画
系

）

木
造

三
重

塔
の

構
造

特
性

に
関

す
る

実
験

的
考

察
　

-
第

２
報

　
縮

小
模

型
を

用
い

た
自

由
振

動
実

験
に

つ
い

て
-

西
川

 英
佑

（
東

京
工

業
大

学
）
･西

澤
 英

和
三

重
塔

,構
造

特
性

,耐
震

性
,伝

統
的

木
造

建
築

,縮
小

模
型

・
2
0
1
1
-
0
9
　

N
o
.6

6
7
（
環

境
系

）

交
通

に
よ

る
戸

建
て

住
宅

の
水

平
方

向
の

実
測

波
形

を
用

い
た

ラ
ン

ダ
ム

振
動

に
対

す
る

環
境

振
動

評
価

石
川

 孝
重

（
日

本
女

子
大

学
）
･国

松
 直

環
境

振
動

,ラ
ン

ダ
ム

振
動

,交
通

振
動

,水
平

振
動

,知
覚

確
率

,卓
越

振
動

数

・
2
0
1
1
-
0
9
　

N
o
.6

6
7
（
構

造
系

）

水
平

地
動

を
受

け
る

人
体

の
動

特
性

：
振

動
台

実
験

お
よ

び
立

位
時

簡
易

人
体

モ
デ

ル
山

本
 雅

史
（
竹

中
工

務
店

）
人

体
動

特
性

,振
動

台
実

験
,床

振
動

,ア
ク

テ
ィ

ブ
制

御
,解

析
モ

デ
ル

・
2
0
1
1
-
1
2
　

N
o
.6

7
0
（
構

造
系

）

粘
性

流
体

の
実

験
方

法
お

よ
び

動
的

特
性

の
把

握
　

せ
ん

断
型

粘
性

流
体

ダ
ン

パ
ー

の
振

幅
・
温

度
・
振

動
数

依
存

性
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

１
佐

々
木

 和
彦

（
オ

イ
レ

ス
工

業
）
･笠

井
 和

彦
･大

木
 洋

司
･和

氣
 知

貴
理

想
的

な
粘

性
流

体
,小

型
試

験
装

置
,ス

ケ
ー

ル
効

果
,振

幅
依

存
,温

度
･

振
動

数
等

価
性

・
2
0
1
1
-
1
2
　

N
o
.6

7
0
（
構

造
系

）

接
近

し
た

直
列

２
円

柱
に

お
け

る
上

流
側

円
柱

の
流

れ
方

向
お

よ
び

流
れ

直
交

方
向

の
流

力
振

動
に

関
す

る
３

次
元

数
値

解
析

近
藤

 典
夫

（
日

本
大

学
）

2
円

柱
,直

列
配

置
,流

れ
方

向
と

流
れ

直
交

方
向

の
振

動
,有

限
要

素
法

,間
隔

比
,3

次
上

流
近

似

・
2
0
1
2
-
0
1
　

N
o
.6

7
1
（
構

造
系

）

最
適

化
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

用
い

た
多

自
由

度
振

動
制

御
系

の
設

計
手

法
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

１
　

突
然

変
異

則
を

用
い

た
P

S
O

に
よ

る
最

適
化

効
率

の
改

良
吉

岡
 宏

和
（
竹

中
工

務
店

）
･松

下
 仁

士
･

高
橋

 良
典

ア
ク

テ
ィ

ブ
制

御
,制

御
系

設
計

手
法

,最
適

化
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
,粒

子
群

最
適

化
,振

動
実

験

・
2
0
1
2
-
0
1
　

N
o
.6

7
1
（
構

造
系

）

空
力

振
動

す
る

３
次

元
正

方
形

角
柱

の
風

力
特

性
に

関
す

る
研

究
　

複
素

P
O

D
解

析
の

モ
ー

ド
に

着
目

し
た

検
討

小
泉

 達
也

（
大

林
組

）
･神

田
 亮

･西
 将

志
･田

中
 秀

和
･久

保
田

 理
人

風
圧

変
動

場
,三

次
元

正
方

形
角

柱
,複

素
 P

O
D

 解
析

,渦
励

振
,ギ

ャ
ロ

ッ
ピ

ン
グ

振
動

,振
動

依
存

風
力

・
2
0
1
2
-
0
3
　

N
o
.6

7
3
（
構

造
系

）

歴
史

的
煉

瓦
造

建
築

物
の

無
補

強
壁

の
面

外
方

向
振

動
特

性
の

評
価

多
幾

山
 法

子
（
京

都
大

学
）
･田

井
 利

幸
･

林
 康

裕
無

補
強

煉
瓦

壁
,常

時
微

動
計

測
,固

有
振

動
数

,振
動

モ
ー

ド
,減

衰
定

数
,固

有
値

解
析

・
2
0
1
2
-
0
4
　

N
o
.6

7
4
（
構

造
系

）

す
べ

り
摩

擦
型

振
動

の
応

答
解

析
手

法
に

関
す

る
研

究
高

橋
 亜

佑
美

（
日

本
大

学
）
･内

田
 基

城
･

境
 孝

祐
･柴

田
 耕

一
振

動
応

答
,す

べ
り

摩
擦

,線
形

加
速

度
法

,2
質

点
系

・
2
0
1
2
-
0
5
　

N
o
.6

7
5
（
構

造
系

）

粘
性

流
体

の
小

歪
に

お
け

る
線

形
特

性
モ

デ
ル

の
検

討
　

せ
ん

断
型

粘
性

流
体

ダ
ン

パ
ー

の
振

幅
・
温

度
・
振

動
数

依
存

性
に

関
す

る
研

究
　

そ
の

２
佐

々
木

 和
彦

（
オ

イ
レ

ス
工

業
）
･笠

井
 和

彦
･大

木
 洋

司
粘

性
流

体
,線

形
粘

弾
性

特
性

,小
歪

,分
数

次
導

関
数

,時
刻

歴
解

析

・
2
0
1
2
-
0
6
　

N
o
.6

7
6
（
構

造
系

）

床
開

口
の

配
置

と
大

き
さ

の
違

い
が

２
階

建
木

造
建

物
の

ね
じ

れ
振

動
特

性
に

及
ぼ

す
影

響
芝

沼
 健

太
（
宇

都
宮

大
学

）
･入

江
 康

隆
床

開
口

,質
量

偏
心

,固
有

振
動

数
,ね

じ
れ

振
動

特
性

,振
動

台
実

験

・
2
0
1
2
-
0
6
　

N
o
.6

7
6
（
環

境
系

）

建
設

工
事

に
よ

る
建

物
振

動
被

害
の

判
定

手
法

伊
奈

 潔
（
中

央
建

鉄
）

建
設

工
事

振
動

,非
構

造
部

材
,損

傷
,加

振
力

,加
速

度
実

効
値

題
　

　
名

日
本

建
築

学
会

論
文

集
リ

ス
ト

 (
1
)
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発
表

者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
2
-
0
6
　

N
o
.6

7
6
（
構

造
系

）

木
造

根
太

床
の

鉛
直

振
動

特
性

に
関

す
る

実
験

的
研

究
鈴

木
 秀

三
（
職

業
能

力
開

発
総

合
大

学
校

）
･井

原
 行

孝
･藤

野
 栄

一
木

造
根

太
床

,固
有

振
動

数
,減

衰
定

数
,人

間
荷

重

・
2
0
1
2
-
0
7
　

N
o
.6

7
7
（
構

造
系

）

長
方

形
床

に
お

け
る

一
次

固
有

振
動

数
の

算
定

式
と

固
定

度
に

関
す

る
研

究
小

嶋
 英

治
（
小

嶋
英

治
技

術
士

事
務

所
）

長
方

形
床

,一
次

固
有

振
動

数
,算

定
式

,固
定

度

・
2
0
1
2
-
0
7
　

N
o
.6

7
7
（
構

造
系

）

低
間

隔
に

お
け

る
直

列
２

円
柱

の
流

れ
方

向
お

よ
び

流
れ

直
交

方
向

の
流

力
振

動
に

関
す

る
３

次
元

数
値

解
析

近
藤

 典
夫

（
日

本
大

学
）

2
円

柱
,直

列
配

置
,流

れ
方

向
と

流
れ

直
交

方
向

の
振

動
,間

隔
,3

次
上

流
有

限
要

素
手

法

・
2
0
1
2
-
0
7
　

N
o
.6

7
7
（
構

造
系

）

衝
撃

加
振

力
を

受
け

る
木

造
根

太
床

の
鉛

直
振

動
変

位
応

答
に

関
す

る
研

究
鈴

木
 秀

三
（
職

業
能

力
開

発
総

合
大

学
校

）
･井

原
 行

孝
･藤

野
 栄

一
木

造
根

太
床

,鉛
直

振
動

応
答

,衝
撃

加
振

力
,過

渡
応

答
解

析

・
2
0
1
2
-
0
8
　

N
o
.6

7
8
（
構

造
系

）

有
開

口
木

造
根

太
床

の
鉛

直
振

動
特

性
と

衝
撃

加
振

特
性

係
数

に
関

す
る

研
究

鈴
木

 秀
三

（
職

業
能

力
開

発
総

合
大

学
校

）
･井

原
 行

孝
･藤

野
 栄

一
有

開
口

木
造

根
太

床
,固

有
振

動
数

,モ
ー

ド
形

,過
渡

応
答

解
析

・
2
0
1
2
-
1
0
　

N
o
.6

8
0
（
環

境
系

）

異
方

性
ス

ラ
ブ

の
振

動
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

渡
辺

 大
助

（
日

本
大

学
）
･井

上
 勝

夫
･鈴

木
 俊

男
等

方
性

,異
方

性
,ボ

イ
ド

ス
ラ

ブ
,曲

げ
剛

性
,一

次
固

有
振

動
数

,イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス

・
2
0
1
2
-
1
1
　

N
o
.6

8
1
（
構

造
系

）

高
層

免
震

建
築

物
の

空
力

不
安

定
振

動
に

関
す

る
研

究
片

桐
 純

治
（
泉

創
建

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）
･

大
熊

 武
司

･丸
川

 比
佐

夫
･安

井
 八

紀
高

層
免

震
建

築
物

,空
力

不
安

定
振

動
,時

刻
歴

解
析

,振
動

依
存

風
力

,エ
ネ

ル
ギ

ー
の

釣
合

い

・
2
0
1
2
-
1
2
　

N
o
.6

8
2
（
構

造
系

）

木
造

根
太

床
の

鉛
直

振
動

特
性

に
及

ぼ
す

支
持

条
件

と
偏

在
荷

重
の

影
響

に
関

す
る

研
究

鈴
木

 秀
三

（
職

業
能

力
開

発
総

合
大

学
校

）
･井

原
 行

孝
木

造
根

太
床

,固
有

振
動

数
,減

衰
定

数
,支

持
条

件
,偏

在
荷

重

・
2
0
1
3
-
0
2
　

N
o
.6

8
4
（
構

造
系

）

膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

を
用

い
た

縮
小

梁
架

構
の

鉛
直

微
振

動
制

御
に

関
す

る
研

究
　

新
機

能
性

材
料

を
用

い
た

自
己

適
応

制
御

建
築

に
関

す
る

研
究

（
そ

の
１

）
松

下
 仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
･吉

岡
 宏

和
･

高
橋

 良
典

自
己

適
応

制
御

,新
機

能
性

材
料

,膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

,微
振

動
制

御
,

小
梁

,フ
ラ

ン
ジ

・
2
0
1
3
-
0
6
　

N
o
.6

8
8
（
構

造
系

）

振
動

モ
ー

ド
に

着
目

し
た

イ
ン

パ
ル

ス
応

答
制

御
の

た
め

の
初

期
変

位
付

与
型

T
M

D
設

計
式

の
提

案
吉

中
 進

（
大

阪
市

立
大

学
）
･谷

口
 与

史
也

振
動

制
御

,T
M

D
,初

期
変

位
,イ

ン
パ

ル
ス

応
答

・
2
0
1
3
-
0
8
　

N
o
.6

9
0
（
構

造
系

）

建
物

内
部

に
未

知
の

振
動

源
を

有
す

る
高

層
建

物
の

曲
げ

せ
ん

断
型

モ
デ

ル
と

A
R

X
モ

デ
ル

を
用

い
た

剛
性

同
定

法
南

 良
忠

（
高

松
建

設
）
･城

野
 み

な
み

･藤
田

 皓
平

･竹
脇

 出
シ

ス
テ

ム
同

定
,構

造
ヘ

ル
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

,未
知

の
振

動
源

,曲
げ

せ
ん

断
型

モ
デ

ル
委

,A
R

X
モ

デ
ル

・
2
0
1
3
-
0
9
　

N
o
.6

9
1
（
環

境
系

）

複
数

歩
連

続
し

た
歩

行
振

動
の

性
能

値
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

　
木

造
大

ス
パ

ン
床

の
歩

行
振

動
の

居
住

性
か

ら
み

た
評

価
方

法
（
そ

の
１

）
横

山
 裕

（
東

京
工

業
大

学
）

木
造

大
ス

パ
ン

床
,振

動
,歩

行
,性

能
値

,居
住

性
,評

価
方

法

日
本

建
築

学
会

論
文

集
リ

ス
ト

 (
2)

題
　

　
名

76



 
 

 

 

発
表

者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
3
-
1
0
　

N
o
.6

9
2
（
構

造
系

）

膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

を
用

い
た

縮
小

柱
梁

架
構

の
鉛

直
・
水

平
微

振
動

制
御

に
関

す
る

研
究

　
新

機
能

性
材

料
を

用
い

た
自

己
適

応
制

御
建

築
に

関
す

る
研

究
（
そ

の
２

）
松

下
 仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
･吉

岡
 宏

和
･

高
橋

 良
典

自
己

適
応

制
御

,新
機

能
性

材
料

,膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

,微
振

動
制

御
,

小
梁

,フ
ラ

ン
ジ

・
2
0
1
3
-
1
0
　

N
o
.6

9
2
（
環

境
系

）

人
の

歩
行

に
よ

る
床

振
動

の
確

率
統

計
的

評
価

　
-
渡

り
廊

下
に

お
け

る
歩

行
実

験
お

よ
び

確
率

的
歩

行
外

力
を

用
い

た
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
-

増
田

 圭
司

（
フ

ジ
タ

）
･中

山
 昌

尚
･小

河
利

行
歩

行
外

力
,歩

行
実

験
,モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
,床

振
動

,確
率

統
計

的
評

価

・
2
0
1
4
-
0
5
　

N
o
.6

9
9
（
構

造
系

）

膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

を
用

い
た

鉄
骨

造
の

鉛
直

床
振

動
制

御
実

験
　

新
機

能
性

材
料

を
用

い
た

自
己

適
応

制
御

建
築

に
関

す
る

研
究

（
そ

の
３

）
松

下
 仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
･松

永
 裕

樹
･

吉
岡

 宏
和

･高
橋

 良
典

自
己

適
応

制
御

,新
機

能
性

材
料

,膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

,微
振

動
制

御
,

柱
梁

架
構

・
2
0
1
4
-
0
5
　

N
o
.6

9
9
（
環

境
系

）

複
数

の
振

動
数

成
分

が
同

程
度

に
卓

越
す

る
ラ

ン
ダ

ム
水

平
振

動
に

対
す

る
知

覚
特

性
に

関
す

る
研

究
石

川
 孝

重
（
日

本
女

子
大

学
）
･久

木
 章

江
環

境
振

動
,ラ

ン
ダ

ム
振

動
,卓

越
振

動
数

,知
覚

確
率

,閾
値

,水
平

振
動

・
2
0
1
4
-
0
9
　

N
o
.7

0
3
（
構

造
系

）

順
偏

心
と

逆
偏

心
の

場
合

に
お

け
る

ね
じ

れ
振

動
特

性
の

比
較

　
床

開
口

の
配

置
と

大
き

さ
の

違
い

が
２

階
建

て
木

造
建

物
の

ね
じ

れ
振

動
特

性
に

及
ぼ

す
影

響
　

そ
の

２
入

江
 康

隆
（
宇

都
宮

大
学

）
･芝

沼
 健

太
･

野
俣

 善
則

床
開

口
,質

量
偏

心
,層

間
並

進
変

位
,層

間
ね

じ
れ

角
,振

動
台

実
験

・
2
0
1
4
-
1
0
　

N
o
.7

0
4
（
環

境
系

）

不
安

感
・
不

快
感

か
ら

み
た

ラ
ン

ダ
ム

水
平

振
動

に
対

す
る

心
理

評
価

に
関

す
る

検
討

鈴
木

 千
尋

（
日

本
女

子
大

学
）
･石

川
 孝

重
環

境
振

動
,ラ

ン
ダ

ム
振

動
,卓

越
振

動
数

,水
平

振
動

,心
理

評
価

,居
住

性

・
2
0
1
4
-
1
1
　

N
o
.7

0
5
（
環

境
系

）

居
住

床
を

対
象

と
し

た
衝

撃
振

動
の

周
波

数
特

性
が

人
の

振
動

感
覚

に
与

え
る

影
響

冨
田

 隆
太

（
日

本
大

学
）
･井

上
 勝

夫
床

振
動

,ゴ
ム

ボ
ー

ル
,周

波
数

特
性

,振
動

感
覚

,衝
撃

振
動

,居
住

床

・
2
0
1
5
-
0
4
　

N
o
.7

1
0
（
構

造
系

）

風
応

答
振

動
時

に
お

け
る

粘
弾

性
ダ

ン
パ

ー
の

特
性

お
よ

び
正

弦
波

に
よ

る
簡

易
評

価
手

法
佐

藤
 大

樹
（
東

京
工

業
大

学
）
･所

 健
･笠

井
 和

彦
･北

村
 春

幸
粘

弾
性

ダ
ン

パ
ー

,温
度

依
存

性
,振

動
数

依
存

,風
応

答
振

動
,簡

易
評

価
法

,熱
伝

達

・
2
0
1
5
-
0
6
　

N
o
.7

1
2
（
環

境
系

）

剛
性

の
高

い
床

に
適

用
す

る
性

能
値

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
　

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

方
法

　
（
そ

の
2
）

横
山

 裕
（
東

京
工

業
大

学
）
･黒

田
 瑛

一
･

福
田

 眞
太

郎
木

造
大

ス
パ

ン
床

,振
動

,歩
行

,性
能

値
,居

住
性

,評
価

方
法

・
2
0
1
5
-
1
1
　

N
o
.7

1
7
（
環

境
系

）

人
の

歩
行

に
よ

る
床

振
動

に
関

す
る

V
値

応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
の

提
案

と
検

証
増

田
 圭

司
（
フ

ジ
タ

）
･中

山
 昌

尚
･小

河
利

行
床

振
動

,応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
,確

率
統

計
的

評
価

,モ
ン

テ
カ

ル
ロ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

,歩
行

外
力

,歩
行

実
験

・
2
0
1
6
-
0
2
　

N
o
.7

2
0
（
環

境
系

）

種
々

の
加

振
源

に
よ

る
鉛

直
振

動
に

適
用

で
き

る
性

能
値

松
下

 仁
士

（
竹

中
工

務
店

）
･長

沼
 俊

介
･

井
上

 竜
太

･横
山

 裕
鉛

直
振

動
,官

能
検

査
,性

能
値

,振
動

レ
ベ

ル
,時

定
数

,継
続

時
間

・
2
0
1
6
-
0
3
　

N
o
.7

2
1
（
構

造
系

）

振
幅

依
存

性
を

考
慮

し
た

中
低

層
Ｒ

Ｃ
，

Ｓ
Ｒ

Ｃ
造

建
物

の
水

平
１

次
振

動
特

性
中

村
 尚

弘
（
竹

中
工

務
店

）
･鹿

嶋
 俊

英
･

木
下

 拓
也

･伊
藤

 真
二

･宮
本

 泰
志

･曽
根

 孝
行

･荏
本

 孝
久

･犬
伏

 徹
志

固
有

周
期

,減
衰

定
数

,振
幅

依
存

性
,R

C
/
S
R

C
建

物
,A

R
X
モ

デ
ル

,水
平

1
次

モ
ー

ド

題
　

　
名

日
本

建
築

学
会

論
文

集
リ

ス
ト

 (
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者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
6
-
0
4
　

N
o
.7

2
2
（
構

造
系

）

強
非

線
形

性
要

素
と

大
質

量
比

の
仮

想
質

量
要

素
を

組
み

合
わ

せ
た

振
動

制
御

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
渡

辺
 宏

一
（
清

水
建

設
）
･中

井
 正

一
パ

ッ
シ

ブ
非

線
形

制
御

,大
質

量
比

の
仮

想
質

量
,接

続
法

,シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
法

,共
振

曲
線

,過
渡

応
答

解
析

・
2
0
1
6
-
0
6
　

N
o
.7

2
4
（
環

境
系

）

歩
行

振
動

V
値

応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
を

用
い

た
床

振
動

に
関

す
る

信
頼

性
設

計
法

増
田

 圭
司

（
フ

ジ
タ

）
･中

山
 昌

尚
･小

河
利

行
信

頼
性

設
計

法
,床

振
動

,確
率

統
計

的
評

価
,応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

,歩
行

実
験

・
2
0
1
7
-
0
2
　

N
o
.7

3
2
（
環

境
系

）

床
振

動
の

被
暴

露
経

験
が

許
容

可
否

判
断

に
与

え
る

影
響

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
松

下
 仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
･横

山
 裕

床
振

動
,官

能
検

査
,被

暴
露

経
験

,許
容

限
度

,振
動

対
策

,低
減

倍
率

・
2
0
1
7
-
1
2
　

N
o
.7

4
2
（
構

造
系

）

構
造

ヘ
ル

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

お
け

る
複

数
振

動
波

形
記

録
の

事
後

同
期

補
正

法
佐

田
 貴

浩
（
パ

ナ
ホ

ー
ム

）
･谷

 慎
太

郎
･

吉
富

 信
太

構
造

ヘ
ル

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
,同

期
ず

れ
,伝

達
関

数
,相

互
相

関
関

数
,ノ

イ
ズ

レ
ベ

ル

・
2
0
1
7
-
1
2
　

N
o
.7

4
2
（
環

境
系

）

言
葉

と
振

動
の

イ
メ

ー
ジ

の
関

係
に

着
目

し
た

環
境

振
動

の
言

語
表

現
に

関
す

る
検

討
鈴

木
 千

尋
（
清

水
建

設
）
･石

川
 孝

重
環

境
振

動
,説

明
性

,言
語

表
現

,擬
音

語
,擬

態
語

,性
能

設
計

・
2
0
1
8
-
0
1
　

N
o
.7

4
3
（
環

境
系

）

水
平

振
動

の
心

理
的

反
応

に
対

す
る

継
続

時
間

を
考

慮
し

た
評

価
方

法
の

適
用

性
に

関
す

る
実

験
的

検
討

林
 健

太
郎

（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
･松

本
 泰

尚
･嘉

納
 裕

人
戸

建
て

住
宅

,外
部

振
動

,水
平

振
動

,被
験

者
実

験
,心

理
的

反
応

,継
続

時
間

・
2
0
1
8
-
0
3
　

N
o
.7

4
5
（
構

造
系

）

部
分

空
間

法
に

よ
る

2
層

木
造

軸
組

工
法

住
宅

の
振

動
特

性
同

定
宮

津
 裕

次
･曽

田
 五

月
也

部
分

空
間

法
,P

I-
M

O
E
S
P

法
,P

O
-
M

O
E
S
P

法
,2

層
木

造
住

宅
,振

動
特

性
,

振
動

台
加

振
実

験

・
2
0
1
8
-
1
1
　

N
o
.7

5
3
（
構

造
系

）

振
幅

依
存

性
を

考
慮

し
た

S
造

建
物

の
水

平
1
次

，
2
次

振
動

特
性

中
村

 尚
弘

（
広

島
大

学
）
･鹿

嶋
 俊

英
･東

城
 峻

樹
･肥

田
 剛

典
･飯

山
 か

ほ
り

･宮
津

 裕
次

･鈴
木

 琢
也

固
有

周
期

,減
衰

定
数

,振
幅

依
存

性
,S

造
建

物
,A

R
X
モ

デ
ル

,水
平

振
動

モ
ー

ド

・
2
0
1
8
-
1
2
　

N
o
.7

5
4
（
構

造
系

）

高
振

動
数

・
低

振
幅

に
着

目
し

た
オ

イ
ル

ダ
ン

パ
ー

の
解

析
モ

デ
ル

に
関

す
る

検
討

　
3
次

元
免

震
装

置
に

適
用

す
る

上
下

オ
イ

ル
ダ

ン
パ

ー
の

検
討

深
沢

 剛
司

（
三

菱
F
B

R
シ

ス
テ

ム
ズ

）
･岡

村
 茂

樹
･杣

木
 孝

裕
･宮

川
 高

行
･山

本
智

彦
･渡

壁
 智

祥
･諸

菱
 亮

太
･藤

田
 聡

免
震

,オ
イ

ル
ダ

ン
パ

ー
,微

小
振

幅
,微

小
速

度
,高

振
動

数
,解

析
モ

デ
ル

・
2
0
1
9
-
0
1
　

N
o
.7

5
5
（
環

境
系

）

工
事

振
動

へ
の

経
験

的
予

測
手

法
の

適
用

性
に

関
す

る
検

討
津

野
 靖

士
（
鉄

道
総

合
技

術
研

究
所

）
･野

寄
 真

徳
･横

山
 秀

史
経

験
的

予
測

,工
事

振
動

,表
層

地
盤

,レ
イ

リ
ー

波
,表

面
波

探
査

,ア
レ

ー
微

動
観

測

・
2
0
1
9
-
0
3
　

N
o
.7

5
7
（
環

境
系

）

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

基
づ

く
建

物
内

の
振

動
に

対
す

る
心

理
的

反
応

の
評

定
尺

度
構

成
林

 健
太

郎
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
･松

本
 泰

尚
･東

田
 豊

彦
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

,心
理

的
反

応
,評

価
尺

度
構

成
,程

度
の

表
現

語

・
2
0
1
9
-
0
4
　

N
o
.7

5
8
（
構

造
系

）

風
振

動
な

ど
の

非
定

常
的

な
水

平
振

動
に

対
す

る
設

計
に

お
け

る
居

住
性

能
評

価
法

の
提

案
と

そ
の

検
証

平
間

 ち
ひ

ろ
（
日

本
女

子
大

学
）
･石

川
 孝

重
風

振
動

,ラ
ン

ダ
ム

振
動

,水
平

振
動

,心
理

量
,感

覚
評

価
,居

住
性

能
評

価

日
本

建
築

学
会

論
文

集
リ

ス
ト

 (
4
)

題
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名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
9
-
0
4
　

N
o
.7

5
8
（
環

境
系

）

水
平

方
向

の
交

通
振

動
の

居
住

性
か

ら
み

た
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

山
添

 宜
人

（
東

京
工

業
大

学
）
･小

山
 雄

平
･福

田
 眞

太
郎

･横
山

 裕
水

平
振

動
,交

通
振

動
,官

能
検

査
,性

能
値

,時
定

数
,継

続
時

間

・
2
0
1
9
-
0
7
　

N
o
.7

6
1
（
環

境
系

）

防
振

ゴ
ム

を
利

用
し

た
カ

ー
ペ

ッ
ト

上
で

の
環

境
振

動
測

定
方

法
の

提
案

冨
田

 隆
太

（
日

本
大

学
）
･後

藤
 佑

太
振

動
伝

達
率

,防
振

ゴ
ム

,カ
ー

ペ
ッ

ト
,振

動
レ

ベ
ル

計
,設

置
共

振

・
2
0
1
9
-
0
7
　

N
o
.7

6
1
（
環

境
系

）

歩
行

振
動

か
ら

み
た

C
L
T
造

床
の

ス
パ

ン
表

の
例

示
小

山
 雄

平
（
東

京
工

業
大

学
）
･福

田
 眞

太
郎

･横
山

 裕
歩

行
振

動
,C

L
T
造

床
,ス

パ
ン

表
,居

住
性

,有
限

要
素

法

・
2
0
1
9
-
0
9
　

N
o
.7

6
3
（
構

造
系

）

6
階

建
て

木
造

枠
組

壁
工

法
実

験
棟

の
振

動
特

性
の

変
動

要
因

の
分

析
鹿

嶋
 俊

英
（
建

築
研

究
所

）
･中

川
 博

人
6
 階

建
て

木
造

建
物

,振
動

特
性

,強
震

観
測

,常
時

微
動

,季
節

変
動

,振
幅

依
存

性

・
2
0
2
0
-
0
2
　

N
o
.7

6
8
（
環

境
系

）

水
平

方
向

の
交

通
振

動
の

居
住

性
か

ら
み

た
評

価
方

法
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

　
（
そ

の
2
）
：
前

後
振

動
お

よ
び

2
方

向
複

合
振

動
に

関
す

る
検

討
山

添
 宜

人
（
東

京
工

業
大

学
）
･小

山
 雄

平
･福

田
 眞

太
郎

･横
山

 裕
水

平
振

動
,交

通
振

動
,複

合
振

動
,官

能
検

査
,性

能
値

,居
住

性

・
2
0
2
0
-
0
3
　

N
o
.7

6
9
（
環

境
系

）

カ
ー

ペ
ッ

ト
上

で
の

水
平

振
動

に
関

す
る

防
振

ゴ
ム

を
利

用
し

た
環

境
振

動
測

定
方

法
の

検
討

冨
田

 隆
太

（
日

本
大

学
）
･後

藤
 佑

太
･足

立
 大

振
動

伝
達

率
,防

振
ゴ

ム
,カ

ー
ペ

ッ
ト

,水
平

方
向

・
2
0
2
0
-
0
7
　

N
o
.7

7
3
（
構

造
系

）

捩
れ

振
動

を
伴

う
建

物
の

特
定

階
の

観
測

デ
ー

タ
を

用
い

た
周

波
数

領
域

に
お

け
る

剛
性

同
定

法
鍋

島
 国

彦
（
東

京
理

科
大

学
）

捩
れ

振
動

,剛
性

同
定

,周
波

数
領

域
,特

定
階

の
観

測
デ

ー
タ

・
2
0
2
0
-
0
8
　

N
o
.7

7
4
（
環

境
系

）

建
築

物
の

鉛
直

方
向

の
振

動
感

覚
に

対
す

る
振

動
知

覚
時

間
の

影
響

冨
田

 隆
太

（
日

本
大

学
）
･井

上
 勝

夫
･松

田
 貫

評
価

尺
度

,振
動

感
覚

,ゴ
ム

ボ
ー

ル
,交

通
振

動
,鉛

直
振

動
,振

動
知

覚
時

間

・
2
0
2
0
-
1
1
　

N
o
.7

7
7
（
環

境
系

）

仕
上

げ
と

し
て

根
太

床
が

施
工

さ
れ

た
C

L
T
造

床
の

歩
行

振
動

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
小

山
 雄

平
（
東

京
工

業
大

学
）
･大

橋
 義

徳
･福

田
 眞

太
郎

･横
山

 裕
歩

行
振

動
,C

L
T
造

床
,根

太
床

仕
上

げ
,ハ

ー
フ

ラ
ッ

プ
ジ

ョ
イ

ン
ト

,居
住

性
,

有
限

要
素

法

・
2
0
2
0
-
1
1
　

N
o
.7

7
7
（
環

境
系

）

交
通

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

方
法

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
　

水
平

１
方

向
・
鉛

直
複

合
振

動
を

対
象

と
し

た
性

能
値

の
検

討
山

添
 宜

人
（
東

京
工

業
大

学
）
･植

松
 武

是
･小

山
 雄

平
･福

田
 眞

太
郎

･横
山

 裕
複

合
振

動
,交

通
振

動
,居

住
性

,官
能

検
査

,心
理

学
的

尺
度

,性
能

値

・
2
0
2
1
-
0
4
　

N
o
.7

8
2
（
環

境
系

）

建
築

物
の

鉛
直

振
動

を
対

象
と

す
る

振
動

知
覚

時
間

を
考

慮
し

た
振

動
評

価
尺

度
の

提
案

冨
田

 隆
太

（
日

本
大

学
）
･井

上
 勝

夫
･松

田
 貫

評
価

尺
度

,振
動

感
覚

,鉛
直

振
動

,振
動

知
覚

時
間

,時
間

補
正

係
数

・
2
0
2
2
-
0
6
　

N
o
.7

9
6
（
環

境
系

）

建
築

物
内

に
伝

搬
す

る
複

合
振

動
を

対
象

と
し

た
振

動
感

覚
の

評
価

方
法

に
関

す
る

検
討

松
田

 貫
（
日

本
大

学
）
･冨

田
 隆

太
全

身
振

動
,複

合
振

動
,振

動
感

覚
,評

価
方

法
,複

合
振

動
補

正
量

,相
対

レ
ベ

ル

日
本

建
築

学
会

論
文

集
リ

ス
ト

 (
5
)

題
　

　
名
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発
表

者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
2
2
-
0
7
　

N
o
.7

9
7
（
環

境
系

）

木
造

大
ス

パ
ン

床
の

歩
行

振
動

の
居

住
性

か
ら

み
た

評
価

に
お

よ
ぼ

す
変

形
の

影
響

横
山

 裕
（
東

京
工

業
大

学
）
･小

山
 雄

平
･

西
谷

 伸
介

･福
田

 眞
太

郎
歩

行
振

動
,木

造
大

ス
パ

ン
床

,居
住

性
,試

料
床

,振
動

台
,変

形

・
2
0
2
2
-
1
1
　

N
o
.8

0
1
（
環

境
系

）

心
理

的
反

応
に

基
づ

く
水

平
振

動
の

評
価

方
法

に
お

け
る

振
動

継
続

時
間

の
影

響
に

関
す

る
検

討
林

 健
太

郎
（
ベ

ネ
ッ

ク
振

動
音

響
研

究
所

）
･松

本
 泰

尚
･横

島
 潤

紀
･東

田
 豊

彦
戸

建
て

住
宅

,外
部

振
動

,水
平

振
動

,加
振

台
実

験
,心

理
的

反
応

,振
動

継
続

時
間

題
　

　
名

日
本

建
築

学
会

論
文

集
リ

ス
ト

 (
6
)

80
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発
表

者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
1
-
0
2
　

N
o
.3

5

精
緻

な
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

か
ら

生
成

す
る

五
重

塔
の

振
動

モ
デ

ル
に

関
す

る
研

究
平

沢
 岳

人
（
千

葉
大

学
）
･加

戸
 啓

太
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

,五
重

塔
,振

動
モ

デ
ル

,技
術

利
用

・
2
0
1
1
-
0
2
　

N
o
.3

5

軌
道

一
体

構
造

と
な

る
駅

ビ
ル

で
の

固
体

音
対

策
と

し
て

の
防

振
軌

道
の

設
計

と
施

工
田

中
 郁

夫
（
九

州
旅

客
鉄

道
）
･平

川
 正

･
鈴

木
 健

司
駅

,固
体

音
,防

振
,軌

道

・
2
0
1
1
-
0
6
　

N
o
.3

6

基
礎

と
地

盤
の

動
的

相
互

作
用

を
含

む
環

境
振

動
簡

易
評

価
手

法
　

-
埋

め
込

み
剛

基
礎

の
場

合
-

秋
田

 真
（
早

稲
田

大
学

）
･前

田
 寿

朗
交

通
振

動
,R

ay
le

ig
h
波

,基
礎

入
力

波
,ガ

ウ
ス

求
積

法
,埋

め
込

み
基

礎

・
2
0
1
1
-
1
0
　

N
o
.3

7

防
振

軌
道

の
振

動
低

減
効

果
の

検
証

　
軌

道
一

体
構

造
と

な
る

駅
ビ

ル
で

の
固

体
音

対
策

と
し

て
の

防
振

軌
道

の
設

計
と

施
工

 第
二

報
鈴

木
 健

司
（
清

水
建

設
）
･伊

積
 康

彦
･田

中
 郁

夫
･今

林
 泰

･平
川

 正
駅

,固
体

音
,防

振
,軌

道

・
2
0
1
3
-
0
6
　

N
o
.4

2

地
盤

振
動

に
起

因
す

る
木

質
系

・
鉄

骨
系

戸
建

て
住

宅
の

振
動

増
幅

特
性

平
尾

 善
裕

（
小

林
理

学
研

究
所

）
･国

松
直

･東
田

 豊
彦

地
盤

振
動

,戸
建

て
住

宅
,振

動
測

定
,振

動
増

幅
,振

動
加

速
度

レ
ベ

ル
,1

/
3

オ
ク

タ
ー

ブ
バ

ン
ド

・
2
0
1
3
-
0
6
　

N
o
.4

2

F
B

G
型

加
速

度
計

を
用

い
た

既
存

構
造

物
の

振
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
松

本
 幸

大
（
豊

橋
技

術
科

学
大

学
）
･松

本
拓

也
･山

田
 聖

志
F
B

G
 セ

ン
サ

,F
B

G
 型

加
速

度
計

,振
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

,長
期

計
測

・
2
0
1
3
-
1
0
　

N
o
.4

3

基
礎

形
式

の
異

な
る

構
造

物
へ

の
交

通
振

動
伝

搬
特

性
の

評
価

関
口

 徹
（
千

葉
大

学
）
･中

井
 正

一
交

通
振

動
,建

物
基

礎
,薄

層
法

,動
的

相
互

作
用

・
2
0
1
4
-
0
6
　

N
o
.4

5

木
造

住
宅

用
制

振
装

置
の

性
能

評
価

　
-
振

動
台

実
験

に
よ

る
加

算
則

の
検

証
と

動
特

性
評

価
-

佐
藤

 利
昭

（
東

京
理

科
大

学
）
･肥

田
 剛

典
･加

藤
 惇

･井
口

 道
雄

･真
崎

 雄
一

･永
野

 正
行

粘
弾

性
ダ

ン
パ

ー
,履

歴
ダ

ン
パ

ー
,木

造
軸

組
構

法
住

宅

・
2
0
1
4
-
0
6
　

N
o
.4

5

超
高

層
集

合
住

宅
に

お
け

る
2
0
1
1
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

時
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
お

よ
び

振
動

台
搭

乗
実

験
に

基
づ

く
地

震
時

避
難

行
動

不
可

能
率

肥
田

 剛
典

（
東

京
理

科
大

学
）
･永

野
 正

行
･田

沼
 毅

彦
･金

子
 知

宣
2
0
1
1
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

,超
高

層
集

合
住

宅
,ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

,
振

動
台

実
験

,行
動

難
度

,避
難

行
動

不
可

能
率

・
2
0
1
4
-
1
0
　

N
o
.4

6

木
造

家
屋

内
に

お
け

る
鉄

道
走

行
時

の
振

動
実

測
結

果
に

つ
い

て
　

-
軌

道
の

高
架

化
前

後
に

お
け

る
振

動
特

性
の

比
較

-
小

谷
 朋

央
貴

（
フ

ジ
タ

）
･冨

田
 隆

太
･横

島
 潤

紀
･伊

積
 康

彦
･佐

野
 泰

之
･後

藤
剛

史

鉄
道

振
動

,木
造

家
屋

,高
架

線
路

,振
動

加
速

度
レ

ベ
ル

・
2
0
1
4
-
1
0
　

N
o
.4

6

高
密

度
常

時
微

動
計

測
に

基
づ

く
軟

弱
地

盤
に

立
地

す
る

杭
基

礎
中

層
R

C
造

建
物

の
振

動
特

性
と

動
的

相
互

作
用

効
果

山
下

 善
也

（
名

古
屋

大
学

）
･護

 雅
史

･福
和

 伸
夫

･飛
田

 潤
･井

上
 波

彦
高

密
度

常
時

微
動

計
測

,地
震

観
測

,軟
弱

地
盤

,中
層

R
C

 造
建

物
,地

盤
と

建
物

の
動

的
相

互
作

用

題
　

　
名

日
本

建
築

学
会

技
術

報
告

集
リ

ス
ト

 (
1
)

81



 
 

 

 

発
表

者
氏

名
キ

ー
ワ

ー
ド

・
2
0
1
4
-
1
0
　

N
o
.4

6

常
時

微
動

計
測

・
振

動
実

験
・
強

震
観

測
に

基
づ

く
超

高
層

建
物

の
振

動
特

性
と

そ
の

変
化

松
下

 卓
矢

（
名

古
屋

大
学

）
･西

澤
 崇

雄
･

飛
田

 潤
･福

和
 伸

夫
超

高
層

建
物

,固
有

振
動

数
,減

衰
定

数
,モ

ー
ド

形
,振

幅
依

存
性

,経
年

変
化

・
2
0
1
5
-
0
2
　

N
o
.4

7

デ
ッ

キ
プ

レ
ー

ト
ス

ラ
ブ

の
固

有
振

動
解

析
と

平
板

へ
の

換
算

に
関

す
る

検
討

　
-
鉄

骨
造

デ
ッ

キ
プ

レ
ー

ト
ス

ラ
ブ

の
振

動
お

よ
び

床
衝

撃
音

に
関

す
る

数
値

解
析

的
研

究
　

そ
の

１
-

會
田

 祐
（
長

谷
工

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
･橋

本
 典

久
鉄

骨
造

,デ
ッ

キ
プ

レ
ー

ト
ス

ラ
ブ

,床
振

動
,有

限
要

素
法

,固
有

値
解

析

・
2
0
1
5
-
0
2
　

N
o
.4

7

常
時

微
動

測
定

に
よ

る
灯

台
の

振
動

特
性

推
定

日
高

 み
な

み
（
コ

ン
ス

テ
ッ

ク
）
･青

木
 孝

義
灯

台
,常

時
微

動
計

測
,強

制
振

動
実

験
,固

有
振

動
数

,減
衰

定
数

・
2
0
1
5
-
1
0
　

N
o
.4

9

免
震

部
材

の
微

小
変

形
時

の
等

価
剛

性
が

環
境

振
動

評
価

に
及

ぼ
す

影
響

と
簡

略
的

な
応

答
評

価
法

の
提

案
森

井
 雄

史
（
清

水
建

設
）
･竹

内
 貞

光
･

Y
o
sh

id
a 

K
az

u
h
ir
o
･猿

田
 正

明
･安

達
 一

喜

高
減

衰
積

層
ゴ

ム
,微

小
変

形
,等

価
剛

性
,応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

法
,環

境
振

動

・
2
0
1
5
-
1
0
　

N
o
.4

9

設
備

振
動

を
電

力
に

変
換

す
る

ワ
イ

ド
バ

ン
ド

型
振

動
発

電
技

術
の

開
発

井
上

 竜
太

（
竹

中
工

務
店

）
振

動
発

電
,エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ー

ベ
ス

テ
ィ

ン
グ

,環
境

振
動

,ダ
ク

ト
,

ワ
イ

ド
バ

ン
ド

,温
湿

度
セ

ン
サ

・
2
0
1
6
-
0
6
　

N
o
.5

1

実
住

宅
床

を
用

い
た

鉄
道

・
自

動
車

走
行

時
の

鉛
直

振
動

が
人

の
振

動
感

覚
に

及
ぼ

す
影

響
松

田
 貫

（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）
･井

上
 勝

夫
･冨

田
 隆

太
鉄

道
振

動
,道

路
交

通
振

動
,鉛

直
振

動
,振

動
感

覚
,評

価
方

法
,周

波
数

特
性

,住
宅

床

・
2
0
1
6
-
1
0
　

N
o
.5

2

人
の

動
作

を
対

象
と

し
た

建
築

空
間

の
振

動
測

定
点

に
関

す
る

測
定

経
験

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

冨
田

 隆
太

（
日

本
大

学
）
･小

谷
 朋

央
貴

･
松

田
 貫

･横
島

 潤
紀

･伊
積

 康
彦

振
動

測
定

,人
の

動
作

,ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
,振

動
測

定
点

・
2
0
1
7
-
0
2
　

N
o
.5

3

膜
型

圧
電

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

を
用

い
た

床
制

振
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

振
動

低
減

効
果

の
予

測
手

法
松

下
 仁

士
（
竹

中
工

務
店

）
･吉

岡
 宏

和
膜

型
圧

電
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
,床

振
動

,振
動

対
策

,ア
ク

テ
ィ

ブ
制

振
,

予
測

手
法

・
2
0
1
7
-
0
2
　

N
o
.5

3

鉄
道

走
行

時
の

振
動

レ
ベ

ル
と

そ
れ

に
対

す
る

感
覚

反
応

　
木

造
家

屋
内

に
お

け
る

鉄
道

走
行

時
の

振
動

実
測

結
果

に
つ

い
て

佐
野

 泰
之

（
愛

知
工

業
大

学
）
･冨

田
 隆

太
･横

島
 潤

紀
･小

谷
 朋

央
貴

･伊
積

 康
彦

鉄
道

振
動

,居
住

性
能

評
価

指
針

,振
動

感
覚

,木
造

家
屋

・
2
0
1
7
-
0
6
　

N
o
.5

4

交
通

機
関

を
対

象
と

し
た

建
築

空
間

の
振

動
測

定
点

に
関

す
る

測
定

経
験

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

松
田

 貫
（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）
･冨

田
 隆

太
･小

谷
 朋

央
貴

･横
島

 潤
紀

･伊
積

 康
彦

振
動

測
定

方
法

,交
通

機
関

,ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
,振

動
測

定
点

・
2
0
1
7
-
0
6
　

N
o
.5

4

常
時

微
動

の
部

分
移

動
測

定
に

よ
る

建
物

振
動

性
状

の
評

価
栗

栖
 藍

子
（
大

成
建

設
）
･欄

木
 龍

大
･日

比
野

 浩
･坂

本
 成

弘
･長
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4.2 研究動向 

 

(1) 環境振動研究分野の全体像 

 

環境振動運営委員会では，その発足当時に「地盤・建物等，ある広がりをもって我々を

取り巻く境界の日常的な振動」として定義された「環境振動」について，下表に示す「環

境振動マトリクス」を具体的な枠組みとして，系統的な調査研究活動を行ってきた． 

 

表 従来の環境振動マトリクス 

振動源 
検討項目 

0 1 2 3 4 
測定方法 振動源特性 伝搬経路 振動予測 性能評価 

A 生産機械 A-0 A-1 A-2 A-3 A-4 
B 道路・鉄道 B-0 B-1 B-2 B-3 B-4 
C 飛行機・船舶 C-0 C-1 C-2 C-3 C-4 
D 設備機器 D-0 D-1 D-2 D-3 D-4 
E 人間活動 E-0 E-1 E-2 E-3 E-4 
F 自然外力 F-0 F-1 F-2 F-3 F-4 
G その他 G-0 G-1 G-2 G-3 G-4 

 

しかし，昨今の環境振動問題の多様化・輻輳化・複雑化にともない，従来の環境振動マ

トリクスでは問題を捉えきれない事例も出てきた．そこで，運営委員会ではマトリクスの

見直しを検討することとした．その結果として 2020 年にまとめたものが，下図に示す「環

境振動研究分野の全体像」である．マトリクスのように環境振動問題を要素に細分化して

個々の要素に着目する視点から，全体像を俯瞰しつつ個々が対処すべき問題に当たる視点

への転換を意図したものと捉えられる． 

 

 

図 環境振動研究分野の全体像 

86



 
 

(2) 大会における研究発表 

 

各年度の大会における発表件数は，環境振動分野の研究動向を反映する一つの指標と考

えることができる．下図は，環境振動分野で行われた発表件数の 2011 年度以降の推移を，

大会の細々分類に基づき大まかに分けて集計したものである． 

環境振動分野全体の発表件数は近年概ね 30 件を上回っており，1984 年度から 2010 年度

までの 27 年間に 30 件を上回った年は 5 年のみであったことと比較すると，2011 年度以降

の 10 年余りの期間に活発な研究活動が行われていたことがうかがえる．新型コロナウィ

ルス感染症の影響で大会が中止となった 2020 年度，ビデオによる口頭発表を事前に視聴

する形となった 2021 年度は発表件数が減少したが，最新の 2022 年度はコロナ以前と同程

度の発表件数に回復した． 

分類に着目すると，近年で最も発表件数が多かったのは，「振動感覚・性能評価」であっ

た．これは，この時期に行われた居住性能評価指針の改定に関連して，活発に研究が行わ

れたことが理由である．つぎに発表件数が多いのは，「建物・床振動」である．特に床振動

は，「振動予測・解析」や「振動制御・対策」の分類での発表件数も少なくなく，人の歩行

などの動作による床振動が，設計時あるいは使用後において引き続き問題となっているこ

とがうかがえる． 

 

 

図 大会における発表件数の推移 

 

 

大会での発表には，運営委員会傘下の小委員会および WG の活動成果の発表も含まれる．

次図は，2012 年以降の大会における，小委員会の活動成果に基づく発表の数を示している． 
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図 大会での小委員会活動成果発表数 

 

特筆すべきは測定分析小委員会による成果発表で，2012 年から 2019 年まで継続的に発

表が行われた．小委員会活動として実施された振動測定とその分析の結果や，環境振動測

定の現状把握と課題抽出に関する技術者へのアンケート調査結果がそれらの内容であった． 

予測解析関係の小委員会は，環境振動の予測に必要な情報の集約化・共有化を図り，予

測の精度向上に役立てることを目的に活動を行ってきている．2019 年には，実建物を対象

に実施した予測解析と振動計測について，様々な視点から 5 編の発表が行われた．また，

環境振動予測の精度・ばらつきを例示することを目的とした床振動のブラインド解析の結

果についても，複数の発表が行われている． 

その他，性能評価小委員会の活動として行われた振動台を用いた官能検査の結果に基づ

く発表も，2018 年と 2020 年に行われている． 

 

(3) 論文集・技術報告集の掲載論文 

 

大会での研究発表の一部は，複数の研究発表をまとめる形や，研究を発展させる形で，

論文集や技術報告集に投稿されている． 

技術報告集に関して，前出のリストは，2011 年 2 月（17 巻 35 号）から 2022 年 6 月（28

巻 69 号）までの巻号について，「振動」，「歩行振動」，「振動感覚」，「交通振動」，「床振動」，

「振動評価」，「固体音」，「固体伝搬音」といったキーワードで検索した結果のうち，環境

振動やそれに類する固体音以外を除外して示したものである．微動計測やモニタリングに

関する文献のうち，建物の振動特性を調べるものは含めたが，目的が地震応答を求めるた

めのものは除外した．その結果，環境工学分野の文献のみならず，構造分野の文献も多く

含まれている．前述の環境振動測定分析小委員会による活動成果は，技術報告集にも複数

掲載されている． 
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５．環境振動分野への関わり・思い・期待 

 

本章には，これまでに運営委員会主査を務められた先生方に，環境振動分野へのご自身

の関わり，思い，今後への期待などを，自由な形でご執筆いただいた原稿を掲載する． 

 

 

私と環境振動・環境振動制御の重要性 

 

                     正会員  日本大学・名誉教授 井上勝夫 

1996 年度～1998 年度 環境振動小委員会主査 

 

１． 環境振動分野への関わり 

 私が環境振動に関わり始めたのは、1982 年に「建築音響・振動分科会」より「環境振動

分科会」として独立した当初からである。 

設立当初、環境振動分科会の主査は「山田水城 先生」でしたが、私は専門委員として参

加し、以来今日に至るまで、およそ 40 年間にわたって関係してきたことになります。 

その間、分科会には 1996 年～1999 年の間、6 代目の「分科会主査」を務めさせて頂きまし

た。また、1986 年には同分科会に「振動測定法小委員会」の設置を提案させていただき、

そのまま 2 期 4 年間同 WG 主査を、また、1994 年度にはそれまでの WG 活動成果や環境

振動の測定・技術の重要性をアピールし、測定・解析の統一的手法を提案するために「環

境振動・固体音の測定技術マニュアル検討小委員会」の設置を承認して頂き、小委員会の

主査として著書の執筆を行い、1999 年 3 月に「日本建築学会編：環境振動・固体音の測定

技術マニュアル，オーム社」を刊行しております。 

 この当時の様子は、平成 8 年（1998 年）1 月出版の「環境振動研究のあゆみ」に詳しく

紹介されておりますので、ご参照ください。このように、私は環境振動分野には、「振動物

理量の計測・評価」の視点を中心に関与してきました。 

２． 環境振動分野への思い 

 2000 年にスタートした品確法の柱「住宅性能表示制度」が、今年、2022 年より 5 年の計

画で内容の改正が大幅に行われようとしている。私個人としては、この機を待っていた訳

で、住宅内の性能として「環境振動」は安全性、快適性の面で非常に重要な項目であるか

らです。居住者要求の観点から見ても、建物の安全性、安定性、居住性などの面からも非

常に重要な性能と判断されます。よって、この機に従来の性能表示項目に追加して「振動

性能表示項目」として位置付けられると、今後の住宅建築に大きな影響を与えると考えら

れる。この提案の受け入れは、居住者に対して如何に重要なことか、ということを証明す

る必要があるので、この時期の環境振動運営委員会委員への大きな課題である。各委員の

方々には頑張っていただきたくお願い致します。 

３． 環境振動分野への今後への期待 

 環境振動に対する性能評価尺度、設計法については文献 1),2)により整備された感がある。

この既往の研究成果を利用し、環境振動に対する本来の性能確保を実現するために、以下

の項目、内容の調査・研究を継続する必要性を感じる。 
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1) 学会推奨規準の提案 

 環境振動の評価方法については、文献 1)で詳しく示されており、建築の設計者や施工者、

監理者などの供給者側や建築主(発注者)を含めて性能設定や要求性能の設定等が行える状

況にある。文献 1)で示すように、従来規準として表現されていた「ランク」表現ではなく、

知覚確率を表す評価曲線のみ(評価レベルと表現)となり、学術的中立機関である「建築学

会」の第三者的判断に基づく「評価等級」「適用等級」などの表現はない。建築の設計が「性

能設計」に移行し、「発注者の要求性能の明示と供給者側の達成性能」の関係強化の道筋は

納得できるが、それには、発注者所謂消費者の知識や建築技術、などのレベルアップが特

に必要なのであり、現状でも消費者教育の不足、不十分さを感じる。とすれば、少なくと

もそのような状況が達成されるまでは、第三者機関である「建築学会」のような機関が「学

会推奨値」や「許容値」などの性能を定量的に表現しておくことが必要である。是非とも、

この立場からの学術的データに基づいた提案を今後行って行くべきと考える。ただし、そ

の根拠は「居住者の生活実感」に置いた判断、表現を基本に置くべきと考える。 

2) 本来の目的である居住者反応に対応した評価基準および適用等級の提案 

この要望は、文献 1)で示されている「評価尺度」による性能区分と居住者の反応、評価

が長期に渡る生活の中でどう対応するのかを明らかにしておくべきということを示してい

る。音や振動に対する居住者評価は、実験室等における「ラウドネス」や「アノイアンス」

などの評価実験とは異なるものという考えを筆者は基本的に持っている。音だけ聴いて、

また振動のみ感じて、その判断を被験者が行うとする実験は偏った、特別の尺度構成とな

るのではないか、ということです。更には、「気になり感」や「不快感」などの感覚は時間

軸上での影響が大きく、短時間での判断は難しいのではないか、基本的な評価物理量は、

強度を表現する値で良いとは思うが、時間軸上での影響には「長期生活の中での感覚判断」

を考慮しないと別の評価になってしまう。この視点に立った研究の実行と検証を 1)で示す

「評価基準」や「適用等級」において具体化して欲しいと考える。 

3) 品確法(性能表示制度)への参画と設計指針の提案 

 2)の達成の目途が立ったら、是非とも品確法の「性能表示制度」に参画して欲しい、参

入すべき項目である。消費者が「建物」の特に「住宅」において、要求する性能として「振

動性能」は重要な項目として位置付けられているのは、周知の事実である。文献 3 にも条

件的要件として示されているように、「固有振動数は 15Hz 以上」は住宅の基本的項目とし

てとらえられているようであるが、それだけでは不足であり、強度 振幅など に関する情

報も考慮に入れておくべきと思う。 

以上、取りあえず、3 項目ほどを「今後期待する研究テーマ」として挙げさせて頂きま

す。振動性能が音環境性能と並び、重要な建築性能であることを、更に認識するための調

査・研究・開発・普及が活発に行われることを祈念します。 

参考・引用文献 

1) 日本建築学会編：建築物の振動に関する居住性能評価規準・同解説,AIJES-V0001-2018 

2) 日本建築学会編：居住性能確保のための環境振動設計の手引き,丸善出版,2020 年 6 月 

3) 日本建築学会編：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説－許容応力度設計法，1999 年 11 月，丸善出版，

p.344～347 
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環境振動との関わりと最近の関心事（雑感） 

 

石川 孝重（日本女子大学名誉教授） 

2003 年度～2004 年度 環境振動小委員会主査 

2005 年度～2006 年度 環境振動運営委員会主査 

 

はじめに 

 私が環境振動にかかわった発端を建築雑誌「構造のひとつの解釈」（1989 年 12 月号）

に記述した。その記事を後藤剛史先生がご覧になり委員会参加のお誘いをいただいた。も

ともと構造安全性能の追究が専門であったが、床スラブの振動性状を考えるに当たって人

間の感覚特性に興味がつながり、使用性や居住性、さらには感性工学に関する研究に展開

した。人の感覚特性を探るために、最初は感覚メカニズムの追求から始めたがまったくか

たちにならなかった。特に人の振動感覚は人に聞くしかないとの思いから、当初は東大生

研の岡田恒男先生にお願いして生研の振動台で鉛直の振動感覚の実験を行った。生研の振

動台は構造実験用のオイル式で高周波のノイズがありこれが感覚特性に影響することが分

かり、自前の振動台の導入を模索することになった。当時の宇宙研の振動台と出会い、ノ

イズはもちろん周期音がしないことも決め手で動電型振動台の設置を決めた。補助金獲得

もあり予算の目処は立ったものの、設置場所で苦慮した。当初から振動台上に建屋を常設

することを考えていたので必要なスペースも大きく、変電設備も必要で、業者から「山手

線内での設置は例がない。」との冷ややかなお言葉をいただいた。当時はまだ若く上層部と

の交渉を幾度となく重ねなんとか土地を確保し実験棟建設にこぎ着けたが、それと引き換

えに本学の創立百周年記念事業の立案、実施など役のおまけもついてきた。本来は 1994 年

度中に建設予定であったが諸事情で私がブリティッシュコロンビア大学（カナダ）に行く

1995 年にずれ込んだ。当時は e-mail 普及の直前で、ファクシミリと音声通話でのやりと

りとなり、ロブソン通りのアパートメントの賃料と同じくらいの通信料がかかった。それ

でもこの動電型振動台の導入がその後の研究に大きく貢献することになる。2011 年に受賞

した日本建築学会賞（論文）「環境振動に関する感覚評価の特性の解明とその性能評価手法

に関する一連の研究」への寄与も大きい。 

 

環境振動刊行物との関わり 

 最初に手がけたのが『居住性能に関する環境振動評価の現状と規準』（2000 年 6 月）で、

環境振動評価に関するそれまでの文献を数多く収集しそれらを俯瞰した資料となった。次

が『建築物の振動に関する居住性能評価指針・同解説』の 2004 年版改定である。当時清水

建設の塩谷清人氏とともに、1991 年版居住性能評価指針に対するユーザーアンケートを実

施しそれに基づくかたちで改定作業を進め、新たに交通振動の章をもうけた。2000 年に性

能規定型の設計体系が法整備されたこともあり、学会としての推奨値を指針から削除した

が、設計者からの評判が悪く、環境振動シンポジウムのたびにお叱りをいただいた。そん

なこともあり、特に構造設計者から「居住性能評価指針だけでは環境振動の設計のプロセ

スがはっきりしない。」との声があり、『環境振動性能設計ハンドブック』をまとめる機運

になり、2010 年 10 月の発刊に至った。2018 年版『建築物の振動に関する居住性能評価規

準・同解説』では、感覚特性評価に特化してまとめることとし、それに対する設計は『居
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住性能確保のための環境振動設計の手引き』（2020 年 6 月）として分離して刊行している。

環境振動の対象範囲の拡大を模索する一環から『住宅の設備機器を対象とした低周波数領

域の音と振動問題への対応資料』（2010 年 10 月）の作成に取りかかった。当時低周波数領

域についての学会からの適当な刊行物もなく、低周波数領域では音と振動の区別が難しく

音環境委員会との調整におわれた。 

 

最近の関心事 

 人間を内包する装置は、船舶、航空機、鉄道車両、自動車と建築（住宅）である。前者

4 つは自力で動くが、建築はこれまで地べたに固定されている特徴があった。そのため外

力に対して耐える必要があり、例えば地震に対して、耐震が主で、制震・制振、免震→断

震へと展開してきた。 

 これとは別に、自力で動くグループも船舶と自動車の融合から水陸両用車やホバークラ

フトができ、鉄道車両と自動車の融合からレールのないスマートレールや無軌条電車が誕

生し、最近では航空機と自動車の融合から空飛ぶクルマが市販されている。これらを俯瞰

してみると、自力で動くグループはすでに融合一体化しているように思う。 

 さて、建築であるが断震まできたとはいえいつまでも地べたを固有する必要があるの

か？そこで考えたのが「宙に浮く建築（住宅）」である。地べたとの縁切りでメリットも大

きいが、浮かせる動力など課題も多い。環境配慮や経済もあり最近は物をもたないミニマ

リスト志向も強く軽量化が期待できる。動力としてのドローン技術が近年の関心事でもあ

りその進化は凄まじい。さらに自動車の AI による自動運転技術も宙に浮く建築には有用

であり、その動向を注視している。 

 しかしながら、宙に浮く建築が実現されると、建築も自力で動くグループに参入するこ

とになり、さらに人間内包装置の融合一体化が促進され「建築」という言葉の存在すらが

脅かされることにもなりかねない。当然のことであるが、学問体系の再構築や環境振動研

究の内容にも大きく影響することになろう。 

 

おわりに 

 今思えば、「構造のひとつの解釈」から始まり建築社会学へと展開している訳であるが、

時代の要請はとどまることを許さず建築そのものの存在や高等教育の有り様にも大きくプ

レッシャーを与えているように思う。 

 学会会員になってからほぼ半世紀、環境振動に関わって 35 年になるでしょうか。現在は

大学を退職したこともあり社会情勢の変化を目の当たりにする機会が増え、環境配慮はも

とより、コロナウィルス、ウクライナ問題、経済の低迷など負の連鎖もあるが、DX や新し

い技術を踏まえた新しい価値観との出会いも多い。学生とともに取り組んできた「宙に浮

く建築」の実現もそう遠くではない気がする。 

 建築社会学的な視座からすると、特に応用学である工学はすべからず社会の動向や価値

観、倫理観を見据える必要がある。今後の動向のキーワード、脱炭素、気候変動と地球環

境、右肩に上がらない経済、経済格差の拡大。いまの言葉で言えば（2030 年までの）SDGs

に集約されるかもしれないが、小学生、中学生の SGDs 学習の深化からして、next SDGs の

社会イメージを読み解くことが今後の活動で求められる。今後の発展に期待する。 
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環境振動の体系化を目指して 
 

 

濱本卓司 

2007 年度～2010 年度環境振動運営委員会主査 

 

 

 環境振動運営委員会歴代主査が環境振動へのかかわり・思い・今後の期待などについて

自由に書くようにとのことである。簡単なようで，書くとなると何を書いてよいのか，は

たと困る企画である。あまりはっきりとしたテーマは作らずに，ゆるめに書いた方がよさ

そうだとは思うのだけれど，徒然なるままに・・・などと始めてしまうと，あの古典を思

い出してまた書けなくなりそうなので，だらだらと書き始めることにする。 

 私は 30 代前半までは環境振動の門外漢であった。1988 年に米国イリノイ大学での客員

研究員として，2 年間のリスク・信頼性に関する研究生活から帰国して間もなく，海洋建

築委員会に後藤剛史先生を主査として浮遊式海洋建築物の居住性について研究する小委員

会を作るので入らないかという誘いを受けたのがきっかけとなった。私は当時，着底式の

シェル構造による海底基地や浮遊式構造の大規模海上都市を対象に，波浪や海洋性地震に

対する流体－構造物連成解析をテーマとした研究を行っており，1999 年にそのテーマで日

本建築学会賞（論文）を受けるまでは，ひたすらその硬い研究を続けていた。それだけに，

海洋は自分のフィールドだという感覚は持ってはいたが，そこに居住性というソフトなテ

ーマが加わることに大きな魅力も感じていた。 

 後藤先生は，1975 年に開催された沖縄海洋博において，最大の目玉であった未来型海

洋都市のモデルとなる人工島「アクアポリス」（設計：菊竹清訓）の動揺居住性に関す

る実測研究を通して，海洋建築の分野にも興味を持たれていた。海洋建築委員会で後

藤先生が先導された浮遊式海洋建築物の動揺居住性に関する研究成果は，その後，当

時の運輸省が中心となって進めた超大型浮遊式海上空港に関するメガフロートプロジ

ェクト（第 1 期：1995～1997 年，第 2 期：1998～1990 年）において動揺居住性の基

準として参照されている。 

 こうした委員会活動をしていたある日，はっきりといつだったかは思い出せないが，

後藤先生から環境振動運営員会の評価小委員会に入らないかと誘われた。今年で環境

振動シンポジウムは 40 回目を迎えたが，10 回目のときはまだ委員会に入っておらず，

20 回目のときは入っていたので，ちゃんと調べればわかることではあるが，その間の

どこかで委員会に入ったことになる。入ったときから評価小委員会に属し，今も委員

であるので，ここで過ごした年月が圧倒的に長い。 

この評価小委員会のメインストリームは，なんといっても居住性基準につながる基

礎研究であり，当時でいえば後藤先生を中心に，水平振動の石川孝重先生や鉛直振動

の横山裕先生といった，少なくとも自分の研究室に振動台をもち，それを使って被験

者データを生産し，統計的手法によりデータ処理を行って居住性評価曲線を提案する

研究者が情報交換しあう場であった。その状況は，次世代の研究者として松本泰尚先

生や冨田隆太先生などが加わっている現在でも変わることはない。その中で，振動台

を持たない私は，入ったのは良いが自分の居場所がないことに気付いた。 
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しかし，委員会内での議論に参加することはできた。意義深い議論は数多くあった

が，その中で一つ選べと言われれば，振動は応答で評価すべきなのか，あるいは入力と

応答を関係づける伝達関数として評価すべきなのか，という議論である。この議論は，

とくに住宅性能評価の問題を議論していたとき，井上勝夫先生を中心に盛り上がった。

住宅性能表示制度（品確法）が 2000 年にできたとき，耐震性，耐火性，遮音性などの

評価項目 10 分野の中に環境振動は入れてもらえなかった。その理由は，環境振動の評

価は応答だけで行われており，建物性能の評価にはなっていないということであった。

応答により人間反応に対する評価はできるが，建物性能の評価には，どの程度の入力

に対してどのような応答が出るのかという伝達関数（振動伝搬特性）の評価が必須に

なる。このときの議論の積み重ねが，時を超えて現在の評価と設計の分離につながっ

たような気がする。 

居場所がないことに気付いた私は，何か自分でもできることはないかと考えた。そ

のとき思いついたのは，環境振動全体にわたる体系化というタスクであった。環境振

動の特徴の一つは対象とする振動源の多様性にある。建築学会全体を見渡しても，こ

れだけいろいろな振動源から出てくる振動を広範に扱っている分野は見当たらない。

しかし逆に，範囲が広すぎるために，ある振動源に関する知見は十分に有しているの

に，他の振動源になるとよくわからないということにもなりかねない。このことはと

くに，様々な振動源からの振動が錯綜して建物の中に入り込んでくる都市域の環境振

動問題の解決にとっては大きなマイナスになる。環境振動運営委員会の主査になった

ときに取り組んだのは，環境振動の体系化への挑戦であった。そのとき，体系化が新た

な環境振動のパラダイムを作り上げると思われた分野に設計と計測があった。 

設計小委員会は私が運営委員会主査になったときに立ち上げた小委員会である。特

定の振動源に対する特定の建物の設計ではなく，多様な振動源に対する様々な建物の

設計を，性能設計という体系化された設計手法で統一的に扱うことを目標として活動

は続けられた。環境振動設計では，振動そのものの大きさが設計対象になる。環境振動

は日常的に生じている振動である。建物を破壊する地震動のように稀に発生する振動

ではない。測りたければいつでも測れる。このため，予測技術と計測技術をいかに結合

して目標性能を達成するかが体系化の軸になった。 

その後，計測の体系化として立ち上げたのが環境振動モニタリング WG である。こ

れは，都市域で生じる様々な振動をいろいろな場所で同時に計測し，どのような振動

がいつ，どこで，どのように発生しているのかという状況を把握した上で，市民生活に

とって不快で不都合な振動をいかに抑え込むかという事前・事後対策を立てるための

技術提案である。これまで環境振動で行われてきた個別対策としての振動計測を超え

て，近未来の環境振動の広域高密度計測を目指している。 

始めに戻るが，私を環境振動の世界にいざなってくださったのは後藤先生だった。

運営委員会主査をやっていたころ，まだ私が委員会に入っていなかった時期を含めて

草創期からそのときまでを振り返る講演をする機会があった。そのときも，初期の環

境振動シンポジウム等の資料をすべて提供してくださった。これらの貴重な資料は，

環境振動ライブラリーとして国松直先生がデジタル化して委員会に残している。環境

振動の本を共著で書かせていただいたことも素晴らしい経験だった。今日の委員会活

動の発展と定着は，こうした多くの先人たちの尽力の賜物であると心から思う。 
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皆様との思い出と今後について思うこと 
 

 

横山 裕 

2011 年度～2014 年度環境振動運営委員会主査 

 

 

筆者と環境振動との関わりは、約 40 年前、筆者が修士の学生の頃にまで遡る。以来今日

まで、環境振動運営委員会の歴史全般に関わることができたのは、筆者にとって大変幸運

なことであった。その間、年代や立場が異なる様々な方と巡り会い、時には激しく議論し

たり、時には一杯飲みながら楽しく懇談したりさせていただいた。それらを通していただ

いた御指導や御助言は、自分にとって大切な財産となっている。本稿では、出会った皆様

との印象的な思い出や、運営委員会の今後について思うところを、綴らせていただいた。 

 

筆者は修士から博士にかけて、歩行時に発生する床振動の居住性からみた評価方法に関

する研究を行った。当時は、建築の分野で振動というと地震による構造物の振動という認

識が強く、博士論文発表会で構造系の先生から「本当にそんな振動が問題になるのか」と

いった質問をいただいたのを、今でもはっきりと覚えている。しかし、当時環境振動運営

委員会の主要メンバーで、後年主査も務められた櫛田 裕先生にこの研究成果を報告した

ところ、「素晴らしい。こういう研究が必要だったんだ」という身に余るお褒めの言葉をい

ただいた。振動の測定や予測については構造の分野で蓄積された技術の準用でそれなりに

何とかなったが、居住性からみた評価に関する知見は大きく欠落していたのだという。こ

のことがきっかけで、「建築物の振動に関する居住性能評価指針・同解説」第 1 版(1991 年)

の作成に、深く関わらせていただくこととなった。 

櫛田先生には、筆者がゼネコンの技術研究所に所属していた時も、上司として様々な局

面で支援していただいた。ある日、コンサート会場近傍で発生するいわゆる“たてのり振

動”が問題となった。当時はその原因すらわからなかったが、調査の結果、振動レベルの

変動と観客の動作との関係から、2〜3Hz の曲演奏時に観客が無意識に行う動作が原因で

あることを突き止めた。この成果を学会の論文集に発表したいと相談したところ、微妙な

問題であるにもかかわらず、思い留まるよう説得されるどころか、「業界の発展のために是

非発表しなさい」と積極的に後押ししていただいた。まさに企業の枠組みを越えた大英断

であり、その大局的な視座にあらためて敬意を表する次第である。 

指針第 1 版の作成では、担当小委員会の主査を務められた後藤剛史先生にも、大変お世

話になった。色々なことを教わったが、中でも一番印象に残っているのは、たしか指針第

1 版の講習会でおっしゃられた「指針などには 2 種類ある。1 つは学術的知見が十分に整

った段階で規定された普遍性のあるもの、もう 1 つは新たに発生した問題について学術的

知見がまだ十分ではないものの何か拠り所がないと社会が動かないため誰かがエイヤッと

決めたもの。今回の指針は明らかに後者であり、その位置付けをよく理解したうえで、新

たな学術的知見が得られた段階で逐一見直してゆくことが必要」というお言葉である。こ

の教えは、改定版の作成などを引き継いだ後も、肝に銘じている。 
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指針はその後 2004 年に 1 回改定し、さらにそのつぎの改定の際は、筆者が担当小委員会

の主査を務めさせていただくこととなった。この改定にあたっては、濱本卓司先生が 2013

年 1 月の第 31 回環境振動シンポジウム「住まいに入り込む環境振動」にて提唱された考

え方に基づいて、最初に大方針が設定された。すなわち、従来の加振源ごとの評価の枠組

みからの脱却と、それを円滑に達成するために必要な評価規準と設計指針の分離である。

この大方針があったからこそ、振動数と振幅以外に新たに振動の継続時間の要因を導入し

た、汎用性の高い、かつ人間が振動を感じ評価するメカニズムに 1 歩近づいた、アカデミ

ックスタンダードに相応しい評価規準が提案できたと考えている。ちなみに、振動の大き

さ(振動数と最大振幅)と振動の長さ(継続時間)を要因とした評価規準は、筆者がこれより 30

年前に発表した博士論文をはじめ、国内外の複数の研究成果と概念的に整合している。 

実際の作業は、小委員会，WG，SWG だけでは思うように進まず、若手を中心に非公式

の会合を何回も開催し、持ち寄ったデータの比較や妥当な落としどころについて議論を重

ねた。この時、筆者の声掛けに快く応じてくれたのが、松本泰尚先生，冨田隆太先生，井

上竜太氏ら、現在そして今後の環境振動運営委員会を担う方々である。多忙にもかかわら

ず何度も建築会館に足を運んで下さり、最新の研究成果を規準に反映させる過程を共有し

た。また、作業を通して、指針や規準の本質を再確認し、これらは学術研究とは別次元の

ものであること、したがって最初から規準を意識した研究より真実により近付こうとする

研究の方がはるかに価値があることを、あらためて認識した。そして、このような貴重な

経験を経て作成した素案を WG や小委員会に持ち込んだ際、もちろん一部に否定的な意見

もあったが、上述の濱本先生をはじめ多くのメンバーが、若手が提案した新しい試みを「ま

ずはやってみよう」と後押しして下さった。その気概に、深く感謝している。 

 

このように振り返ってみると、この 40 年間、様々な方々からたくさんの御支援と御示唆

をいただき、やりたいことをやりやすいようにやらせていただいてきたことが、身に染み

てよくわかる。そして、恩返しとまではいかないまでも、今、そしてこれからの環境振動

運営委員会を活性化させるために、筆者が常に心掛けていることがある。それは、環境振

動に携わる仲間を 1 人でも多く増やすことである。そのためには、若手がこぞって参加し

たくなるような、やり甲斐があるテーマの設定と、肯定的な雰囲気の醸成が、何よりも大

切と考えている。上述の指針改定作業は、まさにその典型例といえる。他の分野と比較し

て歴史が浅く、プロパーと呼ばれる人材が少ない環境振動だからこそ、若手がすきなこと

をのびのびとやれる環境は整いやすいはずである。 

言うまでもなく、学会活動はすべてボランティアである。皆、忙しい中、時間を割いて

参加している。特に若手は、目の前の業務で手一杯という状況も多いであろう。ちなみに

筆者の恩師の故・小野英哲先生の口癖は、「若いうちは学会活動はするな」であった。当時

は、意図する成果が期限内に得られるよう、トップが活動のすべてをコントロールしよう

とするような体制の委員会が主流であったから、無理もないことと思う。学会を、若手に

とって、利用されるのではなく利用できる魅力的な場とするためには、メンバー1 人 1 人

が研究者，技術者としての本能に導かれて思わずのめり込んでしまうような、ボトムアッ

プ型の活動を中心に据えることが肝要であろう。また、それが学会の本来の姿とも考えら

れる。今までも努力してきたつもりであるが、今後も、そのような体制の構築と維持に、

微力ながら務めさせていただきたいと思っている。 
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あゆみ第３版に寄せて 
 

氏名：国松 直 

2015 年度～2018 年度環境振動運営委員会主査 

（幹事：増田圭司（フジタ）、冨田隆太（日大）） 

 

１．環境振動運営委員会との係わり 

私が運営委員会の委員に委嘱されたのは 1999 年度からである。1999 年度から運営委員

会の主査となられた塩田正純先生（当時飛島建設）からのお誘いであった。運営委員会と

の繋がりは第８回環境振動シンポジウム（地盤における振動の伝搬特性）において「環境

振動としての発破振動の予測」という題目で講演させていただいている。もともと専門は

岩盤工学で当時露天掘鉱山採掘、トンネル掘進に関わる発破に関連して発破音や発破振動

を研究対象として取り組んでいた。題目からも分かるように主な活動は土木分野であり建

築の知識が乏しいまま運営委員会委員となってしまった。 

運営委員会における主な活動としては、 

・運営委員会：幹事（2005～2014 年度）、主査（2015～2018 年度） 

 ・シンポ WG：主査（2004～2007 年度） 

 ・広報 WG：主査（2007～現在） 

 ・戸建て WG：主査（2008～現在） 

 ・広域評価 WG：主査（2011～2013 年度） 

 ・設計小委：幹事（2011～2019 年度） 

などであり、現在運営委員会の活動の２本柱と位置づけられる評価指針・規準の改訂の詳

細にはあまり関わっておらず、設計指針作成に多少関与してきたことになる。 

 石川孝重先生（日本女子大）が運営委員会主査になられたとき幹事となり 10 年務めたこ

とになるが、幹事歴としては最長なのかも知れない。幹事の主な役割である議事録作成で

は耳慣れない用語が飛び交い苦労したが、耳学問で勉強させていただいた。 

 

２．主査任期期間中の主な活動 

 環境振動シンポジウム他の開催状況としては、 

  2016.2 第 34 回 建物振動に関する安全性と居住性 

  2016.8  大会 PD 「建築物の振動に関する居住性能評価指針」の改定にむけて 

  2017.1 第 35 回 性能マトリクスを用いた環境振動設計 

  2018.1 第 36 回 居住性能の性能ランクと設計フロー －評価規準と設計指針概要－ 

  2018.11  建築物の振動に関する居住性能評価規準 講習会 

  2019.1 第 37 回 環境振動設計指針の策定に向けて ―設計と計測― 

であり、ちょうど評価規準のまとめと設計指針の策定に向けた時期であった。 

 環境振動シンポジウムではいつもテーマ選定で苦労しているが、この時期は評価規準お

よび設計指針の内容説明や進捗状況の説明などで講演内容を構成し、講演者も委員から選

出するということで、シンポジウム企画という意味では比較的楽な時期であったと感じて

いる。 

 それに反して、大会 PD や講習会などの開催が加わった。 
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 大会の講演題数やシンポジウム参加者数を見ると一定数興味を持たれている方がおられ

ることは分かるが、学際分野ということもあり、環境振動をコアとして活動されている方

は少ないように感じる。まだまだ環境振動問題の周知に力を入れるべきと感じている。 

 その一環として、主査直属のスペシャル WG を組織し、ホームページに環境振動に関わ

るコンテンツ 

 ・環境振動の多様化・輻輳化・複雑化のイラスト例 

   周辺環境の変化／時代の変化／周辺環境の変化／伝搬経路の変化／建物の変化 

   許容性能の多様化／ 

 ・環境振動研究分野の全体像（学会活動としての取組） 

 

などを追加した。また、運営委員会傘下の WG、小委員会の議事録について、興味を持た

れた方に活動内容を知っていただくように広報 WG の活動として公開している。 

 また、環境振動に関連して運営委員会およびその傘下の WG、小委員会（およびその傘

下の WG）で活動されている方々とのコミュニケーションも重要であるとの考えから、2017

年度、2018 年度の大会時に懇親会を開催した。多少分野が異なる方々ではあるが、環境振

動問題の解決に向けて共通の認識を持つ方々との会話、親睦は非常に有意義であったと感

じている。上記全体像のイラストからも分かるように、評価規準と設計指針（イラストで

は設計ガイドライン）は現在運営委員会の活動の２本柱と位置づけられ各小委員会はこれ

らに相互に密接に関連している。今後の活動においても課題解決に向けてさらに各小委員

会間の連携を強めていく必要があると感じている。大会時またはシンポジウム後の懇親会

は、連携強化の一助となると思われる。 

 2019 年度以降は新型コロナの影響で開催できない状況が続いているが、できれば今後も

継続して開催していただくことを期待している。 

 

３．環境振動運営委員会委員としての活動 

 主な活動として上記した広報 WG、戸建て WG の主査を長く努めている。 

 広報 WG の活動としては、ホームページの運営で、先に述べた議事録についてはなるべ
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く早いタイミングでの公開に皆さんに協力いただいている。またいろいろな資料について

も整理して掲載を心掛けている。いくつかを紹介すれば、運営委員会の変遷（小委員会、

WG）一覧、環境振動シンポジウムのタイトルやおおまかな参加者数の一覧などを整理して

いる。また、過去の刊行物として、「あゆみⅠ（1982 年～1995 年）」、「あゆみⅡ（1996 年

～2010 年」もアップしている。今後も環境振動に関心のある方々に興味を持っていただけ

るような内容となるように更新していくことが重要である。 

 もう一つ、長期にわたり戸建て WG で活動を行っている。環境振動研究は当初風揺れと

歩行振動について RC 造のような大規模建築物を対象として実施されてきた。一方で道路

交通振動等で問題となるような戸建て住宅を対象とした小規模建築物の振動特性について

は十分な知見が蓄積されてこなかったという経緯がある。そのため、各ハウスメーカの方

を委員として WG を立ち上げ、初期には各社の振動に関わる苦情事例について調査（ホー

ムページに事例紹介を行っている）し、その後実際に戸建て住宅の三成分振動特性を知る

ための計測も実施した。また最近では設計指針の考えに基づいて戸建て住宅を含む小規模

建築物の設計をどのように構築するか検討を始めている。 

 

４．環境振動運営委員会への期待 

 環境振動運営委員会（当時環境振動小委員会）は 1982 年に「建築音響・振動分科会」か

ら独立する形で設置され、その経緯からも音分野の方がリードする状況であったが徐々に

構造分野の方も活動に加わるようになり分野を広げ、多くの方に関心を持っていただくよ

うになってきた。しかし、環境振動問題は人の感覚の問題であり、振動知覚、振動に関わ

る感情や生理（主に睡眠）、他の環境要因との複合などの問題も含み学際的な取組が必要で

ある。最近のシンポジウム内容もそのような点を考慮して周辺分野、異分野との関わりを

模索している。計測や数値計算についても最新情報を環境振動研究に取り入れるべく努力

している。これらの周辺状況も踏まえて環境振動問題へ建築学的視点から対処する方策を

学会活動を通して示していただくことを期待している。 

 

５．おわりに 

 運営に関しては、上述したように学際的であるがゆえに環境振動を主分野として活動さ

れる方が少ないということが懸念される。また、年齢的なバランスも気になる。これらを

解消するためには、環境振動問題の周知に力を入れ、多くの人に問題を理解していただき、

他分野と融合した研究や技術開発に取り組んでいただくことであると考えている。小委員

会には 15 名の定数の縛りがあるが、オブザーバとしての参加は可能であるので、積極的に

委員会への参加を勧誘していくことを提案したい。また学会承認が不要である SWG を活

用することも一案である。 

 評価規準と設計指針が分離され運営委員会の活動の方向性がより明確になり、今後さら

に改訂が行われていくと考えられるが、これらの２つをツールとして多くの方と議論をし、

多くの方に環境振動問題に関心を抱いていただく努力を行っていただくことを期待したい。 

 また、それらの活動の足跡を定期的な「あゆみ」刊行により、記録として残していくこ

との重要さを述べて最後とする。 
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６．おわりに 

 

環境振動研究のあゆみ(Ⅲ)では，2011 年度から 2022 年度の 12 年間にわたる環境振動運

営委員会における活動報告とそれを取り巻く研究活動についてまとめた。 

2 章では，環境振動運営委員会の活動記録がまとめられており，各年度における小委員

会の継続的かつ活発な議論が見られる。これらの活発な議論により，それぞれの小委員会

の目的に対して多くの成果が得られたと言える。その例として，2018 年の「建築物の振動

に関する居住性能評価規準・同解説」，2020 年の「居住性能確保のための環境振動設計の

手引き」の刊行，2019 年の「建築物における環境振動測定・分析に関する資料」の公開な

どが挙げられる。 

3 章では，環境振動シンポジウムの記録がまとめられている。新型コロナウイルス感染

症により中止となった 2020 年度を除いて，毎年開催されている。100 名前後の皆様にご参

加をいただいているシンポジウムであり，今後も継続的に続けていくことが重要であると

考えられる。 

4 章では，環境振動に関する発表・論文がまとめられている。大会における研究発表に

ついては，環境振動分野の発表件数に加えて，小委員会活動成果による発表件数もまとめ

られている。今後も環境振動分野の研究が活発に行われることを期待したい。 

5 章の環境振動分野への関わり・思い・期待は，運営委員会主査の松本泰尚先生による

発案であり，運営委員会主査を務められた 5 名の先生方にご執筆をいただいた。是非，多

くの皆様にご一読いただき，今後の研究活動や委員会活動につなげていただきたい。ご多

忙なところ，ご執筆をいただきました先生方に深謝いたします。 

これまで節目ごとに整理されてきた「環境振動研究のあゆみ」について，今回のあゆみ

(Ⅲ)に携わることができ，あゆみの重要性・継続性を再認識することができた。今回のあゆ

み(Ⅲ)についても，多くの皆様の研究活動，また環境振動運営委員会の活動に，ご活用をい

ただければ幸甚である。 

 

2023 年 3 月 

環境振動運営委員会 

幹事  冨田 隆太 

幹事  鈴木 健司 
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